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揺
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。
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。
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。
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間
に
親
 

へ
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信
仰
の
領
 

 
 

か
ら
見
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な
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、
背
理
と
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仰
は
相
互
に
不
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欠
な
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を
構
成
す
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。
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で
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っ
 

 
 

で
あ
る
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や
人
問
 知
 

 
 

。
悟
性
の
 

 
 

ね
か
ら
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いい は。 切 よ超微 る 越っ は条 今仲 先 じ よさの実悪札 つを は 
人 た論場内 て 回がず ぅ て 狂態をは 
間だ 何台な考の何端な 今 り と 実 前 
拝面れと 伺 え 研 ん的 構 日方 し態回 
往者のにかて 究でに造はを て と の 

罪 

その場わに ろ対あ 考に悪 仮 で し 研 
前相合けよ た 象るえ 基 と り は 概究 {d 

  

し大いえ合然 でい る 問す り 人と に 
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  い 

  

  

  
か或 な ににに実の 同 三惑 れ 

ほが介現   
か通 すに 
な説 る と 
ら の こ っ 

な 弁 と て 

前提 話法 にあ 

に っ的 
よ て な 
る真役 

ィ下 事に害Ⅳ 
何見 る 

  
佳 さ る 
め れ こ 
香 る と 
定 と に 

  
並あ 者 
び ろ は 

前者 結 に う 。 
合 そ そ 
にれ媒 

 
 

田
者
の
場
 

 
 

基
 く
の
で
 

 
 

意
識
の
在
 

 
 

義
 に
も
な
 

 
 

、
 個
々
の
 

 
 

れ
ば
な
ら
 

 
 

酌
人
格
 存
 

 
 

て
そ
う
い
 

ぅ
 人
た
ち
の
範
囲
内
に
お
い
て
罪
の
規
準
は
規
定
さ
れ
る
。
 

 
 

る
 場
合
 

 
 

。
。
 て
 う
い
 

 
 

し
な
い
。
 

 
 

て
の
よ
う
 

 
 

罪
の
条
件
 

 
 

て
 人
間
が
 

 
 

つ
こ
と
に
 

 
 

た
り
す
る
 

 
 

観
 的
に
示
 

 
 

に
 対
す
る
 

 
 

な
 は
 ち
 い
 

と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

は
 外
的
 

貌
 

 
 

チ
ヌ
ス
 
の
 

 
 

 
 

 
 

い
え
ど
も
 



桶ゑ春俺牡 % 安里姿， 
あ と さ 個もいの っ で 教 
る しれ 人 つ し ではなの 

ィ " 一 口 一 一   仰 
め れにみな例数 象も究 把 

握   方 
のにち ろま察等む 二人 法 

の   基   礎 
的 
目 昂 

  

  

言 にわ ねい 間が真 
3 基 け右て 。 の そ に 
ま く てのい そ 言れざ   

なでてに たよ ろ し     

の っ 仮 のれ在る 
異 た り 恩 、 たに も 
と もに 籠 り おの 

                                ほ よ つけは ぐる な   
在的て 消れ 無と 
しな 二 去る限 言 
得筆 つ さ もで っ 

6 者の れのあ て 
こ の 範 るで つ い 

前 約 も し仲間の 介 し 史 
堤場 つては顕達 さ こ的 

と 発畦 と はて る 
は 想に さ な人の 

 
 

 
 

 
 

す
 素
材
と
 

 
 

に
成
立
し
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折ら ぅ埋 れ 
学際に論 る精   
史 たけ まュ析 ユ 
に在 ら じン学 
お 在れめ グ が ン 

グ   の 

tety   刀て 

教     
代 9 フ 6 でに 臣 
表は音 こあ 次 
者 ら ィ と る い 
と初 ト が 割で 
し 期が稀に 名   
側神 り る そげ 
面分に よの ら 

以てねがはにが 域的ので 

  

  

  

  

ら よそ 当 極極 問 の主筆 
は っ探査 相 句題額 体と 



  
  
  
る視グ あ の 口頭 単て般ら識 " る にと ろ 考 かの想い 
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説
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。
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の
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。
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l
 

 
 

 
 

 
 

）
 
0
 
帳
田
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文
化
人
類
学
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分
析
」
で
は
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｜
マ
と
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調
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い
る
。
従
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芹
川
博
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教
研
究
の
方
法
 

づ
 ・
 
プ
由
 。
 日
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の
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会
学
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序す (a) 

る た 性 を て 調   

て も 思、 に 
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力面詰 し 社 ら正 
なな 価 

  

て 会 れし そこ釈すて方な 義え 
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る
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シ
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ず
日
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的
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形
態
 

 
 

P
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）
 と
 

 
 

「
こ
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社
会
的
 秩
 

 
 

響
を
与
え
 

 
 

、
こ
の
 理
 

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
奇
跡
物
語
の
様
式
と
動
機
 

｜
ェ
ピ
 ダ
ウ
ロ
ス
碑
文
を
中
心
に
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山
形
孝
夫
 

内
容
 

1
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 も
も
 
あ
 き
㍉
～
も
の
神
話
と
 

ヱ
ピ
 ダ
ウ
ロ
ス
伝
承
 

2
 
,
 ら
き
苧
 。
 
捷
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拝
と
神
殿
 

3
 
 碑
文
の
発
見
と
研
究
 史
 

4
 
 碑
文
の
内
容
と
様
式
 

a
 
 病
気
の
記
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も
り
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R
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&
q
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t
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ギ
き
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母
ミ
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て
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教
と
ュ
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し
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い
ら
れ
て
い
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。
 

 
 

数
 と
い
う
 

 
 

 
 

詰
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と
な
る
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い
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で
あ
る
。
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い
て
だ
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説
す
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。
 

 
 

と
え
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テ
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現
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テ
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プ
ル
ト
マ
 

 
 

。
し
か
し
 

 
 

レ
的
 
要
素
 

 
 

 
 

 
 

所
に
こ
も
 

 
 

い
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し
 

 
 

る
こ
と
で
 

 
 

八
夢
 
V
 を
 

 
 

は
 八
病
の
 

 
 

た
 時
、
病
 

 
 

て
い
く
。
 

 
 

次
の
三
つ
の
 

目
 

 
 

（
追
申
者
の
教
化
と
感
謝
の
す
す
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  め、 

  

    

  
のる 跡 つめ 起てし レ れ ネしとと間 こ 虎な 教 係 っ 



 
 

笘
由
 
す
が
 
l
 

 
 

盤
 と
し
、
 

 
 

も
拘
 わ
ら
 

ず
 、
両
者
の
宗
教
哲
学
に
は
基
本
的
な
一
致
が
見
ら
れ
る
。
 

 
 

サ
 0
 
 
仁
 ・
 

 
 

0
 Ⅱ
 日
ひ
目
 
l
 

 
 

0
 ロ
 
a
u
 
ヴ
の
 

 
 

Ⅰ
年
の
の
岳
の
圧
 

 
 

0
 目
 0 Ⅱ
 
仁
コ
幅
 

福
富
啓
奏
 

宗
教
哲
学
の
一
致
 点
 

 
 

確
保
す
る
 

 
 

青
 で
は
な
 

 
 

地
球
大
の
 

 
 

観
 論
と
 其
 

 
 

の
 変
革
、
 

 
 

て
 大
変
動
 

 
 

々
が
斯
様
 

 
 

も
し
れ
な
 

 
 

あ
る
。
 

㈲
理
性
 

 
 

、
 自
ら
 

 
 

度
 を
と
る
 

 
 

当
然
す
ぎ
 

ヤ
ス
パ
ー
ス
 と
ラ
ダ
 ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
の
 

 
 

に
あ
る
こ
 

 
 

 
 

の
み
で
は
 

 
 

か
っ
た
。
 

 
 

ハ
ト
が
 儀
 

 
 

の
で
あ
っ
 

 
 

用
 す
る
 理
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

ス
や
へ
一
 

 
 

 
 

と
し
て
い
 

 
 

る
こ
れ
ま
 

で
の
方
法
に
、
反
省
を
 
う
 な
が
す
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

0
%
 

二
目
 

0
 Ⅰ
 

 
 

 
 

 
 

で
 
表
わ
 

 
 

 
 

す
 ）
 

 
 

Ⅱ
出
発
点
と
し
て
の
原
爆
の
危
機
。
 

 
 

よ
る
 世
 

 
 

卓
説
を
述
 

 
 

如
何
に
な
 

 
 

葵
レ
 （
 
0
 ョ
一
 

 
 

ぇ
、
 R
 は
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てけ包 す る め 二 る 

な覚る る 両は し 
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ア 

ガ 
ぺ 

  

と 

慈 
悲 
の 

泰 

  

  

  



 
 

く
 、
キ
ル
 

 
 

人
を
愛
す
 

 
 

い
 て
そ
れ
 

 
 

（
 
曲
ペ
ユ
笘
一
 

 
 

あ
る
と
 見
 

 
 

隣
人
」
に
 

直
接
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

未
漏
尽
 

 
 

し
て
」
 生
 

 
 

仮
 和
合
」
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

て
 」
 生
 

ず
る
慈
悲
で
あ
る
。
 

 
 

て
も
、
 

 
 

の
 理
由
は
 

 
 

試
合
」
と
 

 
 

く
 、
義
務
 

 
 

て
の
「
 隣
 

 
 

か
ら
あ
ら
 

Ⅰ
Ⅰ
 

 
 

人
 」
（
 キ
 

ル
ケ
ゴ
一
ル
 ）
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

ね
ば
な
 

Ⅰ
Ⅰ
 

 
 

ぬ
か
ら
で
 

 
 

異
 の
 相
 」
  
 

求
む
れ
 ど
 
0
 

 
 

慈
悲
を
生
 

2
 

 
 
 
 

ず
 」
と
 龍
 樹
は
述
べ
て
い
る
。
 

(
2
6
 

 
 

べ
て
の
 

 
 

コ
 の
曲
の
下
に
の
 

l
 

 
 

あ
っ
た
 旧
 

 
 

つ
 新
し
い
 

 
 

ま
た
ま
 ク
 

 
 

対
し
て
 

 
 

そ
れ
故
に
 

 
 

が
 山
ム
 ム
 

 
 

」
と
 キ
ル
 

ケ
ゴ
 l
.
 
か
 は
号
目
 
う
 。
 

 
 

実
の
 

 
 

。
衆
生
の
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

と
も
「
 衆
 

 
 

僧
の
邪
悪
 

 
 

の
 相
を
離
れ
て
し
か
も
よ
く
慈
悲
を
生
じ
た
。
 

 
 

し
て
 

 
 

悲
 」
は
 、
 

 
 

0
 管
 眼
と
 

な
ら
ん
と
す
る
 庇
 い
な
き
空
曹
の
兵
頭
で
あ
る
。
 

0
 埼
玉
大
学
紀
要
人
文
科
学
 
編
 第
十
三
巻
に
詳
説
。
 



第一部会 

 
 

生
時
代
 

 
 

か
ら
三
十
 

 
 

大
学
時
代
 

 
 

と
な
り
、
 

 
 

「
 イ
ヱ
 

 
 

あ
て
る
こ
 

と
と
す
る
。
 

 
 

を
 通
じ
 

 
 

ラ
ン
ク
フ
 

 
 

に
 脱
却
し
 

 
 

学
の
底
を
 

 
 

は
 「
絶
対
 

精
神
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

性
 哲
学
 

 
 

か
 
し
告
ホ
 

教
込
師
 

 
 

お
 Ⅱ
 
リ
て
 心
不
 

 
 

ト
 教
の
歴
 

煕
 

舘
 

道
 

若
き
へ
 ｜
 ゲ
ル
に
お
け
る
理
性
と
宗
教
 

｜
 特
に
「
 ィ
ヱ
ス
 」
観
に
つ
い
て
 
｜
 

 
 

生
涯
」
で
 

 
 

あ
り
、
 そ
 

 
 

こ
の
点
に
 

 
 

る
が
、
 而
 

 
 

教
の
律
法
 

 
 

に
 近
づ
い
 

チ
巳
卜
 

Ⅵ
 る
 Ⅰ
 

 
 

精
神
の
 

 
 

ぼ
罪
 思
想
 

 
 

、
カ
ン
ト
 

 
 

一
し
、
愛
 

 
 

歴
史
的
に
 

理
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
 体
現
 

 
 

罪
悪
を
愛
 

 
 

的
 実
践
者
 

と
な
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

ぬ
 約
日
 

 
 

さ
れ
る
と
 

 
 

人
間
の
悪
 

 
 

は
人
間
 精
 

 
 

を
も
生
命
 

笏
 

 
 

ゲ
ル
の
 、
 

 
 

 
 

初
に
お
け
 

2
 



 
 

す
る
と
い
 

小
野
薄
明
 

 
 

が
 既
に
 

 
 

た
め
に
は
 

 
 

な
い
。
 真
 

 
 

と
い
う
面
 

 
 

自
己
の
深
 

 
 

当
為
と
し
 

 
 

一
ル
 0
 人
 

 
 

共
に
 、
自
 

 
 

の
 関
係
で
 

 
 

 
 

的
 自
己
同
一
 

走
 す
る
事
 

 
 

超
越
的
 自
 

 
 

｜
 関
係
」
 

 
 

っ
 た
の
で
 

 
 

る
と
同
時
 

 
 

す
る
の
で
 

あ
る
。
 

宗
教
的
否
定
性
と
し
て
の
「
 苦
 」
の
意
義
 

｜
 特
に
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
場
ム
ロ
ー
 

 
 

き
、
従
っ
 

 
 

体
性
を
否
 

 
 

の
の
現
実
 

 
 

ら
 逆
説
 弁
 

 
 

け
 取
り
直
 

 
 

質
的
に
実
 
2
 

 
 

勝
れ
て
 宗
 

2
 

 
 

真
理
を
見
 

椛
 

 
 

も
の
の
 蛾
 

 
 

於
け
る
 壊
 

 
 

有
へ
 突
入
 

 
 

｜
 関
係
」
 

 
 

理
 が
存
在
 

 
 

と
 言
い
得
 

る
 。
 

 
 

｜
 ゲ
ル
 

 
 

の
で
あ
る
 

 
 

定
 」
で
あ
 

 
 

「
結
果
の
 

 
 

る
と
い
う
 

 
 

に
は
結
果
 

 
 

あ
る
。
 理
 

 
 

き
 定
の
後
 

 
 

 
 

て
、
 恰
も
 



 
 

と
し
て
 即
 

 
 

す
た
め
の
 

 
 

は
 宗
教
的
 

 
 

の
を
生
成
 

 
 

規
定
さ
れ
 

る
 。
 

 
 

て
 実
存
 

 
 

関
係
す
る
 

 
 

て
 単
な
る
 

 
 

実
存
を
そ
 

 
 

と
す
る
。
 

 
 

 
 

け
れ
ば
な
 

 
 

の
こ
を
 要
 

 
 

中
に
上
っ
 

 
 

即
ち
絶
対
 

 
 

直
接
性
 か
 

 
 

の
 死
滅
し
 

 
 

か
，
 
b
 の
死
滅
」
 

 
 

い
 。
こ
の
事
態
 

 
 

 
 

 
 

キ
ル
ケ
 ゴ
 

 
 

関
係
を
持
 

 
 

な
く
て
、
  

 

化
に
於
て
 

 
 

於
て
 神
｜
 

 
 

叩
 な
る
 自
 

 
 

身
へ
の
 個
 

 
 

悩
 」
と
し
 

 
 

下
で
は
 受
 

 
 

の
 忍
受
の
 

 
 

神
｜
 関
係
 

 
 

終
に
は
 自
 

 
 

の
と
な
 

 
 

の
 弁
証
法
 

 
 

ト
ス
 と
し
 

 
 

い
う
超
越
 

 
 

に
 於
け
る
 

 
 

キ
リ
ス
ト
 

 
 

方
向
は
受
 

 
 

に
 於
て
 キ
 

 
 

リ
ス
ト
の
 

 
 

 
 

 
 

ゴ
 Ⅱ
の
 
ざ
 ～
 
幅
一
 

 
 

信
仰
神
秘
 

 
 

主
義
の
内
容
を
な
す
所
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

れ
る
」
 

 
 

る
の
で
あ
 

2
3
 



 
 

出
て
い
 

 
 

が
 行
わ
れ
 

 
 

批
判
で
あ
 

っ
た
 。
 

 
 

は
じ
め
 

 
 

ヒ
が
 問
題
 

で
あ
っ
た
。
 

 
 

之
 で
あ
 

 
 

国
家
学
会
 

 
 

キ
リ
ス
 

ト
 教
を
批
判
し
、
排
撃
し
た
。
 

 
 

は
 忍
苦
の
 

 
 

喜
悦
と
い
，
 

 
 

自
己
は
自
 

 
 

せ
し
め
ら
 

 
 

悩
に
値
 な
 

 
 

念
の
主
体
 

内
内
容
性
で
も
あ
る
。
 

加
藤
弘
之
の
基
督
教
批
判
 

匡
 

井
 

桜
 

 
 

 
 

、
 同
じ
た
 

 
 

問
題
を
論
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
排
撃
し
た
。
 

 
 

 
 

 
 

除
い
て
、
 

 
 

教
と
 我
国
 

 
 

相
 容
れ
な
 

 
 

を
 軽
視
し
 

 
 

主
義
の
我
 

 
 

ト
 教
を
許
 

 
 

こ
と
に
あ
 

 
 

す
る
も
の
 

 
 

あ
る
と
し
 

 
 

な
ど
の
 著
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

。
し
か
る
 

 
 

相
 容
れ
な
 

 
 

害
 に
な
る
 

数
ケ
 の
事
例
を
挙
げ
た
。
 

 
 

た
 。
 そ
 

 
 

、
人
間
が
 

 
 

そ
の
例
に
 

 
 

て
 言
う
こ
 

 
 

ろ
う
。
 神
 



 
 

て
 舌
ロ
 
う
ア
 
Ⅰ
 

と
を
 樺
 る
な
ど
、
科
学
者
の
為
す
べ
き
こ
と
か
と
難
ず
る
。
 

 
 

大
廟
を
 

 
 

う
 。
そ
し
 

 
 

道
 と
を
 心
 

 
 

、
 神
の
命
 

 
 

神
に
従
う
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

な
卜
リ
 
0
 

 
 

ば
れ
て
も
 

 
 

い
 。
 と
反
 

諭
 し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
せ
て
 

 
 

。
そ
し
て
 

 
 

間
 に
対
す
 

 
 

三
箸
 向
基
 

督
 教
徒
 窮
す
 L
 （
 
明
 、
四
二
、
六
）
で
あ
る
。
 

 
 

と
す
る
 

 
 

、
戦
争
に
 

 
 

の
 問
題
で
 

会
 
あ
る
。
 

 
 

 
 

  

  

井
 

笠
 

貞
 

 
 

子
で
あ
 

 
 

括
 さ
せ
る
 

 
 

テ
ィ
 l
 ヌ
 

 
 

）
 
コ
 ）
Ⅰ
 曲
 

 
 

ル
ト
 の
 、
 

 
 

い
 難
い
で
 

 
 

デ
カ
ル
ト
 

 
 

一
つ
の
 他
 

 
 

使
用
し
な
 

 
 

し
 パ
ス
カ
 

 
 

、
心
身
の
 

 
 

学
的
思
索
 

 
 

積
分
的
で
 

 
 

6
0
 

 
 

番
号
は
 

 
 

力
か
 は
 批
 

 
 

ぎ
な
 の
 

  

 
 

パ
ス
カ
ル
の
デ
カ
ル
ト
哲
学
 

批
判
に
つ
い
て
 

よ 5 (26 の 



 
 

 
 

関
心
を
求
め
る
。
寅
時
 

 
 

 
 

の
 放
棄
で
あ
る
と
す
る
。
 

 
 

 
 

、
そ
し
て
デ
カ
ル
ト
を
 批
 

 
 

神
の
信
仰
 

「
理
性
」
の
差
異
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 

 
 

 
 

」
で
あ
る
。
原
罪
は
理
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ク
 マ
テ
ィ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
 理
性
は
 

 
 

る
 。
情
念
に
過
ぎ
な
い
と
言
 う
 。
 

 
 

こ
と
を
 人
 

 
 

 
 

 
 

 
 

故
に
 偉
 

あ
る
。
 

性
に
 服
従
さ
せ
れ
ば
、
 
超
 

あ
る
。
こ
の
パ
ス
カ
ル
的
 

、
そ
こ
に
真
の
キ
リ
ス
ト
 

、
 神
の
存
否
は
理
性
で
は
 

り
 、
そ
の
限
界
を
自
覚
し
 

理
 に
背
く
な
ら
 ぱ
 、
不
合
 

理
性
だ
け
し
か
認
め
な
い
 

に
よ
り
理
性
は
、
否
定
・
 

そ
し
て
結
局
、
信
仰
に
お
 

て
 精
神
の
う
ち
に
、
恩
寵
 

い
な
ら
理
性
は
弱
い
も
の
 

っ
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
 

一
歩
は
、
理
性
を
超
え
る
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第一部会 

 
 

の
 解
体
 

 
 

上
 さ
れ
て
 

い
る
こ
と
。
弁
証
法
的
目
的
論
的
存
在
論
の
一
考
察
。
 

 
 

に
お
い
 

 
 

る
 存
在
者
 

 
 

 
 

 
 

終
局
。
 

 
 

ス
の
 歴
史
 

的
 仕
事
の
実
現
の
強
調
。
 

 
 

借
り
た
 

 
 

ス
 に
お
け
 

 
 

弁
証
法
を
 

 
 

、
そ
の
 深
 

 
 

書
か
ら
 純
 

 
 

主
張
で
あ
 

る
 。
 

 
 

お
い
て
 

 
 

的
と
の
 関
 

岡
 

宏
 

石
 

「
テ
ロ
ス
」
の
概
念
 

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
「
後
書
」
に
お
け
る
 

 
 

が
 、
そ
の
 

 
 

関
 に
お
け
 

 
 

れ
る
目
的
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

の
道
が
 辿
 

 
 

に
し
か
 規
 

 
 

的
 志
向
と
 

は
 区
別
さ
れ
る
。
人
間
そ
れ
自
身
が
目
的
で
あ
る
。
 

 
 

可
能
性
 

 
 

と
に
お
い
 

 
 

、
キ
リ
ス
 

 
 

。
こ
う
し
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

陸
に
と
っ
 

 
 

ス
は
 様
々
 

 
 

と
 呼
ぶ
 、
 

 
 

を
 画
し
て
 

 
 

の
 規
定
に
 

 
 

義
の
欠
陥
 

 
 

質
的
絶
対
 

 
 

と
は
矛
盾
 

 
 

 
 

 
 

底
性
 は
ど
 

 
 

 
 

こ
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
。
 



カ
ン
ト
の
「
宗
教
論
」
に
お
け
る
 

信
仰
の
概
念
 

岩
谷
日
出
夫
 

 
 

に
 尽
き
 

 
 

る
 仕
方
そ
 

 
 

は
、
 待
ち
 

 
 

か
ら
す
れ
 

 
 

て
 適
切
な
 

 
 

解
消
さ
れ
 

 
 

じ
よ
う
と
 

 
 

る
 危
険
が
 

 
 

贈
 す
事
に
 

 
 

る
 。
そ
の
 

 
 

れ
な
い
。
 

 
 

を
 絶
対
的
 

 
 

あ
る
。
 矛
 

 
 

的
 差
別
が
 

 
 

る
 。
相
等
 

 
 

な
る
解
消
 

 
 

的
 連
関
の
 

 
 

と
が
認
め
 

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

大
ま
か
 

 
 

 
 

 
 

圧
 
e
 岸
圧
 
0
 二
ロ
 
ガ
 

 
 

判
 哲
学
の
湖
 

 
 

一
般
に
 宗
 

 
 

教
 批
判
の
 

 
 

に
 目
を
む
 

 
 

る
 問
題
 概
 

 
 

相
互
に
 干
 

 
 

メ
ト
コ
（
 
は
 

 
 

意
図
が
何
 

 
 

し
 当
り
の
 

関
心
と
し
た
い
。
 

 
 

ず
、
道
 

 
 

は
 道
徳
の
 

 
 

は
 窮
極
の
 

 
 

た
 あ
っ
て
 

 
 

性
 が
あ
っ
 

 
 

い
 。
 井
 」
 こ
 

 
 

約
 、
す
な
 

 
 

道
徳
性
の
 

 
 

い
ら
れ
な
 

 
 

あ
る
。
 そ
 

 
 

が
 要
請
さ
 

 
 

宗
教
の
普
 



 
 

お
い
て
 準
 

 
 

ホ
教
払
珊
の
 

 
 

貫
 し
て
 背
 

 
 

こ
の
要
請
 

 
 

二
 に
最
一
局
 

 
 

い
っ
た
も
 

 
 

理
論
理
性
 

 
 

確
信
に
基
 

 
 

基
礎
づ
け
 

 
 

題
は
事
実
 

問
題
で
は
な
く
権
利
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

な
 契
機
 

 
 

理
念
の
要
 

 
 

る
も
の
と
 

 
 

 
 

る
 客
観
的
 

 
 

的
 根
拠
と
 

 
 

を
 常
に
 、
 

 
 

変
革
」
を
 

 
 

悪
 に
よ
る
 

 
 

心
術
の
変
 

 
 

よ
っ
て
そ
の
 積
 

 
 

に
 内
在
す
る
 根
 

 
 

界
 に
お
け
る
 心
 

 
 

の
 彼
方
 へ
  
 

み
、
心
術
 

 
 

実
現
 

 
 

こ
れ
よ
り
 

霊
の
不
死
に
対
す
る
確
信
へ
と
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

、
根
源
 

 
 

に
 属
す
る
 

 
 

け
る
「
 二
 

 
 

層
 そ
の
 対
 

 
 

ナ
 
Ⅰ
 か
 
り
 込
珊
述
 

 
 

い
て
も
 一
 

 
 

枠
組
に
従
 

 
 

が
 求
め
ら
 

 
 

的
 共
同
体
 

 
 

求
め
ら
れ
 

 
 

と
 」
と
い
 

 
 

つ
い
て
の
 

 
 

れ
る
。
 実
 

 
 

に
し
て
は
 

 
 

ま
の
確
信
 

 
 

れ
る
に
 至
 

 
 

こ
と
に
よ
 

 
 

 
 

 
 

識
は
宗
教
 

9
 

 
 

 
 

も
の
で
あ
 



 
 

自
身
及
び
 

 
 

そ
れ
ら
の
 

（
 
3
 ）
 

 
 

ぅ
 仕
方
で
 

の
み
神
に
奉
仕
す
る
と
い
う
認
識
に
到
達
す
る
。
 

 
 

教
義
が
 

 
 

身
に
と
っ
 

 
 

は
 何
よ
り
 

 
 

ぐ
 さ
ね
ば
 

な
ら
な
い
。
 

 
 

を
 見
る
 

 
 

て
 前
者
の
 

 
 

篇
で
 歴
史
 

 
 

純
粋
な
 宗
 

 
 

な
 霊
感
に
 

 
 

 
 

す
る
た
め
に
特
殊
な
霊
感
を
必
要
と
し
な
い
。
そ
の
根
拠
は
 ①
も
し
 特
 

 
 

れ
ば
、
 そ
 

 
 

そ
の
霊
感
 

 
 

は
 論
理
的
 

 
 

認
識
能
力
 

 
 

区
別
す
る
 

 
 

純
粋
理
性
  
 

と
い
え
ど
 

 
 

 
 

め
に
は
 純
 
3
 

 
 

 
 

 
 

」
と
い
う
 

 
 

に
よ
り
 優
 

 
 

の
 必
然
性
 

 
 

ど
も
解
釈
 

 
 

こ
と
が
 言
 

 
 

性
は
道
徳
 

 
 

れ
た
奇
蹟
 

 
 

る
こ
と
を
 

 
 

は
 否
定
さ
 

 
 

し
て
他
律
 

 
 

と
し
て
 生
 

 
 

的
 暴
力
に
 

よ
る
犠
牲
の
歴
史
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

 
 

こ
と
で
 

 
 

歴
史
的
Ⅱ
 

 
 

道
徳
性
で
 

 
 

で
い
る
。
 

 
 

た
 関
心
 

 
 

徳
的
 Ⅱ
 実
 

 
 

の
 自
覚
的
 

 
 

通
う
も
の
 



  

 
 

 
 

秋
 さ
れ
な
 

 
 

 
 

秋
 さ
れ
る
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

面
 と
い
 

 
 

こ
と
を
、
 

 
 

え
る
。
 我
 

 
 

た
も
の
 

 
 

が
み
本
数
 
芽
珊
 

 
 

的
 啓
示
 信
 

 
 

け
を
取
り
 

 
 

て
 、
歴
史
 

 
 

法
味
 
珊
 の
 試
 

（
 
4
 ）
 

 
 

る
 如
く
 、
 

 
 

原
理
を
異
 

（
 
5
 ）
 

 
 

い
で
あ
ろ
 

-
 
つ
 。
 

 
 

も
 起
っ
 

 
 

の
は
ど
う
 

 
 

も
ち
ろ
ん
 

 
 

お
把
握
し
 

 
 

疑
の
結
果
と
す
 

 
 

ま
い
か
。
特
に
 

 
 

彼
の
真
意
は
か
 

 
 

間
 空
間
の
制
約
 

 
 

が
 見
ら
れ
 

 
 

の根 
思源 
索的 
の む 
発も 
展の 
に と 
と し 

も て 
な 同 

つ等 

てに 実扱 
存わ 
鈍 れ 
噂て   
射 る す 
る し 

意か 
義し 
つ ハ 

け ィ 

は デ 
変       

ィヒガ 
し l 
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後
も
、
 そ
 

 
 

事
実
を
あ
 

 
 

、
そ
の
 能
 

 
 

と
し
た
と
 

こ
ろ
に
、
木
の
 コ
 （
 的
 敬
虔
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

註
 l
 
M
 寸
土
色
。
 
ど
 
の
・
）
 

め
べ
 

 
 

0
 Ⅰ
 ゴ
 ～
 
e
 

木
 の
 臣
 （
・
の
・
（
 

ト
 
㏄
の
 
の
 ）
の
・
 
ト
 
㏄
の
・
 
ト
 
㏄
Ⅱ
 

註
 3
 
 勾
の
串
 
魑
 。
 ど
 
の
 
一
 
・
 H
 奏
 

 
 

の
り
 
曲
 オ
ペ
 

セ
 Q コ
メ
 由
コ
 
（
Ⅰ
の
の
 

0
.
 
 

の
中
 

岸
コ
 
・
の
・
は
Ⅱ
 

0
,
 

 
 

ゴ
ロ
 
e
 
"
 

邦
訳
重
田
英
世
調
理
想
 
社
 、
お
 H
 ）
 N
o
 
の
 頁
 。
 

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
お
け
る
「
不
安
」
の
概
念
 

荻
山
深
見
 

 
 

て
は
等
 

 
 

に
 妥
当
す
 

 
 

 
 

し
そ
れ
は
 

 
 

理
性
に
よ
 



  

 
 

打
出
 
円
 
）
 ノ
卜
 

 
 

存
在
か
ら
 

 
 

中
で
本
来
 

 
 

が
 如
何
に
 

変
化
し
て
い
っ
た
か
を
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

分
性
と
 

 
 

臨
ま
せ
、
 

 
 

さ
せ
る
 働
 

 
 

取
る
こ
と
 

 
 

る
に
過
ぎ
 

 
 

ほ
性
へ
現
 

 
 

可
能
の
可
 

 
 

的
な
自
己
 

 
 

す
と
い
う
 

 
 

の
 不
安
を
 

 
 

と
 名
づ
 

 
 

与
え
る
も
 

 
 

 
 

 
 

安
は
無
 

 
 

感
じ
さ
せ
 

 
 

0
 ゴ
 （
 
仁
 2%
 ）
 

 
 

を
そ
の
も
 

 
 

根
源
的
な
 

 
 

わ
れ
て
 不
  
 

安
 」
（
 

c
7
 

 
 

て
 現
存
在
 

 
 

ね
 、
不
安
 

 
 

 
 

 
 

れ
て
ぃ
 

 
 

本
質
的
 不
 

 
 

も
そ
れ
は
 

 
 

は
 存
在
を
 

 
 

考
え
ら
れ
 

 
 

0
 ）
」
に
 ち
ロ
 

 
 

と
か
つ
て
 

 
 

、
 逆
に
そ
 

 
 

呼
応
的
 聴
 

 
 

気
分
性
は
 

 
 

受
け
取
ら
 

 
 

ガ
 ー
は
二
二
口
 

 
 

 
 

態
 に
あ
 

 
 

る
 相
違
で
 

 
 

び
に
満
ち
 

 
 

が
ら
ハ
イ
 

 
 

工
場
に
至
 

 
 

安
の
性
格
 

 
 

な
い
。
 
た
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第一部会  
 

現
れ
ず
、
 

 
 

，
て
 
れ
は
 我
 

 
 

五
山
ハ
年
・
）
 

 
 

に
 思
索
 

 
 

6
0
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イ
コ
ン
に
 

  

 
 

、
 或
る
 適
 

 
 

，
 
ら
の
離
反
  

 

こ
と
が
で
 

 
 

術
 と
は
 帰
 

F
.
 ベ
イ
コ
ン
の
哲
学
に
お
け
る
神
の
位
置
 

 
 

に
よ
っ
て
 

 
 

然
の
地
位
 

 
 

と
 思
わ
れ
 

住
田
臭
 
仁
 

 
 

謁
 す
る
と
 

 
 

 
 

よ
っ
て
自
然
を
「
完
全
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
 

 
 

て
苦
 

 
 

の
 著
作
 

 
 

世
紀
の
背
 

の
計
画
）
 

 
 

宗
教
か
ら
 

「
自
然
を
完
全
化
し
賞
揚
す
る
の
が
技
術
の
義
務
で
あ
る
。
」
 

 
 

つ
 。
そ
の
 

（
学
問
の
進
歩
）
 

 
 

「
自
然
 
解
 

 
 

意
味
 

 
 

べ
て
み
た
 

 
 

 
 

服
さ
れ
る
 

 
 

 
 

に
 、
 人
 

「
べ
き
」
な
の
か
。
 

 
 

無
力
で
あ
 

 
 

肉
体
と
 

 
 

 
 

た
る
 魂
 と
か
ら
成
る
と
さ
 

 
 

 
 

厳
 と
進
歩
に
つ
い
て
」
で
 

 
 

 
 

と
に
分
け
ら
れ
、
前
者
が
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

）
 

 
 

か
ら
 直
 

 
 

る
 。
 し
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第二部会  
 

あ
る
か
 

 
 

て
 統
治
さ
 

 
 

。
魂
が
 神
 

 
 

極
 的
に
 怯
 

 
 

も
し
く
は
 

 
 

さ
れ
た
の
 

 
 

遣
 し
た
も
 

 
 

と
し
て
 再
 

 
 

す
る
こ
と
 

 
 

な
く
神
の
 

優
越
性
を
も
賞
賛
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

か
ら
 科
 

 
 

な
り
な
が
 

 
 

自
然
を
再
 

 
 

た
め
の
も
 

 
 

る
と
い
う
 

 
 

含
ま
れ
て
 

 
 

征
服
す
べ
 

 
 

た
に
相
違
 

な
い
。
 

神
原
和
子
 

 
 

ス
ト
 教
 

 
 

は
、
 彼
の
 

 
 

か
に
述
べ
 

 
 

反
 キ
リ
ス
 

 
 

に
あ
っ
て
 

 
 

0
%
 
斥
コ
 
㏄
）
 

 
 

 
 

 
 

力
 へ
の
 

 
 

さ
れ
て
い
 

 
 

る
 。
」
と
 

 
 

要
素
で
あ
 

 
 

「
従
来
の
 

 
 

準
的
な
価
 

 
 

ム
は
 多
義
 

 
 

的
で
あ
る
 

 
 

失
す
る
事
 

 
 

も
 調
停
も
 

ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
宗
教
性
に
つ
い
て
 

｜
ヱ
ィ
チ
ヱ
 
の
反
キ
リ
ス
ト
教
な
る
も
の
と
 
テ
 ィ
 

オ
ヱ
ュ
ソ
ス
 的
な
る
も
の
に
つ
い
て
の
一
考
察
 i
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協
 的
な
反
 

 
 

㏄
 
田
ぃ
 

㏄
の
 

ゴ
 
0
 
拍
 

 
 

チ
ヱ
 
の
 キ
 

 
 

教
と
 
云
う
 

 
 

的
な
る
も
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

決
し
、
 
彼
 

 
 

 
 

 
 

の
 原
理
に
 

 
 

ト
 教
が
古
本
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

力
 を
発
す
 

 
 

反
対
運
動
 

 
 

 
 

手
の
本
質
 

 
 

べ
て
い
る
。
 

の
し
と
 
述
 

 
 

る
が
、
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（ レべれと ガ 
エ ム て る ダル ア 

レ ム るる 。 。 前ホ   ア 

をヱた世ア ま セ 
モ 

漬かだ紀 だた ァ ス 
    ホ 

  肯押 っ る 判だ し セ 

宝殿 のィ し けて ア 
すの 大ス てが 批 にお 批判きなるよ ノ ヱレ いる 批判 利し 浅   け     

所 

U 半 

  

な い サす こ バル 



  

 
 

モ
ス
の
場
美
も
、
説
明
で
き
な
い
ひ
 

 
 

正
当
な
 聖
 

 
 

ホ
セ
ア
 

 
 

 
 

よ
び
そ
の
具
体
的
表
現
 と
 

 
 

 
 

制
 者
は
認
め
た
が
後
者
は
容
 

 
 

所
 と
し
  

 

必
要
所
 を
 

 
 

サ
マ
リ
ヤ
  

 

だ
か
ら
で
 

 
 

 
 

め
る
中
心
 聖
所
は
 、
シ
ロ
 

 
 

の
中
で
、
 

 
 

ヤ
ラ
 ペ
ア
 

 
 

 
 

、
か
っ
て
な
 
い
 流
行
を
示
 

 
 

ア
モ
ス
 、
  

 

他
 に
転
 ず
 

 
 

 
 

王
国
の
住
民
に
と
っ
て
 
、
 

 
 

価
す
る
。
 

 
 

用
 と
し
て
 

 
 

 
 

ね
ば
、
ア
 モ
ス
、
ホ
セ
 

 
 

 
 

い
る
理
由
も
う
な
づ
け
 

 
 

 
 

祭
儀
的
堕
落
の
程
度
耳
っ
 

 
 

 
 

ァ
は
 祭
儀
 

 
 

万
望
 所
否
 

 
 

心
地
で
あ
 

定
 に
一
層
の
 力
 を
与
え
た
、
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
。
 

 
 

事
実
は
 、
 

 
 

、
中
心
 

 
 

 
 

、
と
い
う
現
象
は
見
ら
れ
 

 
 

 
 

、
そ
れ
が
 申
命
記
的
 主
張
 

 
 

 
 

事
実
に
対
し
て
、
重
要
な
歴
史
的
 

竹
 
)
 

 
 

 
 

れ
る
。
 

 
 

 
 

レ
ム
に
対
し
て
 

 
  

 

 
 

加
え
て
い
る
 事
 



 
 

ネ
 マ
ン
 

 
 

越
 者
へ
の
 

 
 

か
か
わ
ら
 

 
 

さ
れ
た
 人
 

 
 

自
身
も
 、
 

 
 

な
 衆
に
対
 

 
 

か
ら
し
て
 

 
 

従
っ
て
 実
 

 
 

、
絶
対
的
 

 
 

る
も
の
で
 

 
 

る
 我
と
 汝
 

 
 

れ
る
。
 こ
 

 
 

ッ
 カ
 ー
批
 

 
 

デ
ッ
カ
｜
 

 
 

か
め
 単
独
 

 
 

で
い
る
の
 

 
 

」
（
 づ
 o
q
 

 
 

に
 単
独
者
 

 
 

く
 捉
え
 ろ
 

田
辺
正
英
 

出
会
い
と
交
わ
り
 

 
 

か
め
 単
独
 
3
 

 
 

無
 に
転
化
 
邪
 

 
 

は
み
て
 ぃ
 

 
 

e
 
コ
の
 
e
 ）
 と
 

 
 

0
 人
格
的
 

 
 

会
い
が
 根
 

 
 

単
独
者
 へ
 

0
%
 
呵
い
 
」
日
の
お
・
）
 

 
 

は
、
絶
 

 
 

、
そ
れ
は
 

 
 

全
的
実
存
 

 
 

味
 に
お
い
 

 
 

と
し
て
、
 

 
 

る
の
で
あ
 

 
 

と
の
共
同
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

も
の
で
は
 

 
 

根
源
的
 町
 

能
 性
を
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

で
あ
 

 
 

連
れ
て
ゆ
 

 
 

る
の
で
あ
 

 
 

対
す
る
 弁
 



  

 
 

あ
る
。
 
従
 

 
 

時
に
 
、
内
 

 
 

内
 側
面
が
 

 
 

ル
や
ハ
イ
 

 
 

つ
 実
存
」
 

 
 

過
し
な
が
 

 
 

持
し
う
る
 

 
 

の
 積極
的
 

 
 

F
.
 ボ
ル
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

二
諦
 

 
 

者
と
の
 
交
 

 
 

世
間
的
 
水
 

 
 

、
二
諦
 
相
 

 
 

そ
れ
を
 
根
 

 
 

る
こ
と
を
 

 
 

 
 

一
 

第
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生 

と 

死 
の 
  
百汗旦 

理 

性 



 
 

プ
 
ん
な
い
 0
 

 
 

。
然
し
 死
 

 
 

死
 が
考
え
 

ら
れ
る
と
は
如
何
な
る
意
味
で
あ
る
か
。
 

 
 

ま
で
も
 

 
 

体
に
 於
て
 

 
 

 
 

 
 

け
る
も
の
 

 
 

に
は
 必
ら
 

 
 

を
 語
る
場
 

 
 

こ
の
場
ム
口
 

 
 

限
定
さ
れ
 

 
 

る
か
ら
 可
 

 
 

の
 否
定
は
 

 
 

こ
の
抽
象
 

 
 

。
現
存
在
（
 

3
 
）
 

 
 

あ
る
と
す
 

 
 

定
が
 肯
定
 

 
 

て
い
る
 
一
 

 
 

が
死
で
あ
 

 
 

が
 生
を
限
 

 
 

死
 が
生
に
 

 
 

た
め
に
は
 

 
 

「
死
の
了
 

(2801 

ろ もた識をを る一る 

は の ， す の の ） 田     
P  目 

曲 Ⅱ 
ヱコ   

出 最は論の論るあ が 
  
の トロの   

で独 さ は 独完 とそで 
幅 l あ なれ 意性 結すの あ 

す 
る 「 

こ 逃 

  
者 は 

逃 

避 

  と 

こ が 
の あ 
障る 

超 

亮壕 遠 克 
ァ - 行     
捻挫 
全折 山 
体 し 
を て   
も 目   
な放 
る 棄 

 
 

ジ
テ
ィ
 
プ
 

 
 

 
 

な
も
の
と
な
る
。
 



第二部会 

  

体な 。 逃 待避 
っず 行 をら 超避 滝下   

 
 

克
 は
し
か
 

 
 

こ
こ
か
ら
 

 
 

充
実
さ
れ
 

 
 

か
ら
は
、
 

 
 

 
 

を
 失
っ
た
 

外
 は
な
か
 

っ
 た
の
で
あ
る
。
 

 
 

起
る
こ
 

 
 

あ
る
。
 先
 

 
 

係
を
措
定
 

 
 

 
 

関
係
が
考
 

 
 

が
強
ま
る
 

 
 

だ
け
真
実
 

 
 

避
 な
る
が
 

 
 

に
 信
仰
が
 

 
 

と
は
思
わ
 

 
 

信
仰
は
行
 

為
を
充
実
せ
し
め
、
超
克
の
道
を
開
く
こ
と
と
な
る
。
 

 
 

に
 信
仰
 

 
 

び
つ
く
 道
 

 
 

避
 に
道
を
 

 
 

 
 

 
 

 
 



 
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

れ
つ
 っ
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

 
 

ヂ
ス
ト
教
会
の
間
に
 、
イ
 

 
 

 
 

め
の
合
同
研
究
が
続
け
 
ち
 

 
 

 
 

お
い
て
検
討
さ
れ
、
現
在
 

 
 

 
 

、
い
ず
れ
の
側
か
ら
も
 多
 

 
 

と
 五
つ
の
 

る
こ
と
と
な
る
。
 

 
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

い
で
、
 

 
 

仰
の
柔
軟
  

 

す
る
計
画
 

性
 と
も
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

メ
ル
ボ
ル
 

 
 

与
 も
あ
っ
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
に
お
け
る
 

 
 

と
ど
ま
る
 

教
会
合
同
の
問
題
点
 

 
 

イ
ソ
 ド
教
 

 
 

て
い
る
っ
 

 
 

ク
、
 /
 

藤
間
 
繁
義
 

 
 

た
め
の
 策
 

 
 

の
で
あ
る
 

 
 

し
て
い
 

 
 

 
 

し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
 
、
 

 
 

 
 

要
 な
問
題
が
残
さ
れ
て
お
 

 
 

 
 

波
紋
を
投
げ
か
け
る
こ
と
 

 
 

ド
、
北
ィ
 

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

に
お
い
て
 

 
 

、
合
同
に
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経
験
論
 

 
 

ね
 、
か
っ
 

 
 

に
 思
わ
れ
 

る
が
、
私
は
や
や
別
の
角
度
か
ら
眺
め
た
い
。
 

 
 

を
 示
し
 

 
 

た
の
は
、
 

 
 

よ
そ
十
年
 

 
 

コ
帆
由
 
0
 の
 コ
 

 
 

然
 哲
学
を
 

 
 

い
う
点
を
 

私
の
研
究
 テ
一
マ
 と
し
て
集
中
さ
せ
て
み
る
。
 

 
 

て
い
る
 

（
（
 

年
 （
 
ォ
の
 意
味
を
取
り
出
し
て
み
る
。
 

 
 

ぺ
て
い
 

4
%
 
 
ス
レ
 
。
 

 
 

ぜ
 ト
ド
 

幅
ゴ
 
ダ
キ
ア
曲
弁
 

 
 

コ
ロ
 田
ユ
仁
ヨ
づ
ゴ
 

の
 

 
 

曲
コ
隼
 
～
の
 

l
%
 
㏄
 オ
 円
の
 

高
橋
惣
一
 

ベ
イ
コ
ン
哲
学
に
お
け
る
真
理
の
 

二
面
性
に
つ
い
て
 

 
 

ユ
 ・
 円
 
ず
 い
ヰ
 

 
 

Ⅰ
 由
 C
e
O
 
片
 

 
 

コ
 せ
が
 
臣
 0
 Ⅰ
 

 
 

（
 
e
.
 
 

し
 0
 （
 
す
 

 
 

 
 

 
 

）
 
且
笘
エ
 
0
 目
の
 
"
 

0
 円
ヨ
 0
 目
，
 
の
 

由
ま
 。
 三
 Ⅰ
 

 
 

戸
田
 ゴ
ド
 
下
破
 
り
 
"
 

 
 

の
の
 
臼
 二
幅
 田
 
0
 

圧
 
す
の
 
ヨ
 の
匹
イ
 
0
 の
 っ
 

 
 

じ
 神
が
 

 
 

コ
ン
は
 云
 

 
 

 
 

う
に
 云
 

っ
て
い
る
。
 

 
 

田
ゴ
巾
 

 
 

ヨ
曲
コ
円
ゴ
の
 

 
 

0
 Ⅰ
 円
ゴ
 
Ⅱ
 

 
 

ツ
り
毛
 
。
Ⅱ
 
ガ
，
 

 
 

セ
幅
 ）
 
0
 ㍉
 
せ
 "
 

 
 

の
神
の
臣
Ⅰ
）
 

コ
幅
 

 
 

 
 

韻
ざ
ゴ
ヰ
ダ
 
の
 す
 ユ
幅
 
ゴ
ヰ
ヴ
 
の
 
ひ
ヨ
 の
 0
 市
神
 
ゴ
せ
由
 0
 ）
せ
の
で
 

T
 ざ
 

 
 

 
 

 
 



十
九
世
紀
の
敬
虔
覚
醒
運
動
（
寸
口
 

ゆ
け
 年
ユ
面
せ
㏄
 ガ
ガ
 匹
の
の
）
と
キ
ル
ケ
 

コ
ー
ル
と
の
関
係
 

渡
部
光
男
 

 
 

0
 日
本
 

 
 

書
目
録
等
 

 
 

し
 、
位
置
 

 
 

た
 思
想
 史
 

 
 

 
 

P
 円
由
 
0
 
客
中
山
と
全
く
同
じ
発
想
で
あ
る
。
 

 
 

ム
，
つ
べ
 

 
 

 
 

然
を
動
か
 

 
 

こ
に
ぺ
イ
 

 
 

る
 。
 又
 、
 

 
 

と
を
両
立
 

 
 

に
 関
し
て
 

 
 

国お 田 U  る 。 ・ あ 廣 代 
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第二部会 

 
 

・
コ
ー
ル
の
 

 
 

 
 

 
 

使
用
法
、
 

 
 

Ⅹ
（
 
ト
 
O
N
.
 

 
 

p
S
 

、
「
 

瞬
 

 
 

主
流
と
し
 

 
 

ン
ト
 ヴ
ィ
 

 
 

し
か
し
 教
 

 
 

信
仰
の
徹
 

 
 

更
に
モ
ル
 

 
 

 
 

 
 

け
る
 立
 

 
 

立
て
、
 こ
 

れ
を
実
証
す
る
。
 

 
 

義
 で
あ
 

 
 

強
調
、
愛
 

 
 

、
聖
職
者
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

る
 D
 
.
 ポ
 

 
 

ク
ヌ
セ
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

ラ
ン
ベ
 

45 (285) 

を ト る と うで会はか ィ   
  

うじいのこリリ ン わ措 こ スア 統はてをラ 派 " " 汲ン 
ド れ 導で ト ンと杉 宗む ド   

  

て 点ま グル と分 ュ も 、 ヱ 

  

  レヴ 神論 間駒 。， マ、 Ⅰ であ こ・ く ト 義派 合教 みせ 初頭 ノ 

覚 羊一々 間 
醒 十八六」 

    

  

新約 ルケ 、づ 。 。 ヱ ， 
ゴ好ヨ聖 l <p 0} 書 

  



 
 

 
 

題
 で
も
あ
っ
た
。
正
統
派
 

 
 

 
 

義
 派
の
合
理
的
批
判
的
な
 

 
 

 
 

た
 。
チ
ャ
ニ
 ソ
グ
 は
 、
こ
 

 
 

 
 

こ
と
を
主
張
し
、
感
情
と
 

 
 

 
 

神
の
啓
示
の
理
解
に
対
し
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
と
の
見
解
に
た
 

 
 

 
 

の
 内
に
あ
る
道
徳
的
感
覚
 

 
 

 
 

損
 し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
 

 
 

 
 

の
 性
質
を
お
と
し
め
る
こ
 

 
 

 
 

徳
 的
能
力
を
悪
用
す
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
奴
隷
的
な
宗
教
を
形
成
し
て
い
る
と
す
る
。
 

 
 

る
 0
 ピ
ュ
 

 
 

縁
 的
な
 

 
 

わ
す
こ
と
 

 
 

 
 

に
 宿
っ
て
い
る
か
ら
、
 
我
 

 
 

 
 

る
 0
 こ
れ
は
、
ミ
ュ
ー
 イ
 

 
 

ィ
 ニ
ズ
ム
 

 
 

の
 一
致
、
  

 

、
尊
厳
性
 

一
体
化
の
理
念
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
よ
う
。
 

 
 

 
 

こ
の
人
間
観
は
 、
ェ
マ
 

 
 

 
 

プ
 に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
 純
 

 
 

 
 

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
 

 
 

正
統
派
に
 

る
 。
 

 
 

に
た
り
。
 

 
 

ょ
 
9
 る
か
ど
 

 
 

準
 に
お
い
 

 
 

が
み
ら
れ
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、
個
人
 

 
 

教
 思
想
の
 

 
 

れ
て
い
る
 

 
 

と
か
思
想
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

て
と
ら
 

 
 

ス
 ㌧
 
場
 ム
ロ
 
ノ
忙
 

 
 

ど
の
よ
う
 

 
 

い
る
か
と
 

 
 

ち
 個
人
的
 

 
 

 
 

 
 

、
人
間
 

 
 

れ
る
。
 単
 

 
 

ま
の
経
路
 

や
 構
造
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
 

 
 

ら
わ
れ
た
宗
教
 

 
 

価
値
体
制
と
に
 

 
 

の
中
に
も
っ
 宗
 

 
 

と
よ
ん
で
お
ら
 

高
木
き
ょ
 子
 

信
仰
体
制
と
宗
教
思
想
 

札
る
 。
（
宗
教
学
そ
の
他
 
参
巴
 

 
 

教
 的
態
 

 
 

こ
の
う
 

 
 

い
 部
分
に
 

 
 

る
と
か
、
 

 
 

。
こ
れ
な
 

 
 

し
 、
こ
れ
 

 
 

と
 責
任
を
 

 
 

仰
 構
造
に
 

よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
育
て
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

何
 %
 制
 

 
 

が
 深
く
て
 

 
 

い
る
と
い
 

え
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

と
し
て
 

 
 

い
 。
両
者
 

 
 

影
響
し
あ
 

 
 

体
制
の
申
 

 
 

る
の
で
は
 

な
い
か
。
 

 
 

 
 

 
 

極
め
て
ま
 

勒
 

 
 

 
 

は
 、
思
想
 

 
 

思
想
の
役
 

4
7
 



 
 

と
こ
ろ
で
 

 
 

，
二
九
 

六
三
）
と
い
う
題
で
講
演
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

通
し
た
 

 
 

れ
た
、
 水
せ
埋
 

 
 

ち
 、
普
通
 

 
 

ぅ
 と
す
る
 

 
 

限
 累
進
」
 

 
 

で
あ
り
、
 

 
 

 
 

 
 

し
て
い
え
 

り
や
 
つ
こ
う
 

 
 

な
が
ら
、
 

 
 

ば
 、
か
ぎ
 

 
 

が
っ
か
ま
  

 

す
る
し
か
 

 
 

に
 分
け
る
 

 
 

見
よ
う
と
 

 
 

あ
げ
ら
れ
 

 
 

日
 と
を
 論
 

 
 

日
日
 ゲ
も
、
 

 
 

）
、
「
大
海
 

 
 

二
世
の
ふ
 
芯
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

永
遠
を
見
 

 
 

冗
は
、
永
 

  

 
 

論
は
宗
教
 

 
 

こ
ろ
み
の
 

一
端
で
あ
る
。
 

、
永
遠
の
今
に
つ
い
て
 田

村
芳
朗
 

 
 

れ
た
と
 

 
 

れ
た
と
こ
  

 

き
 未
来
」
 
8
 

 
 

 
 

未
来
と
 

 
 

 
 

時
間
の
つ
 

糊
 

 
 

 
 

る
 ，
も
の
 

 
 

た
 を
こ
え
 

 
 

と
い
う
こ
 

 
 

ま
っ
た
く
 

 
 

え
れ
ば
、
 

 
 

っ
て
 、
時
 

 
 

水
せ
 
吐
の
 ム
 「
」
 

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

拠
が
、
 



第二部会 

り沐 

山
 

宙 

丸 

ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
に
お
け
る
 

ぎ
げ
臣
由
 の
の
性
格
 

 
 

な
ね
 
ち
、
 

 
 

に
 
に
た
・
 

れ
 

 
 

・
未
来
・
 

現
 

 
 

り
 
。
」
（
 

同
 

 
 

 
 

 
 

ち
 
、
「
 
薪
 

 
 

と
い
へ
ど
 

 
 

一
時
の
く
 

 
 

こ
ろ
で
あ
 

る
 
。
 

 
 

得
に
ほ
 

 
 

遠
の
今
を
 

 
 

ら
に
問
題
 

 
 

ら
ず
、
 

自
 

 
 

調
は
、
こ
 

の
点
に
着
目
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

宇
 的
な
 

 
 

テ
ィ
 メ
 ス
 

 
 

ん
が
た
め
 

 
 

0
 Ⅰ
 
0
 ロ
 の
 

 
 

ぇ
 る
か
。
 

 
 

ぜ
 考
え
て
 

 
 

う
こ
と
で
 

 
 

に
な
っ
た
 

 
 

に
 中
世
 哲
 

学
の
始
ま
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

、
こ
の
 

 
 

ャ
書
 
（
 
セ
 

 
 

@
 の
ロ
 
0
 Ⅰ
の
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

れ
に
あ
て
 

 
 

グ
ス
テ
ィ
 

 
 

に
 
「
神
の
 

 
 

の
 
キ
ヨ
の
Ⅱ
 
l
 

 
 

。
勿
論
 全
 

 
 

っ
て
前
半
 

 
 

に
 場
所
を
 

 
 

題
 で
あ
ろ
 

糊
 

 
 

運
動
 一
 
・
 あ
 

 
 

 
 

 
 

中
か
ら
の
 



 
 

繍
ご
 で
あ
 

 
 

0
 住
ヰ
か
 
Ⅰ
 
0
 ）
 

 
 

い
 。
 従
ゥ
 

 
 

運
動
を
開
 

 
 

曲
目
口
 
の
 Ⅱ
の
臣
の
 

 
 

に
よ
う
な
 

 
 

て
く
る
。
 

 
 

の
を
 知
 

 
 

る
 。
（
の
 
仁
 （
 

 
 

、
後
者
だ
 

 
 

わ
れ
る
 ァ
 

 
 

ス
 と
の
 違
 

い
が
み
ら
れ
る
と
思
 う
 。
 

 
 

い
た
 線
 

 
 

代
 の
山
芋
 

 
 

い
う
問
題
 

 
 

と
 同
様
な
 

 
 

帰
し
な
が
 

 
 

か
ら
、
 探
 

 
 

志
の
同
意
 

 
 

わ
れ
て
 ぃ
 

 
 

さ
に
ス
コ
 

 
 

所
以
の
も
 

 
 

字
の
信
仰
 

 
 

代
口
 

 
 

シ
ア
民
族
 

 
 

理
念
を
探
 

 
 

物
論
が
勃
 

 
 

と
い
う
 動
 

 
 

 
 

 
 

ブ
イ
ヨ
 

 
 

「
戦
争
と
 

 
 

ロ
占
 
ノ
ィ
ヨ
 

 
 

が
 大
き
く
 

 
 

ん
ど
知
ら
 

ニ
コ
ラ
イ
Ⅰ
 ブ
イ
ョ
 ド
ロ
フ
の
生
涯
と
思
想
 

田
口
貞
夫
 

 
 

ろ
う
。
 信
 

 
 

こ
と
で
、
 

 
 

る
 。
そ
し
 

 
 

の
点
で
批
 

 
 

立
場
の
方
 

 
 

、
宗
教
と
 

 
 

え
る
だ
 る
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友
人
の
手
 

 
 

て
 、
そ
の
 

 
 

し
た
後
、
 

 
 

四
十
 

 
 

館
の
司
書
 

 
 

に
 没
頭
し
 

 
 

簡
素
に
徹
 

 
 

要
約
し
よ
 

 
 

、
万
人
の
 

 
 

全
人
 

 
 

の
 横
行
、
 

 
 

内
力
に
屈
 

 
 

自
然
の
 カ
 

 
 

か
れ
独
自
 

 
 

混
沌
て
は
 

 
 

象
ら
れ
た
 

 
 

は
 、
キ
リ
 

 
 

死
者
の
ぬ
 
口
 

 
 

い
 、
形
而
 

 
 

折
ロ
Ⅳ
 

ヰ
キ
，
 

@
@
 

）
 

 
 

る
こ
と
を
説
い
 

 
 

拝
 て
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

パ
ウ
ロ
の
歴
史
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
 

博
 

土
 

屋
 

 
 

提
示
す
 

 
 

崇
拝
の
対
 

 
 

と
分
離
さ
 

 
 

す
る
こ
と
 

 
 

、
復
活
、
 

 
 

て
い
る
の
 

 
 

し
た
も
の
 

 
 

性
の
強
調
 

 
 

し
だ
。
 ま
 

 
 

フ
ス
キ
 イ
 

 
 

ろ
 。
 現
 

 
 

ィ
ヨ
ド
ロ
 

 
 

哲
生
，
が
 
ダ
 

 
 

め
ざ
し
て
 

 
 

と
日
本
 ハ
 

 
 

、
 更
に
 

 
 

シ
ア
研
究
 

 
 

0
 。
（
樋
口
 

 
 

貝
母
）
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、
せ
 
浅
井
 

0
.
 

 
 

て
 占
め
る
 

 
 

の
 歴
史
的
 

展
開
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

り
 扱
わ
れ
 

 
 

章
 で
あ
 

 
 

エ
 ル
を
 か
 

 
 

あ
り
、
 結
 

 
 

止
 す
る
 

 
 

目
的
の
神
 

ゴ
の
 
0
 一
 

 
 

る
 。
神
の
 

 
 

は
な
く
、
 

 
 

す
る
と
 

 
 

は
 旧
約
聖
 

 
 

に
 対
し
、
 

 
 

し
て
い
る
 

 
 

お
け
る
 教
 

 
 

き
た
も
の
 

 
 

な
い
で
あ
 

ろ
う
。
 

 
 

い
て
 突
 

 
 

書
の
中
に
 

 
 

の
せ
 の
（
 
一
  
 

0
 片
 
侍
の
 
N
 仁
 Ⅱ
  

 
 
 

 
 

お
い
て
 

 
 

 
 

 
 

等
 

か
 り
 へ
プ
 ミ
ノ
イ
語
が
こ
れ
を
あ
ら
れ
す
。
，
メ
ト
の
Ⅰ
の
（
 
o
n
 
ガ
ヒ
コ
 
m
 
 
：
 
な
 び
き
 起
 

 
 

側
 は
 、
ィ
 

ザ
ャ
 
の
召
命
記
事
に
見
出
さ
れ
る
。
 

 
 

守
に
 
0
%
 
史
 
"
 

 
 

の
 若
干
の
 

 
 

ら
れ
ず
、
 

 
 

（
 
ミ
ア
 

 
 

て
 れ
に
 対
 

 
 

の
 成
就
 と
 

 
 

0
 
そ
こ
で
 

 
 

ト
め
 Ⅰ
 曲
 Ⅰ
 
，
 

 
 

仔
 
c
.
 
）
 

 
 

に
 提
起
 

 
 

ム
 
叩
で
山
の
る
 

 
 

救
済
史
的
 

 
 

て
 0
 々
 ェ
 

 
 

れ
る
が
、
 

 
 

い
 。
こ
の
 

 
 

反
映
さ
れ
 

 
 

大
体
マ
ル
 

  



宗
教
心
理
学
方
法
論
の
 一
 問
題
 

脇
本
手
 
也
 

 
 

に
お
い
 

て
 考
察
す
る
学
問
で
あ
る
と
す
る
な
ら
 ぱ
 、
そ
の
展
開
は
 、
 方
法
論
的
 

 
 

っ
 こ
と
に
 

 
 

「
人
間
主
義
心
 

 
 

の
に
注
目
し
て
 

二
 
み
た
い
。
 

 
 

学
ム
ム
 
の
 学
ム
至
旦
 

コ
に
 従
っ
て
い
る
。
 

 
 

ラ
エ
ル
 

 
 

す
べ
て
 罪
 

 
 

け
る
た
め
 

 
 

自
分
の
人
 

 
 

が
 、
約
束
 

 
 

題
を
解
決
 

 
 

第
一
一
章
 

 
 

述
べ
て
い
 

 
 

と
い
う
 パ
 

 
 

考
え
ら
れ
 

る
 。
 

 
 

人
間
 主
 

 
 

さ
す
わ
け
 

 
 

三
 %
 刀
カ
 
Ⅱ
 
二
 

 
 

り
あ
げ
ら
 

 
 

愛
 、
創
造
 

 
 

、
責
任
、
意
 

 
 

イ
 
ノ
ロ
 l
 チ
 

 
 

0
 ）
年
の
田
の
 

ロ
臣
 
"
 

 
 

「
と
い
っ
 

 
 

力
 」
と
あ
 

 
 

動
 主
義
と
 

 
 

わ
れ
る
。
 

 
 

セ
ヴ
ァ
 

 
 

と
 目
さ
れ
 

 
 

な
い
 0
 統
 

 
 

る
 程
度
 

 
 

れ
る
。
 

 
 

問
題
中
 

 
 

あ
る
い
は
 

 
 

学
派
の
縄
 

 
 

の
方
法
で
 

 
 

 
 

 
 

、
こ
れ
を
 

 
 

 
 

の
は
問
題
 

5
 



だ
 、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

 
 

0
 科
 宇
 

 
 

か
し
、
 
だ
 

 
 

は
ず
は
な
 

 
 

し
て
、
 
た
 

 
 

心
理
 宇
の
 

 
 

主
張
す
る
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

批
判
を
 

 
 

を
さ
ら
に
 

 
 

は
、
 専
ら
 

 
 

の
で
あ
ろ
 

 
 

療
の
過
程
 

 
 

論
 的
人
間
 

 
 

に
 ユ
ニ
ー
 

 
 

可
能
性
に
 

 
 

全
体
 的
 ・
 

 
 

だ
と
い
う
 

わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

W
"
 
￥
 性
 

 
 

摘
 す
る
も
 

 
 

は
な
い
。
 

 
 

書
物
も
少
 

 
 

字
 と
が
ど
 

  

 
 

ば
な
ら
な
 

 
 

 
 

 
 

く
 宗
教
心
 

 
 

 
 

 
 

に
 理
論
 構
 

 
 

題
か
、
 め
小
 

 
 

せ
る
と
、
 

そ
の
感
 は
 一
層
深
い
。
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のへ 

曲 つ ロロ ト ・ の曲 コ     

zl いコト @ J Ⅰ テ 

  

    

  

  

第 
フ 。       

@  特サ フ 部 
に ン 本 

下 

  
  
い の 

  
経 
曲 ノト 

 
  

 

と
あ
り
、
⑲
 、
の
 訳
は
 、
 

 
 

相
続
 

勒
 

 
 

不
純
」
 

 
 

壊
 る
 

 
 

す
る
。
 

（
山
口
益
博
士
 訳
 、
中
論
 釈
 Ⅱ
ワ
ご
の
・
 コ
 の
に
よ
る
。
）
 

 
 

ぬ
 品
で
 

 
 

の
田
イ
ト
小
円
 

コ
の
 
コ
 
（
 

 
 

ぅ
 語
が
 挿
 

 
 

は
 か
 Ⅰ
 曲
｜
 

 
 

代
 。
由
が
 

 
 

口
 ・
の
 
の
 ）
Ⅰ
 
卜
 

 
 

ル
木
筆
名
 

 
 

｜
 引
用
部
 

 
 

れ
る
。
 

 
 

、
空
法
 

 
 

ト
 つ
め
 
｜
 

 
 

肚
ト
 
㏄
 1
 か
め
 
巾
 ）
 

 
 

）
 、
の
 -
 
、
 

 
 

巻
 十
所
 

 
 

し
 ・
の
 
0
 の
 一
 

 
 

岡
部
分
に
 

 
 

に
 思
わ
れ
 

る
 。
㊤
 、
 ③
 、
 ㊦
 、
の
 訳
は
 、
 



佐
々
木
 
宏
幹
 

｜
南
 イ
ン
ド
の
場
合
か
ら
 ｜
 

宗
教
変
化
の
動
因
に
つ
い
て
 

「
花
布
二
種
 業
 。
一
能
 壊
 諸
行
、
二
不
覚
知
 故
 、
相
続
不
純
」
 

と
あ
り
、
更
に
 、
 ③
 、
の
 訳
で
は
、
 

「
 死
 布
石
二
種
所
作
、
一
能
 壊
 諸
行
、
二
 非
遍
 如
斯
」
 

 
 

ラ
サ
 ソ
 

ナ
パ
ダ
｜
 引
用
の
梵
文
の
訳
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 

 
 

㏄
が
コ
ロ
 

ヨ
 

 
 

非
斯
 の
 因
 

 
 

分
 と
も
 棺
 

異
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 

 
 

る
が
、
 

 
 

の
 相
違
 す
 

 
 

わ
 れ
な
く
 

 
 

、
流
布
を
 

 
 

え
た
方
が
 

自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

こ
こ
 

で
は
、
華
厳
経
を
一
例
と
す
る
に
と
ど
め
た
い
と
思
 

う
 。
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。 社にあ ん " ト カ工 可丘 はしま Ⅱ セ 亘議廿   
 
 

差
別
を
 

っ
 

 
 

の
の
 

0
0
 

Ⅱ
的
の
 

  

②
 
乗
 
上
て
と
し
 

は
う
 

ウ
 
ッ
 
北
区
。
 

て
 
へ
い
い
て
 

ト
 
サ
 

 
 

推
進
し
て
 

 
 

に
 
概
念
上
 

 
 

史
的
な
考
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

は
 
言
え
な
 

 
 

要
 
な
手
が
 

か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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、
 汎
神
 

 
 

年
 も
の
 歴
 

 
 

に
 影
響
を
 

 
 

間
駒
）
 献
 

身
と
、
そ
れ
を
直
接
的
に
把
握
す
る
要
素
を
与
え
て
き
た
。
 

 
 

教
 な
ら
 

 
 

、
同
一
で
 

 
 

差
異
と
相
 

 
 

0
 本
質
と
 

 
 

対
す
る
人
 

 
 

 
 

 
 

る
も
の
 

 
 

釜
 口
と
立
耳
心
と
 

 
 

に
 帰
す
る
 

 
 

の
 意
志
を
 

 
 

出
 で
は
な
 

 
 

が
 、
こ
の
 

 
 

。
㈲
輪
廻
 

類
 

大
 

純
 

構
成
と
実
践
体
系
 

ス
ー
フ
ィ
 ]
 神
秘
し
示
教
思
想
の
 

 
 

｜
 た
ち
 

 
 

の
ヨ
自
 公
職
 

 
 

，
諦
 
さ
れ
る
 

 
 

あ
ろ
う
と
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

る
 。
 

 
 

あ
る
 神
 

 
 

び
 神
に
帰
 
8
 

 
 

 
 

お
い
て
は
 

 
 

 
 

て
 称
え
（
 ぷ
ガ
 こ
神
秘
主
義
道
Ⅰ
の
（
 n
p
p
 
（
）
に
精
進
す
る
。
 

 
 

の
 曲
 
2
%
 
・
 

 
 

「
記
憶
・
 

 
 

難
 で
、
 神
 

 
 

を
 意
味
す
 

 
 

で
、
と
も
 

 
 

め
ゴ
 
㏄
ロ
ニ
 
曲
 

 
 

ヘ
ュ
ラ
 を
 、
 

 
 

す
る
。
 実
 

 
 

も
っ
て
 い
 

 
 

夕
方
（
 聖
 

 
 

わ
れ
る
。
 

 
 

わ
れ
も
す
 

る
り
 



 
 

こ
と
、
 人
 

 
 

で
あ
っ
て
 

 
 

立
場
を
与
 

 
 

内
面
的
な
 

 
 

面
の
意
味
 

 
 

変
 に
対
す
 

 
 

譲
ら
は
 け
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

巡
礼
に
 

 
 

G
 田
ヨ
）
 

 
 

あ
る
が
 
一
 

 
 

円
い
 
廷
 サ
ハ
 
こ
 

 
 

に
 仕
え
る
 

 
 

祈
り
の
 

 
 

ゴ
 口
 
-
 ）
。
㈲
 

 
 

上
 学
的
理
 

 
 

ア
 
精
神
 

 
 

と
 考
え
る
 

 
 

に
 接
し
た
 

 
 

仙
胆
 
（
㌧
の
コ
曲
 

金
神
の
存
在
へ
の
帰
一
）
。
 

 
 

ガ
 お
よ
び
神
の
 

 
 

る
こ
と
に
よ
っ
 

 
 

滅
浬
磐
 
・
寂
滅
 

と る 

普 し こ 

賢 て と 
菩 お る 

  十千 Ⅰ よ 

宙 の、 り こ 
総俄に 
べ 梅村 
て を し 
の奨て 

もむら のら 世 " 
のれ 尊   
在い 「 

する 普 
る教賢 

  
真での 
理あ 事 

でる あ 。 を 主 

59 (299) 

 
 

華
 経
の
 

び
し
 ゃ
 
り
 

 
 

離
国
 の
 大
 

 
 

て
か
 復
当
 

 
 

 
 

を
滅
陰
す
 

 
 

あ
る
が
、
 

紙
数
上
他
の
機
に
譲
り
た
い
。
 

「
仏
説
 観
 普
賢
菩
薩
行
法
 経
 」
に
つ
い
て
 

｜
 特
に
「
真
の
繊
 悔
 」
に
つ
い
て
 ｜
 

山
 

哲
 

横
 

 
 

嘉
元
年
 

 
 

訳
し
た
 

 
 

九
巻
、
 

2
o
.
N
 

Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
に
 

あ
ブ
つ
 
。
 

 
 

Ⅱ
つ
 

し
 材
 

ぞ
 C
 

ね
 、
俗
に
「
 繊
悔
経
 」
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。
 

 
 

た
場
 ム
ロ
の
 

 
 

れ
る
。
 さ
 



 
 

し
い
 行
 

 
 

る
こ
と
 

に
な
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

方
法
で
 

 
 

考
え
る
こ
 

 
 

や
行
い
の
 

 
 

と
を
誓
 う
 

 
 

る
 。
常
に
 

 
 

仏
の
教
え
 

 
 

 
 

も
 実
行
し
 

て
 行
く
こ
と
が
真
の
繊
 
悔
 で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

く
 続
け
 

 
 

終
 の
そ
し
 

 
 

づ
 れ
て
い
 

6
0
 

 
 

こ
ろ
を
 

 
 

甲
ザ
っ
 
。
 

 
 

と
で
あ
 

 
 

覚
を
得
る
 

 
 

 
 

浄
 に
し
、
 

 
 

 
 

 
 

れ
て
、
 常
 

 
 

と
を
深
く
 

あ
 ま
ね
 

へ
ん
・
 

つ
さ
 
、
し
よ
 

 
 

戯
悔
 の
 段
 

階
 で
あ
る
）
 

 
 

じ
よ
サ
と
 

や
く
こ
 
う
 

 
 

 
 

た
す
ら
 

 
 
 
 
 
 

 
 

こ
の
世
界
に
達
し
た
い
と
願
う
こ
と
で
あ
る
。
等
と
し
ゃ
 

 
 

侶
 ）
 の
 

 
 

戒
 ・
沙
弥
 

 
 

夷
の
在
家
 

 
 

ょ
 
9
 、
そ
の
 

 
 

分
け
て
 説
 

 
 

 
 

武
士
・
 

た
ず
さ
 

 
 

改
め
て
 説
 

 
 

と
を
主
思
 味
 

す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

こ
と
に
 

 
 

す
る
。
 
而
 

 
 

 
 

ば
ざ
る
を
 

 
 

 
 

し
と
で
あ
 

，
 

 
 

い
や
汚
れ
 

お
の
 

 
 

こ
ろ
に
あ
 

 
 

け
 
は
ロ
し
Ⅰ
に
 

す
で
 吉
 岡
 

 
 

か
さ
れ
て
 

 
 

真
実
、
中
 

 
 

・
 
一
 繊
悔
 

 
 

。
そ
れ
は
 

 
 

走
 す
る
 虚
 



第
  

 

を
 通
じ
 

三部会 

大 
乗 
さ早 

磐 
経 
?c 
お 
け 

阿 る 

仏 

性説 村 

孝 

照 

  

  
こ助 しピ助 と たのにこ け 尼意 「 即 経度は 

                        せあ らら まで立とる わあ っ " 永正す法 仏味一 ちとが " 妙あ ス " 

  
  

  

 
 

出
の
経
典
 

 
 

の
 仏
性
 研
 

 
 

る
 仏
性
説
 

 
 

い
が
た
い
 

 
 

て
き
た
と
 

 
 

題
 で
あ
る
 

 
 

で
あ
る
。
 

そ
の
中
の
一
つ
に
、
仏
性
と
菩
提
心
と
の
問
題
が
あ
る
。
 

淫
薬
経
は
師
子
 咄
 菩
薩
 品
 に
お
い
て
、
 

「
心
は
仏
性
に
非
ず
」
 

「
此
の
菩
薩
心
は
実
に
仏
性
に
非
ず
」
 

 
 

発
心
」
で
 

あ
る
か
ら
、
菩
提
心
の
義
に
等
し
い
。
 

 
 

る
が
、
 

 
 

い
 と
す
れ
 

 
 

経
 は
こ
の
 

 
 

い
て
は
こ
 

 
 

し
た
。
 

 
 

ら
か
に
 

 
 

菩
提
心
と
 

0
 位
置
 す
 け
は
、
お
の
ず
と
明
瞭
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

主
因
・
 了
因
 説
が
説
か
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

経
 の
 述
 

6
 



こ
の
よ
う
な
組
織
だ
て
が
考
え
ら
れ
る
と
思
 
う
 。
 

 
 

ゆ
 れ
る
 

 
 

っ
 段
に
な
 

 
 

 
 

、
是
 

 
 

性
も
亦
 

 
 

て
の
 故
 

に
 」
（
 巻
 二
十
八
）
 

と
 答
え
る
の
み
で
あ
る
。
 

 
 

っ
て
 、
 

 
 

問
題
の
 

一｜ 

了 
因 
  

菩 八六 
提 王ハ 

百 坦フ - 
阿ミ 
褥ッ 
多 4 ム 
  
    

貌一     

  
縁
因
｜
 

 
 

  
提仏 

性 
阿 
褥 
多 

開一   

一 % 一     
圭口 

｜
 主
因
 ｜
 倍額双額 六 

心王 拐 三八 

大昔 ハ捷二 厳菩 提ミ ラ 

ツ
阿
褥
 多
聞
三
 

昧
阿
褥
 多
聞
 二
一
 

ラ
ミ
ツ
 

べ
る
と
こ
ろ
で
は
 

る
と
は
い
い
が
た
 

れ
た
も
の
で
あ
ろ
 

で
 前
後
の
関
係
を
 

（
王
国
 ｜
 仏
性
 、

前
説
と
後
 説
 と
の
関
連
は
考
慮
さ
れ
て
説
か
れ
て
い
 

い
 。
む
し
ろ
、
こ
の
両
説
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
説
か
 

う
。
し
か
し
外
延
は
あ
い
接
し
な
い
で
は
な
い
。
そ
こ
 

た
ぐ
っ
て
こ
れ
を
整
理
し
て
み
る
と
、
 

(302) 62 

さ た ま あ 浬 と 手た こ 起 心総 

  

  

  

ば想、 、 酌 を ま 華 
は 立た 厳 
づ場 な思 、 
き にい 想 
り た 。 の 

法 

しち な 、 そ れ核 中 
界 

け どで を 縁 
煮 、 ぅ は形 起   @ 
い思、 た る つ 

。 升目 ， 口 、 土 示 も 

い   て 
立待罪 法 
場っ縁界 田 
か も起縁 
ら の と 起   
す と の る 

にううと ぐ問 よこ 雄 
十 ななは 
玄ら 愚論 



 
 

す
も
の
で
 

 
 

も
は
っ
き
 

 
 

学
者
表
具
 

 
 

を
 論
じ
て
 

 
 

背
景
に
よ
 

 
 

て
い
な
い
 

 
 

き
っ
た
こ
 

 
 

立
場
か
ら
 

 
 

 
 

 
 

る
か
と
 

 
 

か
 、
世
主
 

 
 

弄
 は
 、
一
 

 
 

意
味
で
あ
 

 
 

、
 並
日
く
 

 
 

界
 に
周
 か
 

 
 

わ
れ
る
 法
 

 
 

た
も
の
で
 

 
 

法
 の
 界
 」
 

 
 

あ
る
こ
と
 

 
 

の
ま
ま
、
 

 
 

 
 

 
 

楡
伽
 行
旅
の
 法
 

 
 

 
 

 
 

訳
の
 
「
 大
 

 
 

垂
尖
珊
輻
仏
 

」
 

 
 

い
る
。
 

 
 

に
お
い
 

 
 

法
界
の
二
 

 
 

時
代
に
は
 

 
 

に
 関
す
 

 
 

ユ
言
葉
 を
 

 
 

厳
寒
第
二
 

 
 

っ
て
く
る
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

ら
ず
、
 事
 

と
 事
と
の
円
融
を
強
調
す
る
に
あ
っ
た
。
 

 
 

し
て
、
 

 
 

無
頂
 法
界
 

 
 

後
に
あ
る
 

 
 

う
 な
思
想
 

 
 

蔵
 の
 起
信
 

 
 

う
 0
 さ
 る
 

 
 

が
 必
要
と
 

 
 

に
 象
徴
的
 

 
 

実
の
絶
対
 

凋
 

 
 

 
 

し
た
ん
に
 

 
 

あ
り
得
な
 

6
 



ま る巣山であ る ぅ 説付る八 利休 

石
上
書
 
応
 

 
 

か
ら
 帰
 

 
 

五
 
・
生
口
 

 
 

上
界
、
 

 
 

げ
ら
れ
 

 
 

伝
説
に
 

 
 

色
 あ
る
 

 
 

別
記
 の
 

 
 

れ
て
く
 

 
 

西
南
に
 

 
 

娘
の
子
 

 
 

し
、
 

 
 

せ
 曲
の
 

 
 

し
て
い
 

 
 

の
で
仁
田
Ⅰ
 

の
 

 
 

舎
利
弗
 

の ド 一 い 

発 内切 。 
展思 、 即そ   

謝 っ的想 で 思、 でら な   
  

上 か に 
に く お 
開てけ 
化法る 
し界 「 
た縁一 
払超 即 
数 は 一 

  
 
 

全
学
的
資
 
4
 

 
 

時
の
仏
教
 

 
 

 
 

受
け
て
い
㈱
 

 
 

っ
て
 、
 小
 
+
 
表
 
。
 

 
 

と
は
、
 仏
 

 
 

、
当
時
の
 

 
 

を
 暗
示
し
 

 
 

の
 0
 円
 
圧
が
 

 
 

ど
こ
ろ
 

 
 

意
志
強
固
 

 
 

軟
 な
体
格
 

 
 

る
 。
そ
の
 

 
 

し
て
い
る
 

 
 

目
連
を
念
 

 
 

せ
る
話
が
 

 
 

る
け
れ
ど
 

 
 

い
か
に
 目
 

 
 

あ
る
。
 こ
 

 
 

代
表
さ
れ
 

 
 

弟
子
を
通
 

 
 

者
に
と
っ
 

 
 

か
に
強
力
 

 
 

束
 が
教
団
 

 
 

と
を
 裏
づ
 



法
蔵
菩
薩
 考
 

木
 ム
 

藤
田
宏
 
達
 

部
 

 
 

号
 、
第
一
八
三
 

 
 

た
 起
源
に
つ
い
 

 
 

し
て
い
る
 

 
 

者
は
い
な
 

 
 

わ
れ
る
。
 

 
 

と
が
で
き
 

 
 

け
れ
ば
な
 

 
 

ん
で
行
っ
 

 
 

み
を
向
け
 

 
 

を
 超
越
し
 

 
 

 
 

て
い
る
 

 
 

南
無
経
と
 

 
 

載
す
る
 予
 

 
 

流
 と
考
え
 

 
 

ソ
ド
と
く
 

 
 

こ
と
で
あ
 

 
 

他
 が
あ
る
 

こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
 

  

語訳大別 体 こ に 蔵 興っ 仏によな 、 ち 宜昌々 仏菩 にな ろ 

  

65  (305) 



  

 
 

干
 た
ち
 

 
 

Ⅰ
こ
日
 
テ
｜
 

 
 

ゆ
期
 仏
教
 

の
 修
行
者
の
在
り
方
を
把
え
た
い
。
 

早
島
 
鏡
玉
 

｜
 か
れ
ら
の
詩
歌
を
中
心
と
し
て
 
｜
 

最
初
期
仏
教
の
修
行
者
 

 
 

が
と
い
う
 

 
 

 
 

々
ま
た
十
ユ
 

-
 
乙
一
 

ロ
暁
 
6
 

 
 

 
 

 
 

、
法
 ～
蔵
田
エ
口
 

 
 

り
 、
そ
の
 

 
 

る
こ
と
は
 

 
 

の
巾
曲
レ
の
 

 
 

の
と
い
う
 

 
 

に
関
す
る
 

 
 

。
ま
た
 次
 

 
 

べ
き
 テ
｜
 

 
 

派
 仏
教
と
 

 
 

ほ
 と
ど
め
 

る
 。
 



第三部会 

つ に も こ じ 極 るし て ち l ガ 

る ス 覚 る   陀 震 りじの 家室 の及 い セ八 
の ッ と   

/ タ 体 内 
同 ・ 陀 的 
じ ニ観 修 

，一 打   佳 - 

活 住し の詩 と共 境に ヒ の 

こ @ 

かれら L に タ     
は な 甲 Ⅰ 、 通る て プ   
「 け じが 修 ッ れ 極信 味 と條 『 テ 
士 戸 7 コ   て 、 行ダ て めを 深江村 テ l 
聞と   顕 しす と 
」 同   著か る 同 いて る明立 確 い 。 較著 したり・ l ラ 

67 (30 丁Ⅰ 

祥 す ま ｜   る と 

珂 
境表 しは、       

明修 観が 」 念   境 批揚 と生見こ む 生覚践 
イ干 な多な処 平地 
者 安の 
    
ち あ せ 極 ・ 表現 （ 浬 4 ム 

  撃 教   

と し 、 らめ「 れて 身   の 

  池レ   
て   

寂静 

ⅡⅠ白戸 ｜ 宙 

ゴ上 五 根 - る多至 。 い今 0 ， 巴 、 の   く、 

ハ通 あ と て 条 わ 
で 安   反 いで れ 
あ 楽 べ 

    
わ 

去 @ 省 たあ れ 
    安 姿 た も 
  

ネ ネ小 Ⅲ 由 @ @ を 出 実 
  注 家     オ T 

践 
  視 者 T 



大
乗
に
お
け
る
 帰
 三
宝
の
趣
意
に
つ
い
て
 

橋
本
芳
契
 

 
 

・
と
な
ら
 

 
 

輪
を
転
じ
 

 
 

」
と
「
 法
 」
 

 
 

伽
 ）
の
 三
 

 
 

奉
事
実
で
 

 
 

り
 後
は
自
 

 
 

が
す
 
曲
づ
 
㏄
 ユ
｜
 

  
い
、
と
い
う
表
明
も
多
い
。
 

 
 

保
っ
 

と
い
う
表
明
も
あ
る
。
 

 
 

、
と
 

い
う
さ
と
り
の
心
境
も
素
晴
し
い
。
 

六
 、
滅
後
の
修
行
者
の
姿
と
そ
の
反
省
 

 
 

 
 

 
 

と
い
う
表
明
は
実
に
多
い
。
 

 
 

が
な
 

 
 

Ⅰ
 
-
 
@
 
ハ
 
Ⅰ
Ⅹ
  

 

の
道
が
 仏
 
8
 

 
 

 
 

て
三
宝
に
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
 耶
舎
 

 
 

サ
オ
 
田
ガ
 
l
 

 
 

俗
信
者
と
 

 
 

あ
っ
た
 と
 

 
 

て
 、
と
り
 

 
 

界
へ
の
 宗
 

 
 

ら
び
に
こ
 

 
 

で
も
、
①
 

 
 

「
淫
薬
 

 
 

を
 成
ず
る
 

 
 

告
諭
（
 十
 

 
 

お
出
家
者
 

 
 

経
 （
小
経
）
 

 
 

悪
念
仏
・
 

 
 

風
味
 動
 、
 

 
 

、
念
仏
 

 
 

述
や
描
写
 

 
 

本
旨
が
あ
 

 
 

場
合
、
 も
 

 
 

世
界
が
成
 

 
 

喫
 す
る
の
 



 
 

い
て
も
、
 

 
 

「
孝
養
父
 

 
 

勧
請
し
て
 

 
 

義
 と
精
神
 

 
 

く
 、
た
だ
 

 
 

、
大
乗
 
仏
 

 
 

し
た
事
実
 

 
 

成
立
の
大
 

 
 

 
 

 
 

転
法
輪
 
於
 

 
 

間
 」
（
 
仏
 

 
 

）
に
し
て
 

 
 

大
悲
 
心
 、
 

 
 

「
凡
夫
 

 
 

も
あ
り
、
 

 
 

宝
が
 
浄
土
 

 
 

で
あ
っ
た
 

 
 

、
と
り
わ
 

 
 

て
 浄
土
教
 

 
 

）
や
阿
弥
陀
経
 

 
 

至
る
を
先
覚
 

と
 

 
 

 
 

69  (309) 

が 梗の 

l は 目 

関 

  

き廻な 
で 同字 
あ （ 教 

王   
  
ヒ " 
・ ㏄ ヰ 
が l 

ガ 

曲ヨ 

  
  
が l 土 の 帰三 

の   
空法 
0  戸ヮ 

所 秘で 
Ⅰ " 広 議長 

で も 

  あ 重 
っ ん 

たぜ と， り 

すれ 
べ ろ 



 
 

蕾
左
 曲
や
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

が
 王
に
む
 

 
 

め
 （
の
方
が
ば
 

 
 

0
 二
口
 

 
 

1
 
曲
目
 
0
"
 

 
 

㏄
 コ
 い
の
 

ト
肚
 
）
 

と
 地
合
え
さ
せ
て
い
る
が
、
）
ぎ
の
甘
の
 5
 曲
面
は
 

 
 

セ
 ㏄
Ⅱ
 
｜
 

 
 

せ
笘
ヨ
 

（
 
せ
曲
隼
が
 
Ⅱ
 
o
 
r
 

～
）
 
e
 ：
：
・
・
・
（
 

Z
o
.
N
.
 
 

の
叶
が
 

コ
い
 
の
㏄
㏄
）
 

 
 

類
似
と
と
 

 
 

の
た
め
に
 

 
 

諸
世
界
の
 

守
護
が
気
苦
方
な
の
だ
」
と
敷
桁
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

向
田
 
が
オ
 
の
 

 
 

る
 部
分
だ
 

 
 

浅
ョ
 鯨
も
 

 
 

に
見
出
さ
 

れ
る
。
そ
の
 春
 十
二
は
次
の
よ
う
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
 

 
 

是
故
 

 
  

 

に
コ
孜
昔
 

部所 すわ な と 

分
木
真
吾
 

 
 

は
、
い
 

 
 

に
 往
生
 

る
た
め
の
実
践
的
な
構
成
乃
至
性
格
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

い
る
 個
 

 
 

を
こ
の
 

分
 に
限
定
し
 、
 次
の
如
き
順
序
で
検
討
を
試
み
た
。
 

第
一
上
輩
往
生
に
於
け
る
主
因
 

第
二
中
輩
往
生
に
於
け
る
主
因
 

第
三
下
輩
往
生
に
於
け
る
生
国
 

第
四
問
題
 占
 

 
 

ち
 平
等
 

 
 

下
 ・
の
）
 

 
 

 
 

 
 

立
場
を
 

ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
通
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

無
量
寿
経
に
於
け
る
主
因
 め
 

試
論
的
考
察
 

 
 

 
 

 
 

ョ
 w
@
w
 
 
の
 

 
 

 
 

そ
れ
と
す
こ
ぶ
る
類
似
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
 

z
o
.
N
 
は
 



 
 

生
国
は
山
 

 
 

寺
 ，
塔
の
建
 

 
 

っ
て
構
成
 

 
 

び
梵
 本
に
 

 
 

と
し
て
 附
 

加
 さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

る
な
ら
 

 
 

生
心
の
持
 

 
 

仏
 ・
願
土
 

 
 

念
仏
が
 上
 

輩
 に
比
し
て
量
的
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

輩
 者
は
 

 
 

る
と
思
わ
 

 
 

確
固
た
る
 

 
 

合
を
見
る
 

 
 

至
る
ま
で
 

 
 

念
 発
起
 か
 

 
 

限
界
に
ま
 

で
縮
少
 さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

は
い
う
 

 
 

な
く
、
三
者
は
 

 
 

往
生
の
要
因
と
 

 
 

に
 至
っ
て
こ
れ
 

 
 

0
 段
は
往
生
に
 

 
 

文
学
部
 
1
 

 
 

 
 

 
 

経
と
一
致
す
る
。
 

 
  

 

 
 

わ
れ
て
 ぃ
 

 
 

翔
大
経
の
 

 
 

同
一
性
格
 

 
 

条
件
と
な
 

 
 

章
と
 翻
訳
 

 
 

り
わ
れ
た
 

（
 
3
 ）
 

 
 

れ
は
後
期
 

 
 

く
 、
往
生
 

 
 

点
 初
期
大
 

 
 

を
 根
機
の
 

 
 

か
ら
述
べ
 

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

（
 
ヰ
 
Ⅰ
）
 

 
 

後
の
検
 

 
 

不
生
 ユ
疑
 

 
 

容
は
、
初
 

 
 

往
生
の
可
 

 
 

と
 思
わ
れ
 

 
 

例
か
ら
 梵
 

 
 

て
 、
こ
れ
 

 
 

い
 点
が
あ
 

（
 
2
 ）
 

 
 

本
の
十
八
 



 
 

が
 論
議
さ
 

 
 

さ
れ
た
こ
 

 
 

る
い
は
 悟
 

 
 

な
い
。
 仏
 

 
 

の
で
は
な
 

 
 

べ
き
も
の
 

 
 

で
は
な
 

 
 

は
 近
く
に
 

 
 

る
け
れ
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

し
こ
こ
で
 

 
 

を
 問
題
と
 

 
 

人
間
を
ど
 

 
 

ら
く
人
間
 

 
 

れ
の
中
で
 

ど
の
よ
う
に
説
か
れ
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
 

 
 

な
る
こ
 

  
3  2   

  
間 
      

勝 観 
の 

部経 

  
  

諸星 又 
    

態 
俊 

教 

く
 、
仏
陀
観
は
広
義
の
人
間
観
の
一
部
分
を
な
す
と
見
る
 

る
 。
し
か
し
ま
た
、
仏
陀
 親
 は
イ
ン
ド
仏
教
史
の
上
で
舌
口
 

発
達
変
遷
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
人
間
観
 
と
 切
り
は
 

の
 宗
教
思
想
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
の
み
な
ら
ず
、
 
仏
 

つ
い
て
は
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
、
そ
の
成
果
 

い
る
。
し
か
る
に
、
人
間
観
に
関
し
て
は
発
達
変
遷
が
あ
 

ら
ず
、
こ
れ
を
系
統
的
に
と
り
あ
げ
、
あ
る
い
は
思
想
型
 

明
ら
か
に
す
る
試
み
が
従
来
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
 

人
間
観
の
問
題
を
類
型
的
に
考
え
て
み
た
い
が
、
結
論
的
 

と
 何
と
の
関
係
を
直
接
的
に
考
え
て
い
く
か
否
か
に
よ
っ
 

け
る
人
間
観
は
基
本
的
に
は
二
つ
の
類
型
と
な
る
が
、
 
さ
 

型
 を
一
つ
に
ま
と
め
て
い
く
第
三
の
類
型
も
や
が
て
成
立
 

る
 。
 

そ
の
第
一
の
類
型
は
 、
 仏
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
現
実
の
 

中
心
に
お
く
人
間
 額
 で
あ
る
。
こ
の
系
統
に
属
す
る
も
の
 

に
お
い
て
は
、
五
 %
 無
我
 説
 、
十
二
因
縁
 説
 、
四
諦
 説
 、
 

ど
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
人
間
観
で
は
、
生
命
の
間
 

根
源
の
問
題
や
、
主
体
的
自
己
の
問
題
な
ど
が
充
分
に
解
 

み
な
ら
ず
、
人
間
の
精
神
現
象
に
つ
い
て
の
組
織
的
な
解
 

い
な
い
。
そ
こ
で
部
派
仏
教
に
な
る
と
、
根
本
 識
 、
有
 

羅
 、
 窮
 生
死
 窟
 、
細
心
、
な
ど
生
命
、
意
識
の
根
源
、
輪
 

も
の
を
設
定
す
る
と
共
に
、
六
識
説
を
中
心
と
す
る
意
識
 

に
し
て
人
間
観
の
新
た
な
る
一
類
型
を
考
え
た
の
で
あ
る
 

人
間
観
で
も
な
お
不
備
な
点
が
多
い
の
で
、
大
乗
仏
教
の
 

  

にの かる 伽 てののな教の   

(312) 72 



 
 

意
識
構
造
 

 
 

す
べ
て
を
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

麟
一
体
 

 
 

く
 人
間
観
 

 
 

に
お
け
る
 

 
 

心
性
木
津
客
塵
煩
悩
の
人
間
観
で
あ
る
。
 

 
 

想
像
で
あ
る
。
 
こ
 

観
 と
を
 結
 

 
 

さ
れ
、
 

 
 

的
に
採
用
 

 
 

あ
る
。
 こ
 

 
 

間
 観
の
 基
 

 
 

る
 。
 

 
 

間
 観
で
 

 
 

ま
と
め
た
 

 
 

垢
識
 
（
 
漢
 

 
 

と
、
 ㈲
 阿
 

 
 

如
 、
如
来
 

 
 

九
識
、
五
 

 
 

国
 仏
教
に
お
け
 

 
 

人
間
観
の
 諸
型
 

 
 

、
本
覚
思
想
を
 

武
内
細
見
 

 
 

要
 な
意
 

 
 

経
論
」
、
 

 
 

根
底
 と
 

 
 

も
っ
て
 い
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

義
な
 

く
し
て
分
別
の
み
な
る
故
に
分
別
な
り
」
 

 
 

論
 で
あ
る
 

 
 

そ
れ
に
は
 

 
 

な
ら
な
 

 
 

あ
珊
 
」
相
ロ
 叩
 

 
 

と
し
て
 分
 

 
 

則
 す
る
 如
 

 
 

る
 。
つ
ま
 
73 (313) 

聞 こお港   
特 他人心し   

月 U 

と   
意 

け 無を第 
る視 中温 

      入 し心の 
ロ 間 て と類 

親 は し 型 
と成 てに 
区立展属 
則 し開す 
さ な し る 
る いても 
べ も おの 

きのりは 仏で " " 

教あ 仏 体 

酌人 る o  軟性 @ こ " 



 
 

と
を
示
す
 

 
 

は
な
い
 

 
 

よ
っ
て
 顕
 

 
 

に
し
た
。
 

 
 

は
 所
 収
 

 
 

か
ら
「
 虚
 

 
 

に
 縁
起
 有
 

 
 

 
 

じ
た
如
く
 

 
 

「
顕
現
せ
 

 
 

ぁ
卍
掲
 
」
に
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

る
も
の
で
 

 
 

な
い
。
 っ
 

 
 

。
こ
の
よ
 

 
 

0
 所
依
」
 

 
 

て
 虚
妄
な
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

依
他
起
 

 
 

し
て
世
俗
 

 
 

耶
識
は
根
 

 
 

休
も
ま
た
 

 
 

な
の
か
、
 

 
 

性
分
性
 

 
 

が
 自
性
分
  
 

が
 故
で
あ
 

4
 

 
 

自
性
分
別
 

7
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
。
 何
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
る
と
言
え
る
。
 

 
 

 
 

 
 

分
別
儀
 慮
 

虚
妄
分
別
 

外
 な
ら
な
 

し
て
把
握
 

く
、
変
ず
 

は
 単
に
直
 

に
 於
て
さ
 

に
よ
っ
て
 

ら
 、
 ユ
リ
 

迅
 

 
 

味
わ
い
で
 

 
 

す
る
と
 言
 

 
 

舌
ぅ
 。
 随
 

 
 

は
あ
っ
て
 

 
 

法
は
無
漏
 

 
 

は
 無
漏
の
 

 
 

界
 以
外
で
 

は
あ
り
得
な
い
。
 

｜
 詳
細
は
近
刊
仏
教
学
研
究
に
掲
載
の
予
定
 
｜
 



  

第三部会 

  
浄 
土 
教 

者 
の 

釈 
尊 

  

  

ナら 一 一 "- " """""" 一 

  

75 (315) 



 
 

の
 三
諦
な
 

 
 

。
本
門
の
 

 
 

無
量
寿
仏
 

 
 

に
木
 迩
二
 

 
 

「
法
華
経
」
 

 
 

ら
に
「
エ
ハ
 

 
 

「
法
華
」
 

 
 

照
之
妙
用
 

 
 

合
 、
釈
尊
 

 
 

身
の
本
質
 

 
 

 
 

掃
期
 朝節
 鮭
 ）
す
な
わ
ち
二
尊
一
休
 説
 に
他
な
ら
な
い
。
 

こ
れ
は
 親
 

 
 

体
観
 で
あ
 

る
 。
 

 
 

鸞
 、
 一
 

 
 

年
代
を
追
 

 
 

か
ら
一
体
 

 
 

れ
に
し
て
 

 
 

く
 浄
土
教
 

 
 

教
書
一
般
 

 
 

仏
 よ
り
 釈
 

 
 

釈
尊
を
以
 

 
 

る
 所
以
は
 

 
 

に
て
常
識
 

芳
村
 
修
基
 

 
 

て
い
た
 

 
 

が
、
教
 

 
 

い
し
戒
律
 

 
 

 
 

、
生
活
 

 
 

よ
う
な
 生
 

 
 

が
あ
る
、
 

と
い
う
こ
と
が
、
ま
ず
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

の
 混
用
 

 
 

も
つ
て
、
 

 
 

楡
伽
 威
に
 

 
 

 
 

 
 

る
 、
こ
の
 

背
景
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

大
乗
仏
教
の
教
団
性
格
 

にず 経的 
もれ 典な 
自 ら で こ 

明釈 あ と 
の尊 るで 
こ の い る   
よ で る い   
釈と 土は 

尊 を い三 3 部 な ら 

尊信 経 な 中 岩木 を 重 仰に 

散士心す 
す脚 とな 
る し すわ 
と て る ち 
こ い津津 
ろ 6 玉 土     
の り いの 

(316) 76 



 
 

え
た
 入
 っ
 

 
 

い
る
。
 

 
 

り
 出
し
 

 
 

る
た
め
に
 

 
 

基
礎
に
よ
 

 
 

け
れ
ば
、
 

 
 

れ
な
い
で
 

あ
ろ
う
。
 

 
 

い
て
、
 

 
 

㈲
一
向
 

 
 

発
見
さ
れ
 

 
 

、
列
挙
し
 

て
い
る
方
法
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

た
 単
な
 

 
 

構
成
さ
れ
 

 
 

て
は
、
 な
 

 
 

習
 が
行
わ
 

 
 

と
も
な
う
 

実
行
の
仕
方
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
 

 
 

離
ム
ム
 
」
 

会
 

に
っ
ぎ
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。
 

部
 

優
汰
舎
利
弗
。
 

 
 

石
段
 重
俄
悔
 。
 

犯
 僧
残
者
、
対
五
 浄
僧
段
重
 浅
海
。
 

力 は 
l 平視 
ナ 和代 
ン @C  @C 
ダ ど お 

  
の に 大 
宗 かの 
教か問 題 思想 の わっ 

を て一 
世 いつ 
昇 る に 

  
し こ の 
た で 問 

ロは題 マ、 が 
ン ヴ あ 

・ ロ ィ ヴ 6 。 
ラ ヱ宗 
ン l 教 

77 (317) 

日
限
威
徳
 

宗
教
と
平
和
 

し四 なつ と う の「に く 

  



 
 

か
り
を
 っ
 

か
ん
で
み
た
い
。
 

 
 

」
の
 
契
 

 
 

的
な
生
命
 

 
 

だ
ろ
う
。
 

 
 

り
わ
け
 深
 

く
 心
惹
か
れ
た
の
か
。
 

 
 

第
二
 

 
 

に
 立
つ
と
 

 
 

し
 、
ロ
ラ
 

 
 

こ
に
求
め
 

 
 

そ
こ
に
 

 
 

を
 私
は
し
 

 
 

回
 の
 恥
ず
 

 
 

っ
 の
に
 自
 

 
 

た
 0
 ョ
｜
 

 
 

九
年
）
 

 
 

フ
 ー
 マ
 

 
 

て
い
く
。
 

 
 

か
で
も
、
 

 
 

汎
神
論
で
 

 
 

一
一
一
す
 

几
込
珊
 

）
 

 
 

隷
 化
し
た
 

 
 

、
真
理
を
  
 

ヴ
ヱ
ヴ
｜
 

 
 

改
革
運
動
 

 
 

な
 意
義
を
 

 
 

 
 

 
 

動
の
夢
」
 

 
 

て
 、
ロ
ラ
 

 
 

生
涯
 と
思
 

想
 は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

発
展
を
 

 
 

し
を
刊
行
 

 
 

を
 重
目
い
て
 

 
 

ム
の
 危
機
 

 
 

ぬ
体
 労
働
 

 
 

、
か
っ
て
 

 
 

き
、
革
命
 

 
 

価
し
て
い
 

 
 

あ
る
」
 

 
 

げ
て
 参
 

抗
 す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

ヱ
 ー
 カ
 

 
 

は
 、
ロ
ラ
 

 
 

線
の
思
想
 

に
 、
見
事
に
開
花
し
た
と
い
わ
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(318 Ⅰ 78 



第三部会 

 
 

鼠
も
 、
 

 
 

と
し
て
い
 

 
 

イ
ソ
 ド
シ
 

 
 

ド
シ
ナ
 ヴ
 

 
 

な
い
、
 
要
 

 
 

臣
う
 

 
 

な
か
ろ
う
 

コ
 
カ
 0
 

79 く 3 Ⅰ 99) 



第四部会 

  
  

法 
天 
改 
名 
法 
賢 
説 

@ 
つ 
い 

て 

第
四
部
会
 

 
 

す
る
経
典
 

0
 

 
 

 
 

し
て
い
る
 

 
 

漢
天
に
は
 

捌
 

 
 

に
は
無
い
 

 
 

法
 天
一
五
 

 
 

諸
異
本
と
 

 
 

此
の
三
者
 

 
 

は
 、
す
で
 

 
 

の
 訳
経
 

 
 

る
 。
浩
大
 

 
 

世
 陀
羅
尼
 

 
 

除
い
て
、
 

 
 

の
形
を
持
 

 
 

の
 不
空
に
 

 
 

八
大
菩
薩
 

 
 

と
し
て
、
 

 
 

%
 態
と
な
 

 
 

尼
を
説
く
 

 
 

が
 一
致
し
 

 
 

と
 云
う
 全
 

 
 

本
縄
 が
虚
 

 
 

天
の
此
の
 

 
 

で
あ
り
、
 

 
 

い
る
点
、
 



ム
ム
 

田
中
良
昭
 

部
 

 
 

 
 

「
大
乗
閑
心
頭
位
頓
悟
真
宗
論
」
に
つ
い
て
 

 
 

み
で
あ
る
 

 
 

大
部
分
 陀
 

 
 

ら
れ
な
い
。
 

 
 

あ
る
が
、
 

 
 

は
 対
称
的
 

 
 

日
子
三
所
 

 
 

志
訳
 の
 異
 

 
 

い
る
。
 此
 

 
 

賢
の
訳
経
 

 
 

転
化
と
 云
 

 
 

本
の
少
な
 

 
 

「
ま
ロ
 

提
 

 
 

点
等
よ
り
 

考
え
れ
ば
、
 法
賢
と
 近
 い
 訳
経
形
態
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

対
 の
 原
 

 
 

浩
貴
」
と
 

伝
え
る
仏
祖
統
紀
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
 

 
 

が
、
 同
じ
 

 
 

こ
と
を
 知
 

 
 

ず
 、
し
か
 

 
 

し
て
書
写
 

 
 

で
 不
明
と
 

 
 

一
で
あ
る
 

こ
と
が
判
明
し
た
。
 

 
 

如
き
も
 

 
 

セ
 十
数
番
 

 
 

々
し
く
 示
 

 
 

っ
て
終
っ
 

 
 

、
序
文
に
 

 
 

顧
み
ず
 、
 

 
 

々
そ
の
 教
 

 
 

者
の
た
め
 

 
 

て
 問
を
出
 

 
 

で
 接
骨
 に
 

 
 

る
が
、
 
そ
 

 
 

っ
 こ
と
に
 

な
る
。
 

 
 

か
と
い
 

 
 

 
 

、
そ
れ
ぞ
 

紐
 

 
 

 
 

あ
る
。
 
し
 

 
 

 
 

 
 

師
事
し
た
 



 
 

と
午
食
 的
 

 
 

実
在
し
て
 

 
 

光
 以
外
に
 

 
 

慧
光
は
三
 

 
 

即
ち
神
寿
 

 
 

門
経
」
を
 

 
 

ぅ
 か
ら
し
 

 
 

「
十
目
先
古
不
払
 

珊
し
 

の
 著
者
 慧
光
 と
は
恐
ら
く
別
人
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

酌
人
物
 

 
 

上
意
地
 几
 Ⅲ
 

 
 

で
は
、
 沙
 

 
 

答
 そ
し
て
 

 
 

な
る
。
 し
 

 
 

の
 構
成
上
 

 
 

」
と
が
、
 

 
 

立
て
て
、
 

 
 

主
と
弟
子
 

 
 

問
答
さ
せ
 

 
 

慧
光
 と
い
 

 
 

り
と
い
う
 

 
 

禅
門
経
」
 

 
 

ち
 出
し
、
 

 
 

な
い
か
と
 

親
鸞
 数
 に
お
け
る
現
実
面
に
つ
い
て
 

松
本
 
解
雄
 

 
 

ほ
 つ
い
 

 
 

と
 %
 う
 。
 

 
 

避
け
な
 

 
 

て
 、
形
骸
 

 
 

あ
る
。
 鎌
 

 
 

、
闇
黒
に
 

 
 

す
と
こ
ろ
 

 
 

同
じ
く
 未
 

 
 

お
け
る
 

 
 

幾
多
の
著
 

 
 

宗
め
柵
 
」
 の
 

 
 

而
も
頓
悟
 

 
 

は
 形
式
上
 

 
 

る
が
、
 

 
 

と
 密
接
 

 
 

九
九
号
の
 

 
 

、
北
宗
 

 
 

背
景
を
示
 

す
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

(322)  82 



 
 

」
「
順
次
 

 
 

往
生
の
拓
 
巾
 

 
 

本
願
を
信
 

 
 

っ
て
は
、
 

 
 

が
 、
こ
れ
 

 
 

教
化
を
 ぅ
 

 
 

に
は
ど
う
 

 
 

の
で
あ
ろ
 

 
 

単
に
日
常
 

 
 

け
る
宗
教
 

 
 

ハ
 
ツ
 心
下
散
 
る
 

 
 

か
し
こ
の
 

 
 

、
最
後
的
 

 
 

第
七
章
の
 

 
 

、
二
 
い
イ
 

%
 
@
 
 

ロ
 
：
 
，
 

 
 

と
な
し
 

 
 

な
き
蚊
な
 

 
 

は
み
な
 

 
 

讃
の
 「
 超
 

 
 

0
 機
具
 は
 

 
 

行
信
証
の
現
生
十
 

 
 

、
 必
獲
幸
 
現
生
十
 

 
 

 
 

 
 

を
ふ
く
 

 
 

 
 

ん
で
い
る
。
 

(323) 

  
し '  一 -     

た と ちな教のに の 

田     
で体 た そ み に る 

想、 

  

あ 験浄 のだ 限真 
的 るを 。 経教 土 思し定 想 たし 宗 思 

て の的 最て 想、               

を さ等 浄 すに上八   与れに土 も重で正   



 
 

が
ら
、
 

 
 

ゆ
ず
り
 た
 

 
 

 
 

日
本
 惣
墓
 形
式
の
研
究
 斉

藤
老
松
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

院
 墓
地
等
 

 
 

め
て
 惣
墓
 

 
 

な
形
式
が
 

 
 

、
遺
蹟
 資
 

 
 

「
呪
術
 

 
 

ま
で
徹
底
 

 
 

と
 思
想
は
 

完
成
し
な
い
。
 

 
 

に
 根
本
 

 
 

ね
に
共
同
 

 
 

ク
な
 歴
史
 

過
程
の
な
か
に
発
見
し
て
き
た
。
 

 
 

仏
教
の
 

 
 

情
の
現
象
 

形
態
で
は
、
一
神
教
に
酷
似
し
た
状
態
を
し
め
し
て
き
た
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
 状
態
と
 

 
 

、
そ
の
 周
 

 
 

主
要
資
料
 

を
 概
括
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

 
 

字
尊
延
 

 
 

百
基
 に
及
 

 
 

る
と
、
 そ
 

 
 

期
 と
推
定
 

 
 

，
 
り
の
村
落
 

 
 

上
 
八
百
片
 
十
の
 

 
 

0
 周
囲
 墓
 

 
 

約
三
、
四
 

 
 

葬
し
て
 来
 

 
 

が
 京
都
市
 

 
 

小
野
郷
人
 

 
 

中
ロ
 
@
 の
の
 
白
 

 
 

上
盤
（
 小
 

 
 

落
の
東
町
 

 
 

銘
 石
塔
が
 

 
 

と
が
並
存
 

 
 

推
定
さ
れ
 



 
 

存
 資
料
か
 

 
 

存
在
が
推
 

定
 さ
れ
る
。
 

 
 

、
平
安
 

 
 

が
 、
叡
山
 

 
 

条
虫
第
六
 

 
 

衆
中
の
早
 

 
 

る
 。
 又
同
 

 
 

%
 婆
 一
基
 

 
 

し
て
一
基
 

 
 

為
す
の
 意
 

 
 

ま
の
年
紀
 

 
 

基
の
塔
婆
 

 
 

化
し
て
い
 

 
 

も
書
写
本
 

 
 

注
意
す
べ
 

き
で
あ
る
。
 

 
 

成
川
に
 

 
 

五
百
体
の
 

 
 

坪
程
 の
 南
 

 
 

称
さ
れ
る
こ
の
 

 
 

て
ら
れ
た
 石
 

 
 

て
 各
分
野
の
学
 

第
術
 調査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
）
 

 
 

見
ら
れ
 

 
 

て
し
ま
う
 

 
 

こ
の
文
字
 

 
 

の
 身
体
を
 

 
 

を
 救
 う
と
 

 
 

て
て
 上
求
 

 
 

磐
 、
金
光
 

 
 

の
 捨
身
 行
 

 
 

ば
し
ば
 身
糊
 
（
 

 
 

て
見
る
こ
 

 
 

 
 

 
 

を
 三
宝
に
 

水
屋
 
現
誠
 

捨
身
の
宗
教
的
意
義
 

 
 

種
類
の
 

 
 

立
石
を
中
 

 
 

時
代
的
に
 

 
 

甜
の
古
代
 

 
 

の
 現
存
は
 

 
 

し
 得
な
い
 

 
 

拠
っ
て
 為
 

さ
れ
た
事
実
は
本
研
究
で
は
重
要
と
考
え
る
。
 



 
 

 
 

せ
よ
う
と
し
て
こ
の
よ
う
な
 

 
 

 
 

は
 捨
身
の
事
実
で
な
く
、
 
捨
 

 
 

 
 

及
び
衆
生
へ
の
慈
愛
で
な
 

と
が
で
き
る
。
 

け
れ
 は
 な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
 

 
 

と
な
っ
 

 
 

く
上
 

 
 

 
 

て
 我
々
凡
夫
に
勧
め
た
も
 

 
 

 
 

考
え
る
の
で
あ
る
。
 
事
 

 
 

 
 

け
れ
ど
も
、
そ
の
趣
旨
 

 
 

 
 

法
 が
如
何
に
尊
ば
れ
る
べ
 

 
 

 
 

供
養
と
い
う
こ
と
に
な
 

 
 

 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
一
番
 

 
 

 
 

ん
ず
る
と
い
う
心
情
な
 

 
 

 
 

で
あ
ろ
う
か
。
仏
教
は
 

 
 

 
 

る
の
に
、
大
乗
経
典
が
 
捨
 

 
 

 
 

い
 か
。
戒
律
の
上
か
ら
は
 

う
の
で
あ
る
。
 

 
 

に
も
か
か
 

 
 

 
 

且
 実
際
史
上
に
そ
の
 例
 

 
 

等
 か
の
古
本
 

 
 

書
写
す
」
 

 
 

 
 

で
あ
ろ
う
。
歴
史
家
は
 

 
 

 
 

け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
 

 
 

 
 

没
我
的
発
露
が
考
え
ら
れ
 

 
 

 
 

っ
た
 悲
壮
な
心
理
と
相
通
 

 
 

 
 

っ
 の
で
あ
る
。
但
し
、
律
宗
 

 
 

 
 

れ
な
い
（
南
海
 寄
 帰
任
 に
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第四部会 

 
 

に
 体
用
 

 
 

要
 な
思
惟
 

範
鴫
 で
あ
り
、
釈
義
の
形
式
で
あ
る
。
 

 
 

体
 と
作
 

佐
藤
 
戊
順
 

釈
義
形
式
に
あ
ら
わ
れ
た
体
用
論
 

 
 

 
 

た
と
は
 

 
 

精
神
を
完
 

 
 

さ
れ
得
る
 

 
 

を
 経
文
の
 

 
 

い
で
 現
わ
 

 
 

ね
ば
な
ら
 

 
 

中
に
宗
教
 

 
 

そ
っ
た
も
 

 
 

反
省
す
る
 

 
 

る
 。
然
し
 

 
 

そ
れ
が
 狂
 

 
 

 
 

フ
ハ
 

で
 
0
 

 
 

に
 定
義
さ
 

 
 

に
な
る
。
 

 
 

、
 波
を
用
 

 
 

生
 的
な
も
 

 
 

的
な
体
用
 

 
 

体
 と
し
、
 

 
 

方
便
を
体
 

 
 

を
 体
と
す
 

 
 

若
な
ど
を
 

 
 

意
味
を
も
 

 
 

る
 。
シ
ナ
 

 
 

 
 

の
は
 直
 

 
 

影
響
を
受
 

 
 

用
例
を
尋
 

ね
て
み
る
の
が
こ
の
発
表
の
趣
旨
で
あ
る
。
 

 
 

る
よ
う
 

 
 

・
 梁
代
の
 

 
 

0
 割
 偲
の
 

 
 

武
帝
の
立
 

 
 

に
 伝
え
る
 

 
 

式
 が
用
い
 

苗
 

 
 

体
用
の
語
 

7
 

 
 

体
用
の
形
 
8
 



 
 

な
 整
然
と
 

 
 

時
代
と
の
 

 
 

る
 。
仏
教
 

 
 

け
れ
ば
、
 

乏
月
世
一
、
，
中
音
 

中
音
 
丙
 
乙
 二
体
位
、
 

2
 件
 也
 
、
二
者
甲
乙
用
地
一
千
老
体
 

乙
者
丙
 

也
 二
者
 
（
）
 

用
 
2
 也
 

 
 

し
か
し
な
 

 
 

っ
 た
こ
と
 

が
 明
ら
か
で
あ
る
。
 

 
 

る
 。
上
人
 

ザ
 

 
 

形
氏
 が
指
 

 
 

謝
 す
る
の
 

 
 

、
本
月
、
 

 
 

適
地
緯
 序
 

 
 

は
 般
若
を
 

 
 

に
 関
し
て
 

本
 跡
の
語
が
見
ら
れ
る
。
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

諦
の
関
係
 

 
 

話
 に
よ
っ
 

 
 

あ
り
、
 本
 

 
 

理
由
が
あ
 

る
 。
 

と
こ
ろ
で
、
体
用
の
基
本
的
な
形
式
と
い
え
ば
、
 

 
 

、
純
文
 

 
 

態
と
を
 検
 

 
 

る
、
 新
し
 

 
 

し
て
み
る
 

と
、
 次
の
よ
う
に
な
る
。
 

一
 、
自
由
に
し
て
大
胆
な
自
主
的
態
度
 

1
 、
思
想
上
の
特
徴
 

（
慈
悲
救
済
思
想
の
徹
底
、
一
大
乗
）
 

2
 、
表
現
上
の
特
徴
 

（
簡
潔
、
 明
蜥
 ）
 

 
 

3
 、
体
解
の
た
め
の
研
究
ノ
ー
ト
 望

月
一
憲
 

法
華
義
疏
の
特
徴
に
つ
い
て
 

 
 

す
る
こ
と
 

 
 

 
 

義
の
形
式
 
8
  

 

も
 形
成
せ
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

(
3
2
 

 
 

の
は
 五
 

 
 

 
 

の
 論
文
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

件
 を
提
 

示
し
て
い
る
。
 



二
 、
草
稿
本
か
ら
伺
い
得
る
著
者
の
人
間
像
 

1
 、
草
稿
の
原
本
、
独
得
の
書
風
 

（
三
過
 
折
 な
く
、
 
懐
 ろ
の
広
い
、
の
び
の
び
と
し
た
筆
跡
）
 

 
 

3
 、
「
 外
凡
 実
行
乞
 
類
 」
 

 
 

賞
 

 
 

の
 

 
 

@
 
ら
 

 
 

本
 

 
 

出
 

 
 

強
さ
と
 

 
 

一
念
の
徹
 

ひ
 
し
 
Ⅰ
 

 
 

の
 境
地
に
 

 
 

か
し
な
が
 

 
 

在
を
意
味
 

 
 

「
外
見
 
之
 

 
 

碩
学
巨
匠
 

 
 

た
 」
が
 故
 

 
 

「
外
見
 
実
 

 
 

果
 と
を
示
し
た
 

 
 

つ
り
 

四
 

第
 

 
 

、
き
わ
 

 
 

に
 問
題
と
 

 
 

し
 、
本
書
 

 
 

る
の
で
あ
 

 
 

 
 

を
 指
摘
 

 
 

顕
戒
論
は
 

 
 

な
お
も
う
 

 
 

見
得
る
わ
 

 
 

棄
捨
を
宣
 

 
 

る
が
、
 す
 

 
 

、
お
も
 え
 

 
 

を
も
っ
て
 

 
 

は
 往
生
 要
 

 
 

る
 。
し
か
 

 
 

り
、
 遡
っ
 

 
 

 
 

 
 

究
 」
拙
稿
 

9
 

 
 

楕
 と
し
て
 

8
 

福
井
康
 
順
 

「
末
法
澄
明
記
」
 考
 



 
 

 
 

き
と
こ
ろ
 

え
て
い
る
 

 
 

申
か
ら
は
 

 
 

円
 超
伝
な
 

 
 

し
て
い
た
 

 
 

乏
し
く
は
 

 
 

、
写
本
の
 

 
 

年
間
も
同
 

 
 

様
の
例
証
 

 
 

、
 偽
撰
説
 

 
 

、
本
書
の
 

 
 

と
 両
人
の
 

 
 

れ
等
は
 、
 

 
 

継
父
で
あ
 

 
 

と
が
知
ら
 

 
 

等
 が
お
 ぞ
 

 
 

、
な
ど
と
 

 
 

想
 内
容
に
 

 
 

後
世
の
仮
 

 
 

出
さ
れ
な
 

 
 

愚
僧
等
」
 

 
 

る
 。
従
っ
 

 
 

は
 、
い
か
 

 
 

、
と
い
う
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第四部会 

 
 

想
 の
 展
 

開
 過
程
を
探
ら
ん
と
す
の
も
の
で
あ
る
。
 近

藤
良
一
 

道
元
の
日
本
国
 観
 

い
 つ
 て
よ
い
。
 

 
 

衆
 教
化
 

 
 

あ
っ
た
か
 

 
 

残
さ
れ
て
 

 
 

文
な
ど
は
 

 
 

功
過
思
想
 

を
 確
固
た
ら
し
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

生
 が
あ
 

 
 

た
 事
情
が
 

 
 

過
 思
想
の
 

 
 

か
の
た
め
 

 
 

か
、
 或
は
 

 
 

ん
と
し
て
 

い
る
。
 

 
 

る
 。
 い
 

 
 

、
道
教
の
 

 
 

た
 

 
 

ぶ
 場
合
 

 
 

代
の
祖
師
 

 
 

事
は
 、
単
 

 
 

し
 、
日
本
 

 
 

が
 散
見
さ
 

 
 

評
価
の
基
 

 
 

結
果
と
も
 

 
 

・
伝
衣
・
 

 
 

の
 地
か
ら
 

 
 

第
二
に
 、
 

 
 

の
時
間
的
 

 
 

、
知
事
 清
 

 
 

祖
師
 連
る
 

 
 

る
 。
こ
れ
 

 
 

点
は
、
未
 

 
 

し
た
い
。
 

 
 

山
色
・
 行
 

 
 

機
根
が
 劣
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

修
行
仏
法
 

欣
求
出
離
大
領
参
禅
 
事
 に
見
出
せ
る
。
 

 
 

判
る
 様
恥
 

 
 

 
 

題
 で
な
 

 
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
 



 
 

元
年
の
北
 

 
 

越
 以
後
も
 

 
 

分
 窺
知
で
 

 
 

に
 対
し
て
 

 
 

国
よ
り
も
 

 
 

価
 ず
る
 様
 

 
 

後
の
比
率
 

 
 

て
も
、
 永
 

 
 

是
 不
可
 虚
 

 
 

、
現
実
で
 

 
 

実
に
過
ぎ
 

 
 

化
は
 、
日
 

 
 

仏
教
的
に
 

 
 

地
か
ら
の
 

 
 

云
え
る
。
 

 
 

後
進
性
を
 

 
 

と
 云
う
 自
 

 
 

深
い
北
越
 

 
 

、
自
己
の
 

 
 

が
 正
法
の
 

 
 

水
平
 底
録
 

 
 

僧
堂
の
開
 

 
 

に
よ
っ
 

 
 

る
に
至
っ
  

 

と
し
て
 究
 

（
Ⅰ
Ⅰ
）
 

 
 

密
 の
 禅
理
 

禅
 に
お
け
る
本
覚
思
想
の
一
考
察
 

田
 

忠
 

武
 

 
 

て
、
禅
 

 
 

れ
る
。
 

 
 

の
 思
想
 

 
 

を
 頓
悟
 漸
 

 
 

来
 成
仏
、
 

 
 

本
性
に
即
 

 
 

密
は
、
一
 

 
 

、
諸
仏
 と
 

 
 

、
こ
の
 理
 

 
 

也
 。
」
 以
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

・
宋
に
 

 
 

よ
っ
て
 、
 

 
 

 
 

た
と
の
 確
 

 
 

の
 語
で
あ
 

 
 

況
 行
平
。
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出
発
を
お
く
も
の
と
み
る
 

 
 

 
 

に
 対
す
る
粋
者
の
体
験
的
 

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

ま
で
も
な
 

 
 

衆
生
が
い
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

修
 を
も
っ
 

 
 

宗
 批
判
 

 
 

 
 

が
 認
め
ら
れ
る
が
、
以
上
 

 
 

 
 

義
 の
一
端
を
考
察
す
る
と
 

 
 

 
 

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

証
し
て
や
 

 
 

て
、
そ
 

 
 

 
 

が
 、
そ
の
立
場
は
、
諸
仏
 

 
 

 
 

諸
仏
同
体
の
修
に
自
己
を
 

 
 

 
 

上
の
法
で
あ
る
と
す
る
 
理
 

 
 

 
 

る
 。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
 

 
 

強
調
し
、
  

 

凡
夫
に
し
 

 
 

 
 

て
 提
示
さ
れ
、
 
ス
 確
信
さ
 

 
 

 
 

  

 
 

体
現
せ
ん
 

を
 認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

O
 頁
左
 

 
 

れ
る
べ
 

七
 ）
、
 
禅
源
諸
詮
集
 
都
庁
上
（
岩
波
文
庫
本
一
八
頁
）
 

 
 

場
を
禅
 

 
 

が
 、
蝉
本
来
の
 

 
 

 
 

 
 

6
0
 

 
 

、
二
五
 

 
 

に
お
い
て
 

頁
 、
四
三
頁
）
 

93  (333) 



六
祖
壇
経
（
宇
井
・
第
二
禅
宗
典
研
究
一
二
八
頁
、
一
三
 

 
 

た
し
め
ら
れ
て
 

頁
 ）
 

 
 

・
横
山
 と
 

信
心
法
要
（
岩
波
文
庫
本
一
八
頁
、
 
セ
 五
頁
）
 

 
 

ぼ
土
 真
宗
 

 
 

 
 

天
台
の
五
時
八
教
判
 と
 

お
い
て
、
本
覚
の
理
を
説
き
、
そ
の
理
を
了
解
す
る
と
こ
 

 
 

た
 形
式
の
も
の
 

に
 、
は
じ
め
て
 執
 妄
を
転
じ
て
 真
修
 に
即
し
 ぅ
 る
こ
と
を
 強
 

 
 

わ
ゆ
る
宗
教
的
 

 
 

 
 

の
で
あ
っ
 

 
 

 
 

場
 を
も
っ
て
 す
 

吟
味
を
も
、
宗
密
が
課
題
と
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
な
ら
 

 
 

を
も
っ
て
す
る
 

 
  

 

 
 

底
 す
る
こ
 

 
 

 
 

実
教
た
る
 

下
 、
四
 

0
0
 

頁
 右
下
、
左
上
）
 

 
 

 
 

て
 示
さ
れ
る
も
 

四
 、
上
八
一
日
 

メ
 
）
 

 
 

的
な
理
性
 

（
 
5
 ）
仁
心
法
要
（
岩
波
文
庫
本
二
六
、
二
八
頁
）
 

 
 

を
も
っ
て
 

 
 

エ
 
ハ
占
目
パ
）
 

 
 

的
に
主
体
 

 
 

れ
て
く
る
 

親
鸞
の
真
仮
 偽
 批
判
の
宗
教
的
意
義
 

 
 

別
 を
も
っ
 

 
 

の
 諸
問
題
 

 
 

未
解
決
で
 

石
田
充
 
之
 

 
 

場
 又
は
宗
 

 
 

 
 

解
決
す
る
如
き
意
義
を
 

 
 

 
 

義
 と
題
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

証
 L
 全
 

 
 

数
行
信
 

 
 

 
 

中
心
に
、
そ
の
 
件
 な
る
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信
 妙
文
 

 
 

、
そ
こ
に
 

 
 

淫
薬
 経
 L
 

 
 

、
煩
悩
 即
 

 
 

法
爾
 観
 な
 

 
 

底
 と
す
る
 

 
 

し
て
打
出
 

 
 

力
 一
乗
 救
 

 
 

自
余
 祖
的
 

 
 

、
仏
教
的
 

 
 

力
一
乗
 救
 

 
 

門
 の
 要
門
 

 
 

ゆ
る
 真
 

仮
 偽
判
を
展
開
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
 

 
 

石
巻
 L
 

 
 

の
 川
水
を
 

 
 

き
 示
す
よ
 

 
 

の
場
に
止
 

 
 

で
 徹
底
的
 

 
 

れ
ば
相
互
 

 
 

者
の
実
態
の
ま
 

 
 

的
 相
互
を
縁
起
 

 
 

 
 

 
 

可
能
と
信
 

 
 

転
成
が
語
 

 
 

人
間
を
中
 

 
 

互
 破
壊
を
 

 
 

の
 阿
弥
陀
 

 
 

迷
妄
的
な
 

 
 

の
姿
で
あ
 

 
 

至
っ
て
 い
 

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
 

 
 

法
爾
 と
 

 
 

浄
土
真
宗
 

 
 

が
 、
真
仮
 

 
 

本
 的
理
念
 

 
 

が
 理
解
さ
 

 
 

徹
底
し
た
 

 
 

所
謂
大
乗
 

 
 

如
き
立
場
 

 
 

走
 す
る
 所
 

 
 

で
は
な
い
 

 
 

鸞
の
主
張
 

 
 

あ
る
と
 見
 

 
 

念
 が
相
互
 

馬
 

 
 

現
象
の
実
 

5
 

 
 

 
 

の
と
も
 思
 



 
 

宗
教
的
内
 

 
 

的
 自
覚
の
 

 
 

仏
を
中
心
 

に
 機
の
間
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

棄
老
 常
著
 

 
 

小
難
成
就
 

 
 

萌
 さ
れ
て
 

 
 

悪
縁
が
排
 

 
 

相
は
悪
で
 

あ
り
罪
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
 

 
 

」
の
 自
 

 
 

と
す
る
 究
 

 
 

の
 宗
教
的
 

態
度
を
汲
み
取
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
 性
格
  

 

仁
一
門
」
 

 
 

 
 

，
 
ら
で
あ
り
 

 
 

 
 

脈
動
し
て
 

い
た
事
が
理
解
さ
れ
る
。
 

 
 

仏
 を
あ
 

 
 

な
 展
開
で
 

 
 

い
 。
 散
 、
心
 

 
 

観
心
 略
要
 

 
 

満
 せ
る
 名
 

 
 

機
の
浄
土
 

 
 

機
 に
勧
め
 

る
 意
趣
は
明
確
さ
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 

 
 

本
願
 信
 

 
 

 
 

断
絶
を
弥
陀
半
頭
 
に
於
 

 
 

 
 

此
処
に
機
根
に
対
す
る
 
浄
 

椎 
さ 

れ 
  

  
お 慮 

  
の た 

年 間 じ 

題 = 
九 

坂 """ /" 卜 

五 

  
    

博 
    
  
- - - ヰ - 己 

  

  
香車 に之起機 
定 はも 要 ての 
す明理功来存 

るら観徳る往 事かへ 無 。 、 
に での量熟成 
な あ 思所かは   
ら も 窺鈍 。 「の 
で しが 為 。 横雨 
あ 斯わ利 。 川上   
新定で兄。 院庄 
く が 機為 。 廿望 
て徹 板壁。 五め 
源氏の二三な 
倍 せ内許 昧 く     
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頭
 ふ
か
き
 

 
 

し
 け
だ
し
 

 
 

が
ひ
有
る
 

 
 

こ
ろ
を
 深
 

 
 

象
を
在
俗
 

 
 

な
も
の
へ
 

 
 

の
 純
化
を
 

 
 

ヲ
 シ
ミ
 コ
 

 
 

フ
ヘ
カ
ラ
 

 
 

力
ル
ヘ
ク
 

 
 

タ
 「
 リ
ヲ
 

 
 

フ
ル
ホ
 ト
 

 
 

念
仏
Ⅰ
 過
 

 
 

へ
の
帰
一
 

 
 

性
を
機
根
 

 
 

「
仏
意
 難
 

 
 

 
 

 
 

に
 「
仰
信
」
 

を
 強
調
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

，
り
 「
 ゆ
向
 

 
 

て
 越
え
よ
 

 
 

本
願
に
於
て
 打
 

 
 

念
仏
に
於
け
る
 

 
 

傾
く
も
の
で
は
 

 
 

神
 」
や
「
 ミ
コ
 」
  

 

由
比
丘
 と
 

 
 

法
 の
一
つ
 

 
 

て
 来
て
い
 

 
 

の
で
は
な
 

 
 

意
が
 伺
わ
 

 
 

大
同
二
年
 

 
 

栢
奪
 を
始
 

 
 

叡
山
を
離
 

 
 

 
 

 
 

連
に
 於
て
 

 
 

護
法
的
見
 
9
 

 
 

用
語
は
な
 

 
 

 
 

」
と
 云
 

塩
入
 
亮
達
 

 
 

の
 意
義
 

 
 

を
 中
心
と
 

を し と の 
知得は ィ言 

ら る五柳 

  

その とも 念仏 

云は存源 
い 常在 信 
得にのの 
よ機本人   

たを 解 
る 見は 
研い劣 
以 出機 



 
 

大
し
た
 問
 

 
 

べ
か
ら
ざ
 

 
 

見
方
と
 種
 

 
 

り
 、
当
時
 

 
 

起
し
て
い
 

る
 。
 

 
 

と
し
て
 

 
 

散
を
念
頭
 

 
 

、
最
澄
 自
 

 
 

限
と
 云
え
 

る
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

側
 も
あ
 

 
 

せ
る
願
文
 

 
 

述
べ
籠
山
 

 
 

定
 し
た
の
 

 
 

一
 首
の
中
 

で
あ
る
。
 

 
 

中
立
日
蔭
 

の
 

 
 

を
 出
で
ず
 

 
 

九
年
五
月
 

 
 

は
 試
業
 九
 

 
 

七
七
日
の
 

 
 

守
る
の
で
 

 
 

、
 年
 今
と
 

    つめ求 於十 

(338) 98 



小
笠
原
 
宣
秀
 

 
 

勢
 不
に
 

 
 

ぼ
一
致
 と
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

手
金
第
七
 

 
 

と
い
っ
た
 

 
 

次
第
で
あ
 

る
 （
中
国
近
世
浄
土
教
史
の
研
究
、
昭
和
三
十
八
年
度
）
。
 

 
 

た
も
の
 

 
 

会
 に
白
蓮
 

 
 

。
元
来
、
 

 
 

す
べ
き
で
 

 
 

民
衆
的
 念
 

 
 

伝
統
的
な
 

 
 

て
 、
孤
高
 

 
 

味
な
 念
禅
 

 
 

よ
う
に
な
っ
た
 

 
 

き
な
業
績
を
あ
 

 
 

 
 

中
国
近
代
浄
土
教
の
 一
 視
点
 

 
 

略
し
な
け
 

ね
ば
 な
ら
ぬ
。
 

 
 

視
点
 

一
 

 
 

会
に
、
思
 

 
 

で
は
諸
経
 

 
 

生
す
る
こ
 

 
 

よ
 い
か
と
 

 
 

は
 宿
願
行
 

 
 

っ
て
い
る
 

 
 

、
参
禅
は
 

 
 

る
 念
仏
者
 

 
 

、
西
方
 浄
 

 
 

ま
し
ょ
う
 

と
し
て
い
る
。
 

 
 

唯
心
 浄
 

 
 

経
語
 。
 真
 

 
 

見
 浄
土
。
 

 
 

迎
 。
与
太
 

 
 

時
 大
衆
悪
 

 
 

敬
 者
。
 夫
 

 
 

謂
無
 浄
土
 

 
 

 
 

 
 

に
 諒
解
も
 

 
 

 
 

が
 奇
瑞
を
 

9
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
(
3
4
0
)
 

 
 
 
 

 
 

て
 
現
生
感
 

 
 

 
 

 
 

摂
受
、
 

見
 

 
 

十
全
書
」
 

 
 

「
 
飛
鸞
の
 

 
 

の
 
「
西
方
 

 
 

よ
り
、
 

彼
 

 
 

れ
た
わ
け
 

 
 

明
ら
か
で
 

 
 

は
 
中
国
近
 



第五部会  
 

条
に
 「
 住
 

 
 

ヘ
キ
見
込
 

 
 

ヲ
得
か
て
 

 
 

出
さ
れ
る
 

 
 

せ
 実
質
的
 

 
 

ぬ
 縁
を
重
 

 
 

こ
と
を
 意
 

 
 

要
 性
を
考
 

 
 

 
 

 
 

団
の
場
ム
口
 

 
 

 
 

事
 が
当
時
 

で
あ
る
。
 

 
 

を
 皮
切
 

 
 

治
 五
年
 

 
 

禁
遇
 の
 一
 

 
 

変
り
 、
更
 

 
 

十
年
代
 

 
 

全
世
襲
 寺
 

 
 

を
み
る
と
 

 
 

末
期
か
ら
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

十
三
八
 

 
 
 
 

 
 

て
 宗
務
所
 
鰍
 

 
 

寺
 即
ち
 全
 
Ⅱ
 

 
 

 
 

。
残
り
四
 

ノ世 
奇襲 
散開 

姶   
明治年 16 一 20     
21 一 25  Ⅰ   
26 一 30  0   
31 一 35  3   
36 一 40  1O   
41 一 45  9   

大正 1 一 5  11   
6 一 10  11   

11 一 15  13   
昭和 

Ⅰ 一 5     
6 一 10  5   

11--15  6   
16 一 20     
21 一 25  0   
26 一 30  0   

71 ケ寺 

(1 図 ) 

寺
院
の
世
襲
化
時
期
に
つ
い
て
 

疋
田
 
精
 ・
 
俊
 

        
0 0 0   
1 0 0   
0 0 0   ⅠⅠ 2       
8 0 1   

11 O O   
10       
1 Ⅰ 2 0   

Ⅰ 0 0   
5 0 0   O 6 0   
Ⅰ 0 0   
0 0 0   
0 0 0 

63 ケ寺 ケ寺 6 ケ寺 2 

(2  図 ) 

  

第
五
部
会
 

 
 

味
 す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

脈
所
属
 

 
 

寺
中
 約
半
 

数
の
セ
一
ケ
 
寺
が
世
襲
化
し
て
い
る
事
が
判
る
。
 



 
 

 
 

 
 

 
 

健
 で
は
 到
 

 
 

小
口
俸
 

底
 世
襲
し
難
い
状
態
に
あ
る
事
が
判
っ
た
。
 

 
 

詳
し
い
。
 

 
 

は
、
豊
  

 

，
つ
 
」
、
「
 
ム
即
 

 
 

一
 地
方
に
 

 
 

値
が
 尊
重
 

 
 

 
 

望
 が
解
放
さ
れ
は
す
れ
、
 

 
 

さ
れ
る
の
  

 

緑
化
ゃ
英
 

で
あ
る
。
 

 
 

労
働
 親
 し
か
結
果
し
な
い
。
 

 
 

こ
と
は
、
一
部
の
意
見
 

目
 に
働
く
 

創
価
学
会
の
精
神
構
造
 

 
 

勘
者
に
存
 

１
個
人
主
義
的
欲
望
自
然
主
義
 ｜
 

 
 

い
う
こ
と
 

 
 

ど
ま
っ
て
 

田
 

昭
 

池
 

 
 

こ
の
こ
と
 

 
 

 
 

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
信
者
層
 

 
 

 
 

 
 

も
た
な
い
 

 
 

で
、
 個
 

 
 

神
島
二
郎
 

 
 

 
 

人
の
幸
福
は
、
封
建
的
な
 

 
 

 
 

独
占
資
本
主
義
段
階
に
広
 

 
 

の
 パ
タ
ー
  

 

こ
と
に
よ
 

 
 

 
 

ら
ば
、
ま
あ
、
あ
ま
り
 
広
 

 
 

い
も
の
だ
 

 
 

な
か
っ
た
 

 
 

 
 

に
 、
六
畳
の
二
間
に
 、
応
 

 
 

意
味
で
、
  

 

便
所
で
と
 

(342)@ 102 
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のあ 本 あ のり 否 的の ま   

  

ね層っ ぱ のてこ （ 拙 

な値いれ ら入 る ら 稿 「 

お に 

  

ななか 変 
ょ お 
び け 

そ る   
の 一 
，佳 山 社ム の家 「 資本 学会 

格 寺 
院 
の   
形 
成 
過 
程   
  
わ間よ 

  

修 伸行 勢平 う の上な力 ・ 家     

れた ・ る 新と も と が 代ど微 
る修天と 興言変も建 っの と 
よ 駿台と宗 わ質 な立た寺と 

光 

  
103 (343) 



 
 

方
 に
も
 入
 

 
 

安
中
期
 頃
 

 
 

を
 形
成
す
 

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

れ
る
の
 

 
 

日
 二
王
 室
 

 
 

、
平
安
時
 

代
の
中
期
に
当
 る
 。
 

 
 

町
 末
期
 

 
 

の
 七
 
%
 教
練
 

 
 

策
 に
よ
っ
 

て
一
大
変
革
が
行
な
わ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
 

 
 

性
格
に
 

 
 

中
世
末
期
 

 
 

し
て
見
る
 

と
 、
大
体
次
の
特
色
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

 
 

持
 祈
祷
 

 
 

祈
願
寺
と
 

し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
。
 

 
 

。
す
な
 

 
 

徒
 ・
若
干
 

 
 

す
も
の
は
 

 
 

つ
と
め
、
 

 
 

6
 っ
 

(344)  104 

あ る立 見要式の る 題 

    
8 l 山   
  
をさ特 出 民 が内道の思的 も本 配 にた そ 格で っ と 

    でな独 てと 椿 山 け問 



第五部会 

庚
申
 塔
は
 
つ
い
て
 

忠
 

徳
 

窪
 

 
 

い
て
）
 

簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
 

 
 

ょ
 ば
れ
 

 
 

、
 塔
を
含
 

 
 

の
は
、
 十
 

 
 

果
 で
あ
ろ
 

 
 

回
 、
浦
や
 

 
 

本
 と
小
木
 

 
 

だ
け
で
あ
 

 
 

隠
岐
、
 壱
 

 
 

か
っ
た
の
 

 
 

行
 な
わ
れ
 

 
 

こ
れ
は
、
 

 
 

盛
ん
な
 結
 

 
 

れ
る
百
度
 

 
 

と
 同
じ
 

 
 

あ
り
、
 こ
 

 
 

搭
 の
た
っ
 

と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

の
が
、
相
違
点
で
あ
る
。
 

 
 

以
下
、
 

 
 

が
、
 島
で
 

 
 

塔
は
 相
州
 

 
 

万
年
創
建
 

 
 

と
す
れ
 

 
 

五
年
造
立
 

 
 

。
壱
岐
に
 

 
 

る
 。
島
に
 

 
 

庚
申
信
仰
 

が
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

こ
と
、
 

 
 

ロ
タ
帯
留
 
羅
 

雲
 娑
婆
 詞
 」
な
る
 二
 真
言
が
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

カ
カ
カ
 

 
 

力
 」
と
、
 

 
 

通
称
さ
れ
 

 
 

」
が
刻
ま
 

 
 

め
で
は
な
 

 
 

待
 三
歳
 一
 

 
 

三
年
造
立
 

 
 

修
善
根
 功
 

 
 

養
 そ
し
て
 

 
 

印
 通
寺
で
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ま、 を除はする。 結 要 型 だ 恐ら など 塔 像 で、 庚 の と、 佐 した の庚 を ｜ 

  

  
  

      

儀礼 は木本 氏 Ⅱ に関 主流 以前 長光 禁裡 岸のはみ 族は と豊 ネ し 、申 三角 L 九 -@ 、 神亀 @ でⅠ （七 里 離 の有 浜の 氏の     

  
ネ L 
は 八 
放幡 

    
と 宇 

祭 

行住   
幸神 / Ⅰ 

全高 
で ） 

幡 

あ の 皇 神 
る コ ヵ ， マ 

教 小払笘 

儀 
放儀 ネ Ⅰ 0 不生会 者 しの中 
は中   察｜ 

宰吏 
性的 
郡     
和最 

幡 

間 も   
螺援 な 

貝 ・ 儀 
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を
 象
徴
し
た
も
 

 
 

伝
え
た
の
が
、
 

 
 

拡
大
の
）
 

 
 

 
 

納
 で
あ
る
 

 
 

 
 

銅
銭
神
験
の
国
 

 
 

 
 

さ
れ
る
。
 

「
山
国
」
 

 
 

等
に
よ
っ
 

て
 明
ら
か
で
あ
る
。
 

 
 

国
 で
あ
 

 
 

す
る
社
が
 

 
 

三
 一
社
が
 

 
 

邦
に
一
社
 

が
あ
る
こ
と
は
豊
国
の
南
限
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

国
 、
国
 

 
 

海
神
に
関
 

 
 

落
 国
家
を
 

 
 

住
民
の
 本
 

流
 に
な
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
 

 
 

と
、
前
 

 
 

宇
佐
 国
 」
 

 
 

力
 圏
の
中
 

 
 

し
て
こ
の
 

 
 

戸
主
と
 

 
 

年
間
で
あ
 

 
 

っ
 た
が
、
 

 
 

な
ら
ぬ
 ほ
 

 
 

て
 行
っ
た
 

教
祖
の
姿
の
一
面
を
実
例
に
よ
っ
て
見
て
い
き
た
い
。
 

教
祖
は
若
い
こ
ろ
か
ら
・
 

 
 

 
 

 
 

だ
か
ら
、
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
。
 
し
 

 
 

 
 

 
 

立
っ
若
者
 

7
 

 
  

 

 
 

も
あ
た
ら
 

金
光
 
真
整
 

農
民
の
こ
ろ
の
金
光
教
組
 

 
 

国
家
で
 

 
 

韻
 の
問
題
 

 
 

上
の
如
く
 

 
 

き
て
い
 

や
は
た
 

 
 

「
ヤ
マ
ト
 

 
 

の
が
「
 ャ
 

 
 

で
は
な
い
 

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 



米
屋
や
酒
屋
に
売
る
米
の
は
な
し
。
そ
の
こ
ろ
米
価
は
毎
 

て
い
た
。
そ
の
日
の
値
が
き
ま
る
と
、
良
い
米
も
悪
い
も
の
 

ん
で
と
り
ひ
き
さ
れ
る
。
そ
こ
で
教
祖
は
 、
 

「
 ね
 だ
ん
が
同
じ
な
ら
ば
、
良
い
品
を
持
っ
て
い
け
ば
、
 

こ
ん
で
く
れ
る
。
」
 

と
 言
っ
て
、
い
つ
も
上
質
の
米
の
方
を
売
り
に
出
し
て
い
た
 

三
十
三
才
の
厄
年
の
祝
い
の
と
き
、
夫
人
と
 

「
祝
い
の
 
年
 だ
が
、
祝
い
は
や
め
よ
う
。
他
所
に
も
入
用
 

に
も
入
用
を
い
れ
る
が
、
た
だ
呑
ん
だ
り
喰
っ
た
り
す
る
 

ゃ
 。
そ
れ
で
は
な
ん
に
も
な
ら
ぬ
か
ら
。
」
 

  
日
 き
め
ら
 

も
同
じ
れ
 

向
 う
に
よ
 

を
か
け
、
 

ば
か
り
 し家 ろ だれ 

 
 

で
あ
る
 

 
 

る
こ
と
が
 

自
覚
的
に
認
め
ら
れ
る
。
 

 
 

あ
る
い
 

 
 

、
こ
れ
ら
 

 
 

さ
れ
て
 ぃ
 

 
 

著
明
に
出
 

 
 

案
な
ど
）
 

 
 

レ
 
よ
る
㏄
 波
 

 
 

対
す
る
 注
 

 
 

 
 

出
か
け
た
。
 

 
 

た
と
伝
え
 

 
 

、
そ
の
 

て
い
る
。
 

指
示
を
守
り
ぬ
か
れ
た
。
し
か
も
、
 

 
 

へ
 使
い
 

 
 

，
ら
 
。
」
 

 
 

 
 

に
 祈
願
を
こ
め
て
い
る
。
 

と
を
し
た
と
主
人
が
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
帰
っ
て
き
て
、
 

 
 

の
風
習
 

 
 

で
も
  

 

が
け
て
い
 

ご
 用
を
命
じ
て
下
さ
い
。
」
 

 
 

き
て
い
る
 

と
い
っ
た
の
で
 驚
 ろ
か
さ
れ
た
と
い
う
。
 

よ
 う
 に
う
か
が
わ
れ
る
。
 

 
 

り
た
く
 

さ
ん
の
量
を
お
さ
め
た
。
び
っ
く
り
し
て
尋
ね
る
と
、
 

一
樽
者
の
坐
禅
の
脳
波
に
よ
る
研
究
 

お
礼
の
つ
も
り
で
、
た
く
さ
ん
も
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

し
 

 
 

そ
の
 

鈴
木
利
 
二
 

と
の
返
答
だ
っ
た
。
 

(348)  108 
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臨 四 

祭   
が 臣一月 じ   日 

芯紳基査管 
な 田 丸 夙 に   

は臨一立 て 

  

っ 暗 田 り場に ら ののれ面向 
づ なが現以頃 合つべ前前行後に 

      

  

  
  

は 境 よ よやま 合 ②も そル 
引 のる び暗 り に 坐 坐れ ク 

き 明 &  終い 方   く弾 神 ぞ ス 



  
  

 
 

わ
け
で
あ
 

 
 

。
た
と
え
 

 
 

二
月
の
祭
 

り
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
義
解
を
み
る
と
、
 

 
 

レ
癖
、
 

為
幸
其
鎮
過
 （
 必
 百
ニ
比
奈
 づ
 枚
目
 廿
 鏡
花
 ぺ
 

 
 

が
わ
か
 

 
 

な
ど
も
、
 

祭
日
は
臨
時
に
ト
定
さ
れ
る
。
 

 
 

特
祭
 

 
 

い
 月
は
 、
 

 
 

二
月
は
 、
 

 
 

祭
 を
は
じ
 

 
 

、
庭
火
祭
 

な
ど
で
、
神
今
食
以
下
は
一
連
の
祭
り
で
あ
る
。
 

 
 

二
社
 註
 

 
 

多
い
っ
こ
 

 
 

の
 八
月
、
 

神
宮
の
九
月
で
あ
る
。
 

 
 

口
目
上
口
、
 

 
 

と
セ
月
、
 

 
 

は
 十
一
月
 

に
 臨
時
祭
が
あ
っ
た
。
 

 
 

あ
る
。
  
 

 
 

 
 

が
 全
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
頷
け
な
い
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

う
こ
と
 

 
 

が
わ
れ
な
 

 
 

児
 で
あ
っ
 

 
 

り
 、
先
祖
 

の
 帝
祖
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
 

 
 

十
二
社
 

 
 

祭
日
 者
ヒ
 

 
 

つ
 。
 

 
 

の
徹
 

 
 

。
 国
 

直
接
農
耕
と
関
係
し
な
か
っ
た
。
 

 
 

述
 の
 年
 

 
 

、
と
み
る
 

 
 

て
は
考
え
 

 
 

 
 

*
@
@
@
 

Ⅰ
 
ハ
 L
 
Ⅴ
 。
 

 
 

れ
る
。
 祭
 

 
 

酉
 ・
 子
 

・
 午
ノ
 日
な
ど
も
あ
る
。
 

 
 

の
繰
返
 

 
 

と
を
考
え
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4 ムる さ 徒 な形 ち   

神   仏 
中 つめ っ分のた ろ 明 分 

離 
と 

蔵   王 

  6 こ 

つ 

  て 

  
他 後のに化 こ習ゑ、 一   

も こつ か ま り夜か馬のはね " 随 " の笹 折は 

  

れと験の稲らあ っも 柳     

。 と 満し 日 だの 存馬狐 

  
問係 て 「ない 霊初 
題深 おこ いは地午 

 
 

神
社
の
曲
 

 
 

を
 以
て
神
 

 
 

当
時
蔵
王
 

 
 

蔵
王
権
現
 

 
 

の
葱
怒
相
 

 
 

来
復
の
 行
 

 
 

て
い
る
 仏
 

 
 

い
る
も
の
 

で
あ
る
。
 

 
 

庶
民
の
 

 
 

三
社
不
発
 

 
 

の
 蔵
王
権
 

 
 

正
信
仰
の
 

中
心
で
も
あ
っ
た
の
で
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

こ
と
の
 

 
 

し
て
拒
否
 

 
 

答
 を
す
る
 

 
 

な
い
か
と
 

 
 

7
 年
 7
 月
 

 
 

社
 と
定
 

 
 

を
武
門
札
 

 
 

 
 

奥
 の
 宮
と
鱗
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
金
 精
明
 



 
 

下
品
 ｜
 

の
卜
 
）
 
0
 

 
 

響
 を
与
 

 
 

神
社
と
な
 

 
 

ら
れ
た
の
 

で
あ
っ
た
。
 

 
 

考
え
方
 

 
 

け
 
（
明
治
 

 
 

4
 ロ
、
古
呆
吾
一
口
 

 
 

大
 峯
の
場
 

 
 

教
徒
で
あ
 

 
 

殆
 ん
ど
 本
 

 
 

堂
 に
み
 詣
 

 
 

る
こ
と
に
 

 
 

と
し
て
 蔵
 

三
信
仰
が
つ
づ
け
ら
れ
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

い
、
 殆
 

 
 

の
で
あ
っ
 

 
 

他
 蔵
王
、
 

 
 

の
そ
れ
ぞ
 

 
 

）
或
は
蔵
 

 
 

は
 日
本
武
 

 
 

）
、
少
老
 

 
 

が
、
 何
れ
 

 
 

徴
験
に
 

 
 

諸
現
象
の
 

 
 

べ
き
こ
と
 

 
 

で
は
あ
る
 

 
 

の
神
秘
的
 

 
 

高
 さ
す
る
 

 
 

時
代
を
風
 

 
 

、
「
 
拉
檸
 
重
目
」
 

 
 

手
は
 、
方
 

 
 

て
い
る
の
 

 
 

表
し
た
。
 

 
 

か
け
て
 

 
 

中
の
重
要
 

 
 

は
 考
え
 ろ
 

 
 

一
端
を
解
 

識
 思
想
の
起
源
に
つ
い
て
 

安
居
香
山
 

 
 

ら
の
神
々
 

 
 

の
例
に
み
 

 
 

の
 変
容
の
 

実
態
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
 う
 に
思
わ
れ
る
。
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明
 せ
ん
と
す
る
も
の
が
、
本
論
の
ね
ら
 
い
 で
あ
る
 "
 

 
 

占
 的
議
 

 
 

そ
の
源
流
 

を
 考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

と
は
、
 

 
 

、
予
言
的
 

 
 

十
人
士
 

か
 は
 、
 

 
 

。
 エ
 
ハ
国
 

時
 、
 楚
有
 甘
食
、
 魏
 布
石
中
大
、
漢
石
膏
 都
 。
 

 
 

等
は
、
大
 

 
 

し
テ
 
し
も
生
貝
 

 
 

し
て
い
た
 

 
 

の
 重
要
な
 

 
 

、
 極
め
て
 

タ
 
力
 フ
い
 
0
 

 
 

よ
り
、
 

 
 

、
 梓
槙
 、
 

 
 

こ
の
外
、
 

 
 

や
 、
 叔
興
 

 
 

た
 例
が
い
 

 
 

に
 関
聯
し
た
 呪
 

 
 

に
知
ら
れ
る
。
 

 
 

々
に
よ
っ
て
 、
 

 
 

緯
書
に
見
ら
れ
  

 

見
て
き
た
 
3
 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

っ
て
 住
鱗
 

ニ
ュ
ー
Ⅰ
下
ニ
 
ャ
 に
 ち
相
 
け
 り
プ
つ
 
の
の
 
オ
 （
㏄
年
の
Ⅰ
 

ピ
グ
ミ
ー
の
宗
教
 

沼
沢
喜
雨
 

 
 

0
 具
体
的
 

事
例
の
一
端
を
 、
 明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

ず
、
呪
 

 
 

重
要
な
社
 

 
 

場
 ム
ロ
 
ノ
に
 
お
 

 
 

つ
 ま
で
も
 

Ⅰ
 
@
 
よ
ハ
 

ん
 Ⅰ
 
@
 。
 

 
 

共
に
 、
 

 
 

指
導
と
し
 

 
 

る
 0
 こ
う
 

 
 

緯
書
の
基
 

 
 

の
申
の
 、
 

 
 

い
た
の
 

で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
概
略
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。
 



 
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

、
 西
は
 

 
 

方
 に
わ
た
 

 
 

の
こ
れ
，
 

ら
 

 
 

笛
や
太
鼓
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

な
い
と
 

 
 

落
 の
も
の
 

 
 

。
こ
の
 
地
 

 
 

隼
も
 ピ
グ
 

 
 

は
ピ
グ
、
、
へ
 

 
 

こ
に
ピ
グ
 

 
 

わ
れ
る
。
 

 
 

い
た
こ
 

 
 

ロ
ヨ
サ
 

田
と
 

 
 

田
 n
m
 

「
が
 

 
 

共
が
、
こ
 

 
 

中
の
一
人
 

 
 

死
ん
だ
と
 

 
 

乙
び
 年
に
 

 
 

㌧
が
 
匝
ぺ
 

0
 ）
 

 
 

こ
の
地
方
 

 
 

事
件
が
 、
 

 
 

 
 

外
の
死
は
Ⅱ
 

 
 

に
よ
っ
て
 

恥
 

 
 
 
 

 
 

族
 、
或
は
 

 
 

、
 疑
わ
し
 

 
 

の
儂
の
は
 

 
 

で
あ
る
と
 

 
 

て
 、
一
般
 

 
 

尚
 、
こ
の
 

 
 

然
 的
存
在
 

 
 

ぅ
 信
仰
が
 

 
 

そ
う
い
う
 

 
 

あ
り
、
 
体
 

 
 

の
間
に
 ピ
 

グ
ミ
ー
の
間
に
も
浸
入
し
て
き
た
と
い
う
印
象
が
強
い
。
 

 
 

ま
、
こ
｜
 

 
 

方
法
と
し
 

 
 

に
 屍
体
が
 

 
 

出
た
住
居
 

 
 

霊
魂
は
 
一
 

 
 

、
食
物
や
 

 
 

犯
 か
し
た
 

 
 

て
 、
こ
れ
 

 
 

 
 



 
 

思
惟
の
 

 
 

と
追
薦
と
 

 
 

自
の
公
約
数
を
 

 
 

あ
る
が
、
交
錯
 

 
 

 
 

岩
佐
貫
 
三
 

｜
 追
孝
 と
追
薦
の
 シ
ン
ク
レ
 チ
ズ
十
 1
 

小
祥
・
大
祥
と
十
王
粛
 は
 つ
い
て
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

に
 対
し
て
 

 
 

。
 
ヒ
 グ
ミ
 ｜
 

 
 

終
局
的
に
 

は
 天
に
の
ぼ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
 

 
 

る
ま
で
 

 
 

見
ら
れ
れ
 

 
 

ら
れ
ず
、
 

 
 

自
然
的
な
 

 
 

る
よ
う
 

 
 

い
 。
し
か
 

し
 、
こ
れ
は
ま
だ
確
実
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 
 

は
そ
の
 自
 

 
 

形
 さ
し
て
 

 
 

つ
き
に
も
 

 
 

、
 特
に
道
 

 
 

複
雑
な
の
 

 
 

、
そ
れ
は
 

 
 

の
で
は
な
 

 
 

は
 別
と
し
 

 
 

追
慕
で
あ
 

 
 

従
っ
て
 こ
 

 
 

来
 以
後
の
 

 
 

喪
服
の
 

 
 

り
 、
十
五
 

 
 

日
蓮
 救
母
 

 
 

逆
修
 斎
行
 

 
 

た
の
で
あ
 

 
 

追
孝
は
祖
 

 
 

な
け
れ
ば
 

 
 

し
か
ら
 来
 

 
 

ど
の
悪
道
 

 
 

根
本
的
に
 

 
 

 
 

シ
ナ
神
仙
郎
 

 
 

は
 成
仏
と
 

5
 

 
 

 
 

見
す
る
 追
 
1
 



 
 

 
 

に
 十
五
思
想
に
よ
る
預
修
 

6
 

 
 

 
 

 
 

び
つ
き
を
持
つ
に
至
っ
た
 

1
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
 

考
 
⑥
 
 
 
 
 

 
 

あ
り
、
 
又
 

え
ね
ば
な
ら
ぬ
本
題
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

見
え
て
い
 

 
 

事
 亡
姉
 
事
 

太
平
天
国
の
宗
教
 

 
 

死
者
知
事
 

 
 

 
 

反
面
、
叛
乱
鎮
定
の
側
に
 

富
倉
光
雄
 

 
 

「
春
雨
 

小
 

 
 

題
 に
注
意
  

 

半
天
国
 

 
 

善
之
飾
 
る
 

運
動
を
時
代
的
状
況
に
お
い
て
、
概
括
的
に
考
察
す
る
。
 

 
 

服
 と
い
う
 

 
 

細
末
に
 

 
 

 
 

各
地
で
の
相
次
ぐ
大
規
模
 

明
け
に
近
づ
け
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
 

 
 

面
か
ら
み
 

 
 

 
 

七
九
六
 
｜
 一
八
一
 

0
 Ⅰ
 

 
 

 
 

五
 0
1
 六
四
）
、
 

捻
匪
 （
 一
 

 
 

 
 

八
）
な
ど
の
諸
叛
乱
は
 

、
 

 
 

 
 

る
 農
民
あ
る
い
は
離
農
 

し
 

 
 

定
 的
に
は
 

 
 

な
 要
因
を
 

比
較
的
簡
単
に
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

組
織
、
お
 

 
 

 
 

）
、
推
重
（
李
鴻
章
の
 

 
 

 
 

い
 義
勇
軍
で
あ
る
。
こ
れ
 

 
 

 
 

あ
る
が
、
清
朝
軍
制
に
よ
 



 
 

る
と
、
 強
 

 
 

も
 自
己
の
 

 
 

な
 い
 情
況
 

 
 

方
 支
配
に
 

 
 

に
し
て
は
 

 
 

制
 内
に
完
 

 
 

い
は
変
革
 

 
 

元
金
に
組
 

 
 

乱
 お
よ
び
 

 
 

の
 志
向
性
 

 
 

 
 

 
 

教
内
 国
 

 
 

ほ
義
 
（
 一
 

 
 

年
 同
省
）
 、
 

 
 

闘
争
，
（
 
五
 

 
 

6
0
 

こ
こ
 

 
 

性
格
を
顕
 

 
 

こ
と
、
 そ
 

 
 

こ
と
、
 ま
 

 
 

三
）
な
ど
 

 
 

た
こ
と
な
ど
で
 

 
 

の
 制
度
化
へ
の
 

 
 

0
 条
件
反
射
的
 

 
 

清
朝
 支
 

 
 

何
 を
そ
れ
 

ぞ
れ
に
指
向
す
る
点
で
は
、
共
通
す
る
。
し
か
し
、
 

 
 

性
 を
も
 

 
 

限
定
性
を
 

超
え
て
い
る
。
 

 
 

た
も
の
 

 
 

ぬ
減
 的
限
 

 
 

み
ら
れ
 

 
 

は
 中
国
 伝
 

 
 

方
向
を
指
 

 
 

太
平
天
国
 

 
 

な
 ユ
ダ
ヤ
 

 
 

り
し
い
 宗
 

 
 

 
 

以
上
か
 

 
 

教
の
、
こ
 

 
 

果
し
た
 後
 

 
 

動
 と
し
て
 

 
 

割
と
い
う
 

問
題
も
見
落
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

117 (357) 



中
濃
教
篤
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 淡
路
 国
 

 
 

し
た
が
間
 

も
な
く
ま
た
 隆
 良
幸
へ
も
ど
っ
て
い
る
。
 

 
 

、
中
、
下
 

 
 

過
し
た
 

 
 

）
正
月
十
 

 
 

セ
 宅
で
開
 

 
 

立
講
 と
あ
 

 
 

 
 

 
 

が
 、
開
講
 

 
 

の
 商
人
や
 

層
の
商
人
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
 

 
 

鬼
 に
こ
 

そ
な
れ
 

 
 

よ
う
な
 

商
人
、
職
人
階
層
の
気
持
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。
 

 
 

へ
の
手
 

酷
 し
 い
 批
判
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
 

仏
立
 講
の
発
生
と
そ
の
発
展
に
つ
い
て
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
め
 
1
 

 
 

サ
レ
バ
 

⑧
 

 
 
 
 

 
 

ト
ヨ
リ
楽
 

 
 

リ
 。
御
法
 

 
 

八
角
 ノ
西
 

 
 

」
と
い
う
 

 
 

、
医
者
な
 

 
 

所
払
い
や
 

遠
足
止
を
う
け
て
い
る
。
 

 
 

信
者
に
 

抱
く
折
伏
主
義
と
は
違
っ
て
妥
協
性
が
め
だ
っ
て
い
る
。
 

 
 

秦
 講
元
 

 
 

、
四
恩
 抄
 

 
 

レ
 ル
モ
 国
 

 
 

エ
 法
華
 読
 

 
 

家
ノ
 大
法
 

 
 

ヲ
 七
本
ヒ
 

日
ト
 

 
 

イ
 
ハ
レ
ナ
 

 
 

や
 法
華
系
 

の
 宗
は
認
め
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
 

 
 

ノ
来
 

 
 

「
王
法
 ハ
 

 
 

、
兼
テ
申
 



 
 

と
あ
り
、
 

 
 

ぎ
の
戒
め
 

 
 

こ
と
が
わ
 

 
 

思
 ハ
レ
 候
 

 
 

」
と
い
 

 
 

治
 十
五
年
 

 
 

に
 集
約
 

 
 

是
 」
に
 比
 

 
 

そ
の
Ⅰ
 

二
 を
あ
げ
る
と
 

講
 内
心
得
 

第
一
条
天
朝
 ノ
御
 趣
意
 ヲ
堅
ク
 柏
手
町
中
 事
 

第
二
条
神
明
 ハ
 尊
重
シ
テ
疎
略
ニ
ス
 ベ
 カ
ラ
ス
 

 
 

ヲ
止
ム
 

ベ
 カ
ラ
，
 
ス
 

御
講
 勤
メ
 刀
心
得
 

 
 

ザ
ル
 様
 

柏
槙
ミ
俣
 事
 

 
 

教
 の
も
 

 
 

伏
 」
に
と
 

 
 

ざ
る
を
え
な
 

部
い
 。
 

 
 

 
 

 
 

き
た
か
 

と
い
う
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
 
う
 。
 

 
 

思
想
で
 

 
 

い
う
所
謂
 

 
 

る
 。
 

 
 

番
代
の
 

 
 

を
守
護
す
 

 
 

」
）
 と
説
 

 
 

実
は
日
蓮
 

 
 

方
 で
は
な
 

 
  

 

 
 

4
 口
古
本
 
の
 

 
 

と
で
あ
 

 
 

れ
て
く
る
 

 
 

 
 

何
故
に
日
 

鱗
 

 
 

何
が
彼
等
 
9
 

 
 

 
 

に
 独
自
な
解
釈
を
さ
せ
た
の
か
が
問
題
に
な
る
。
 

園 

田 

健 

１
日
蓮
宗
に
於
け
る
三
十
番
神
の
解
釈
 
｜
 

法
華
神
道
に
関
す
る
一
考
察
 

た
 点
に
つ
い
て
の
分
析
は
他
日
を
期
し
た
い
。
 



 
 

日
蓮
 

 
 

内
侍
所
に
 

 
 

な
ら
 ぱ
、
 

 
 

長
元
年
に
 

 
 

奉
の
三
十
 

 
 

詰
問
を
し
 

た
 

 
 

。
そ
れ
 

 
 

護
 す
と
 ぃ
 

 
 

日
 一
神
の
 

 
 

」
（
「
 
蕃
 神
 

 
 

の
 三
十
番
 

 
 

は
 、
「
 神
 

 
 

ず
 」
と
 ぃ
 

 
 

道
 秘
訣
」
 

 
 

お
く
必
要
 

が
あ
る
。
 

 
 

独
自
な
 

 
 

る
 。
そ
れ
 

は
 
一
言
に
す
れ
ば
、
蕃
神
問
答
事
件
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

0
 本
国
 

 
 

神
に
つ
い
 

 
 

、
三
浦
 周
 

（
 
2
 ）
 

（
Ⅰ
Ⅰ
）
 

 
 

が
 、
こ
こ
 

（
 
3
 ）
 

 
 

継
が
れ
 

0
 

 
 

て
い
く
の
で
あ
る
。
 

 
 

「
百
八
仙
 

 
 

 
 

」
四
）
 と
 

 
 

解
釈
も
な
 

 
 

は
 、
「
 三
 

 
 

代
 
に
護
 

 
 

同
意
の
こ
 

 
 

流
 を
な
し
 

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

す
る
の
 

 
 

0
%
 

些
末
Ⅰ
 

甘
小
 
0
 

 
 

し
と
い
 

 
 

て
 歳
を
な
 

 
 

。
即
ち
 、
 

 
 

な
っ
て
 歳
 

 
 

こ
で
は
 仮
 

 
 

過
去
、
現
 

 
 

神
地
祇
 
一
 

 
 

う
 。
 
一
 

 
 

は
 十
界
 依
 

 
 

な
 き
の
 義
 

 
 

蕃
神
と
 号
 

 
 

心
 三
観
等
 



第五部会  
 

ん
が
た
 

 
 

っ
た
 。
 そ
 

 
 

の
は
、
 兼
 

 
 

え
ら
れ
な
 

 
 

の
 関
係
が
 

 
 

に
な
っ
て
 

 
 

々
に
 ム
 「
 日
 

 
 

あ
っ
た
。
 

 
 

研
究
」
 

（
「
史
学
 
荻
韮
 ㌍
二
十
二
 ブ
 一
）
 

 
 

誌
恥
 
」
 

三
十
 ノ
九
 ・
十
）
 

 
 

「
 大
 

崎
 学
報
」
八
十
四
号
）
の
論
文
の
中
で
、
そ
の
著
者
 日
澄
を
 

疑
っ
て
い
る
の
 

に
 三
十
番
神
を
あ
て
は
め
て
解
釈
し
て
い
る
。
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第六部会 

磐
 

森
 

楳
 

 
 

、
そ
の
 

 
 

て
い
た
の
 

 
 

思
想
的
 不
 

 
 

を
 明
ら
か
 

 
 

。
か
か
る
 

 
 

た
え
た
 神
 

道
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

最
も
敏
 

 
 

し
て
き
た
 

 
 

出
る
こ
と
 

 
 

食
す
る
 生
 

 
 

た
 。
そ
れ
 

 
 

き
 こ
ま
れ
 

 
 

よ
 う
と
す
 

 
 

者
 も
ま
た
 

第
六
部
会
 

神
道
に
お
け
る
隠
者
的
思
惟
の
展
開
 

 
 

を
た
ず
さ
 

 
 

隠
者
等
は
 

 
 

座
を
通
し
 

 
 

に
一
つ
の
 

 
 

が
い
つ
で
 

 
 

か
っ
た
か
 

ら
で
あ
る
。
 

 
 

し
そ
れ
 

 
 

せ
ね
ば
な
 

 
 

や
学
問
に
 

 
 

に
 権
威
 ず
 

 
 

典
主
義
的
 

 
 

必
定
で
あ
 

 
 

る
 。
要
約
 

 
 

決
し
て
 反
 

 
 

お
し
て
 生
 

 
 

題
を
認
め
 

 
 

性
 が
あ
ら
 

わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

彼
等
も
 

 
 

っ
て
も
、
 

 
 

っ
た
 。
 そ
 

 
 

者
に
な
ろ
 

 
 

い
 る
に
す
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え
て
の
 遊
 

 
 

譲
る
と
し
 

 
 

不
毛
性
 か
 

 
 

を
 考
え
て
 

み
た
い
。
 

 
 

 
 

と
が
 出
 

 
 

あ
る
が
、
 

 
 

 
 

ず
く
も
の
 

 
 

 
 

能
 に
お
け
 

 
 

る
 。
「
 三
 

 
 

ぃ
が
、
主
 

 
 

女
は
胱
惚
 

 
 

ゆ
く
と
こ
 

 
 

は
し
ば
し
 

 
 

っ
 た
り
す
 

 
 

面
 で
裏
付
 

 
 

み
ず
か
ら
 

 
 

こ
と
を
 物
 

 
 

行
的
 宗
教
 

 
 

唱
 を
そ
こ
 

 
 

し
み
や
激
し
い
 

 
 

発
こ
そ
自
然
と
 

 
 

我
が
い
か
に
歴
に
歴
史
的
な
 

様
  

 

る
の
で
あ
 

 
 

女
房
か
ら
 

 
 

ら
な
か
っ
 

 
 

話
の
様
式
 

 
 

出
し
た
の
 

 
 

し
め
、
 自
 

我
の
解
放
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
 

 
 

閉
 は
そ
 

 
 

そ
の
祖
型
 

 
 

と
す
る
な
 

 
 

て
し
か
 脱
 

 
 

な
 復
唱
 に
 

 
 

な
ら
ば
、
 

 
 

た
 固
定
観
 

 
 

発
動
せ
ね
 

 
 

そ
し
て
そ
 

 
 

り
さ
れ
る
 

 
 

の
 不
毛
性
 

 
 

性
は
単
に
 

 
 

、
権
威
が
 

 
 

、
 私
は
敢
 

え
て
こ
こ
に
問
題
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
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期
待
す
 

 
 

唱
考
な
り
 

 
 

っ
て
受
容
 

 
 

れ
 か
た
を
 

 
 

意
味
で
中
 

 
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
 

 
 

け
に
受
容
 

 
 

わ
れ
る
か
 

 
 

あ
げ
、
 身
 

 
 

の
 宗
教
 あ
 

 
 

あ
る
い
は
 

 
 

よ
り
考
察
 

し
て
み
た
い
。
 

 
 

部
実
長
 

 
 

脚
 し
な
が
 

 
 

り
そ
の
後
 

 
 

没
後
に
一
 

池
上
草
叢
 

中
古
寺
院
の
 
一
 性
格
 

 
 

り
 除
い
 

 
 

Ⅰ
 
カ
 O
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

、
 日
の
神
 

 
 

あ
り
、
 又
 

最
も
古
い
も
の
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

浅
淫
化
 

 
 

山
の
神
 L
 

と
い
う
名
の
下
に
一
括
し
て
考
究
を
進
め
て
行
く
。
 

 
 

な
ん
ら
 

 
 

山
 と
い
う
 

堀
 

哲
 

ほ
 つ
い
て
の
一
考
察
 

民
族
宗
教
と
し
て
の
山
の
神
 

 
 

力
 、
な
か
 

 
 

 
 

等
を
中
心
は
 

 
 

祈
る
氏
寺
④
 

 
 

 
 

し
か
も
 南
 

 
 

っ
て
い
っ
 

 
 



 
 

が
 女
性
 

 
 

も
さ
れ
、
 

 
 

て
 来
る
。
 

 
 

日
吉
雄
 

 
 

漁
携
民
に
 

 
 

 
 

 
 

し
て
山
の
 

 
 

し
て
来
た
 

と
 考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

的
な
年
 

 
 

せ
 そ
の
関
連
を
 

部
 
考
え
 皮
ぃ
 。
 

 
 

 
 

山 
の 

神 
① 
/ Ⅰ 
山 里 
の の 

神 Ⅰ 帝 
+
 田
の
神
ヰ
山
 

Ⅰ
吸
収
Ⅰ
 

（
狭
義
）
⑦
 
の
神
（
広
義
）
③
 

 
 

 
 

て
 考
え
 ろ
 

 
 

信
仰
さ
れ
 

 
 

定
住
的
な
 

 
 

耕
作
が
固
 

 
 

れ
を
表
示
 

す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。
 

 
 

織
文
 時
件
 

 
 

㈲
女
人
 像
 

 
 

ロ
テ
ス
 ク
 

（
 
2
 ）
 

で
あ
る
。
）
㈲
性
器
を
強
調
し
て
い
る
。
 

 
 

に
 石
棒
 

 
 

、
こ
れ
に
 

 
 

い
 か
。
 土
 

 
 

と
の
関
連
 

 
 

る
 。
 

 
 

文
化
に
 

 
 

の
神
の
性
 

 
 

ち
 両
者
の
 

特
性
と
し
て
次
の
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

 
 

し
て
い
 

 
 

て
の
性
格
 

 
 

に
 属
し
て
 

 
 

山
の
神
の
 

 
 

コ
ゼ
 は
 石
 

 
 

く
 、
石
棒
 

の
 現
代
的
表
現
で
は
な
い
か
と
い
う
臆
測
も
生
じ
て
来
る
。
 

 
 

綿
密
な
 

 
 

に
 、
日
本
 

 
 

民
族
学
の
 

方
法
に
多
く
を
 侯
 つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

125 ( ． 365) 



仝
子
宝
坊
 

 
 

）
円
堂
 
天
理
 

"
 

 
 

承
元
年
七
 

 
 

福
 ・
 
元
興
 

 
 

げ
 （
 鵠
艇
琳
 

 
 

記
 」
を
 著
 

 
 

か
に
春
日
 

 
 

を
 挙
げ
 

 
 

。
か
く
し
 

 
 

、
熊
野
 参
 

 
 

に
 遠
隔
地
 

 
 

か
ら
で
あ
 

 
 

代
 に
入
っ
 

 
 

別
後
項
 よ
 

貌広 
註 に く 山 

（Ⅰ ） 乙 T ） 近 づ 見の ら 神 
く れに   

    
十 く しな       

十 全に 

  

最祭 一 とと何 便の武朗 、 
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所で 国人大和 刻ま の、 
十叱 れ 指あ   
所十碑 に法 
巡八 がは 然 
り力あ 叉手   
そ並 な年 宝 
のびお （ 暦 

確かに 南 聖二 。 ）二 ， 、 
な 部の建 年   
下図都丸 及 
明 を山大び 
な主 ・ 節夫 
る と天道保 
もす 理跡十 
注 6 他阿 四 
同大医者 年 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

%
 音
、
十
 

 
 

五
 霊
場
 九
 ・
 十
 ・
十
一
番
 
札
 

（ 青町 寺人 ケ十巡 にこ 

  
 
 

立
は
、
 

 
 

二
十
一
 

代
の
新
 続
 古
今
集
に
及
ん
で
い
る
。
 

 
 

れ
と
 思
 

 
 

が
 、
四
代
 

 
 

表
わ
す
も
 

の
と
い
い
得
よ
う
か
。
 

 
 

百
五
十
 

 
 

題
の
歌
で
 

 
 

象
 と
し
て
 

 
 

割
 余
で
あ
 

る
 。
 

今
 こ
れ
に
っ
き
、
そ
の
構
成
を
み
れ
ば
、
 

 
 

 
 

集
 ）
が
㎝
 

 
 

宣
歌
 に
就
 

四
 

 
 

 
 

、
契
沖
、
 

小
笠
原
春
夫
 

勅
撰
集
神
祇
歌
の
構
成
 

 
 

0
 案
 

 
 

所
は
弘
化
 

三
年
（
 
肝
和
 
）
の
施
主
名
前
 

控
帳
 が
あ
る
。
 



 
 

い
る
が
、
 

 
 

な
る
の
で
 

こ
こ
で
は
取
上
げ
な
い
）
 

 
 

、
神
楽
 

 
 

神
祇
歌
の
 

 
 

れ
る
。
 こ
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

そ
し
 

て
 、
そ
の
神
社
毎
に
ま
と
め
よ
 
う
 と
し
た
意
図
が
み
え
る
。
 
そ
の
典
型
 

 
 

化
に
富
む
 

 
 

は
、
 凡
そ
 

前
者
に
近
く
、
後
者
に
近
い
の
は
風
雅
集
が
あ
る
。
 

 
 

）
を
」
 

 
 

に
 配
置
さ
 

 
 

固
 苦
し
さ
 

 
 

、
意
識
的
 

挿
入
の
感
が
深
い
。
 

 
 

6
 集
注
 

 
 

如
く
で
あ
 

 
 

比
較
的
多
 

 
 

の
は
、
 両
 

社
の
関
係
の
探
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

こ
れ
は
、
他
方
、
歌
 数
 と
い
う
面
か
ら
み
れ
ば
、
 

 
 

に
、
住
 

石
清
水
八
幡
宮
の
御
神
祭
 

建
 

円
光
儀
 

石
清
水
の
御
神
楽
楽
に
は
、
恒
例
御
神
楽
、
臨
時
御
神
楽
、
 弘
 願
 神
 

 
 

る
の
は
 恒
 

 
 

迄
 ）
 

 
 

3
 、
次
で
辛
崎
、
大
原
野
、
三
輪
（
一
二
百
 
?
 一
 0
 首
 ）
 

 
 

ぬ
、
箱
 

 
 

 
 

宮
 、
県
 

宮
 、
伊
予
三
島
、
阿
蘇
、
各
一
首
 づ
 つ
で
あ
る
。
 

 
 

定
例
と
 

 
 

響
 、
関
係
 

 
 

の
 様
に
 、
 

 
 

も
な
い
。
 

 
 

ぅ
 。
 勿
 

 
 

は
て
益
巳
 
遍
 

 
 

程
度
反
映
 

 
 

神
祇
歌
の
 

 
 

容
易
に
 且
 

つ
 適
確
に
理
解
出
来
る
と
思
う
。
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な
も
の
と
 

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

な
 行
 教
 

 
 

か
ん
と
す
 

 
 

た
ず
さ
わ
 

 
 

り
 、
石
清
 

永
に
於
け
る
 阿
 知
友
作
法
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
 

本
町
 知 支
族
々
々
々
 

末
於
介
阿
知
 支
族
々
々
々
 

 
 

0
 世
に
伝
 

 
 

撫
零
 せ
し
 

 
 

綿
津
見
の
 

 
 

る
 。
阿
曇
 

 
 

が
 山
野
の
 

 
 

え
る
修
法
 

が
 成
立
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

は
 託
宣
 

 
 

朝
廷
を
欺
 

 
 

た
 一
件
を
 

 
 

は
 、
 行
教
 

 
 

こ
と
は
、
 

 
 

宇
佐
 よ
 

 
 

神
女
が
あ
 

 
 

流
れ
く
る
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  註     
山 

  

  

  

 
 

芸
道
に
重
 

 
 

と
は
な
っ
 

 
 

御
願
祝
詞
 

 
 

儀
 が
成
立
 

 
 

催
馬
楽
は
 

 
 

功
 皇
后
の
 

 
 

本
殿
を
二
一
 

回
 め
ぐ
り
て
終
る
の
で
あ
る
。
 

佳
木
萩
 

政
治
的
な
新
興
宗
教
団
体
と
し
て
異
例
の
進
出
を
と
げ
 て
 

会
は
、
昨
年
五
月
、
つ
い
に
宗
教
政
党
・
公
明
党
の
結
成
を
 

一
月
に
は
そ
れ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
衆
議
院
に
 

近
い
将
来
の
政
権
を
め
ざ
す
、
と
宣
言
し
た
。
そ
の
態
勢
で
 

選
 、
都
議
選
に
の
ぞ
み
、
「
完
勝
」
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
 

位
を
確
立
し
て
、
総
選
挙
へ
の
足
場
を
固
め
た
。
日
本
で
は
 

力
な
 宗
教
政
党
の
出
現
で
、
各
方
面
へ
の
そ
の
影
響
は
多
大
 

る
 。
 

も
と
も
と
同
会
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
体
制
下
の
米
租
 

大
衆
の
不
満
を
大
胆
に
組
織
し
な
が
ら
、
「
折
伏
」
闘
争
と
 

を
 与
え
て
大
衆
の
批
 初
 と
憤
り
を
そ
ら
し
、
権
威
主
義
的
な
 

組
織
と
行
動
に
お
い
て
反
権
力
闘
争
と
連
帯
意
識
と
の
代
償
 

る
 、
と
い
う
構
造
を
も
っ
て
、
急
激
に
進
出
し
て
き
た
。
 
小
 

的
な
損
得
に
徹
し
た
功
徳
の
観
念
、
そ
の
保
障
と
し
て
の
 

化
 、
そ
の
裏
づ
け
と
し
て
の
「
大
生
命
哲
学
」
と
称
す
る
 
神
 

上
 学
的
教
学
の
絶
対
化
を
、
思
想
の
主
軸
と
す
る
。
政
治
 

基
本
的
性
格
と
動
向
 

織
の
下
積
み
 

い
う
 ハ
ケ
ロ
 

「
軍
隊
的
」
 

物
を
提
供
す
 

フ
 ル
 ジ
，
ア
 

本
尊
の
絶
対
 

秘
的
 
・
影
面
 

と
の
関
連
で
 

夫
 

き
た
創
価
学
 

予
告
し
 、
一
 

も
 進
出
し
て
 

今
年
の
参
院
 

第
三
党
の
地
 

初
め
て
の
 有
 

だ
と
思
わ
れ
 

新
興
宗
教
政
党
・
公
明
党
の
 

る
 。
こ
の
後
者
の
み
が
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
  

 
 
  

 

「
神
楽
本
来
」
に
詳
し
い
。
 

(370) 



 
 

に
 求
め
、
 

 
 

と
し
、
 

 
 

ゆ
る
「
 王
 

 
 

独
立
へ
の
 

 
 

自
主
外
交
 

 
 

け
て
い
 

 
 

非
難
中
傷
 

 
 

0
 階
級
的
 

 
 

ち
び
 い
 

 
 

動
隊
 」
的
 

な
 圧
力
団
体
の
役
割
を
演
じ
て
き
た
。
 

 
 

を
と
ら
 

 
 

、
同
年
秋
 

 
 

、
翌
年
の
 

 
 

記
の
公
明
 

 
 

の
 整
備
も
 

進
め
ら
れ
た
。
 

 
 

功
徳
 や
 

 
 

し
て
具
体
 

 
 

革
新
的
」
 

 
 

て
一
貫
性
を
欠
 

 
 

ま
り
、
ケ
イ
ン
 

六
ズ
 な
ど
の
近
代
経
済
学
に
依
っ
て
い
る
。
 

第
  

 

安
保
条
 

 
 

だ
と
す
る
 

 
 

治
 的
対
決
 

 
 

 
 

 
 

性
 と
は
 
国
 

 
 

鮮
 で
も
 
進
 

 
 

教
の
政
治
 

 
 

に
も
か
か
 

 
 

ョ
ア
 
盾
が
 

 
 

そ
の
構
成
 

 
 

て
 
重
要
な
 

 
 

的
 ・
民
族
 

 
 

と
 思
わ
れ
 

る
 。
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の
 相
互
 

 
 

っ
に
 敬
虔
 

 
 

は
 現
象
的
 

 
 

お
い
て
 自
 

 
 

に
お
い
て
 

 
 

世
界
を
示
 

 
 

処
に
、
双
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

生
の
心
は
 

 
 

切
を
見
る
 

 
 

悲
に
融
れ
 

 
 

。
か
く
の
 

 
 

ら
し
め
ら
 

れ
る
の
が
こ
こ
に
言
う
相
互
供
養
で
あ
る
。
 

経
典
に
は
宇
宙
の
大
震
で
あ
る
大
日
如
来
が
 
阿
閑
 、
宝
生
、
 

観
自
在
 

 
 

宝
 、
法
、
 

 
 

歌
舞
の
四
 

八
田
幸
雄
 

｜
 金
剛
界
マ
ン
ダ
ラ
 と
 シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
 

の
宗
教
論
の
関
連
 ｜
 

相
互
供
養
に
つ
い
て
 

 
 

答
う
 。
 こ
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

マ
ッ
 ヘ
ル
 

 
 

と
し
て
 解
 

明
し
て
み
た
い
。
 

 
 

底
 に
横
 

 
 

宙
の
本
性
 

 
 

と
人
間
の
 

 
 

、
対
象
的
 

 
 

る
の
で
あ
 

 
 

で
あ
る
と
 

 
 

的
に
内
に
 

 
 

本
性
に
よ
 

 
 

す
る
と
と
 

 
 

は
 無
で
あ
 

 
 

の
 深
心
が
 

 
 

る
こ
と
は
 

 
 

が
 深
ま
る
 

 
 

、
そ
こ
に
 

 
 

深
く
人
間
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

る
こ
と
が
 

出
来
る
。
 



  

道中にを生るにあ は 忠 直り の深の 一て 

  

  

  

る加極 。 持にし丈こ くにこ 敬 虔 如来の一酌 未生でさ 一め ヱ すの る金のの 被か 

  

し 衆の謝のにあ に しに 掃かあ ソ義直 

  情の 深 養と持ち来が来もる 衆生 如来 供 0 １ ここ にお 場に 一 ま、 西洋 示さ 方法 

いな生一はに に食言い展六宗れは 三 

  
  

第六部会 

  

本坊 払 

集団 占 
  
お 
け 

示払練 

  １目 そ 集合囲 

病 " 経の 
気 
な ぽ ㎡ 
お つ 気 
レ り、 
ま 4 しナ、て｜、ょ おし   
  
  

  
    
  

ぬ 博 
と 

し 

 
 

な
も
の
か
 

 
 

や
 暗
示
 療
 

 
 

で
は
現
代
 

 
 

み
て
ゆ
き
 

 
 

法
 が
活
用
 

 
 

の
間
に
普
 

 
 

て
い
る
こ
 

 
 

者
 で
 ょ
ば
 

 
 

て
い
る
こ
 

と
で
あ
る
。
 

 
 

る
よ
う
 

 
 

症
 を
は
じ
 

 
 

念
 」
に
よ
 

 
 

あ
て
は
ま
 

 
 

」
と
い
う
 

 
 

示
 が
応
々
 

 
 

の
 効
果
と
 

 
 

専
ら
 、
自
 

 
 

ま
 ）
の
方
 

 
 

」
と
い
う
 

 
 

の
な
い
 

 
 

 
 

ラ
ム
ー
ド
㎝
 

 
 

い
た
わ
っ
㏄
 

 
 

 
 

い
 批
判
の
 



 
 

く
に
ア
メ
 

 
 

念
 」
し
た
 

 
 

の
 一
片
。
Ⅱ
 

c
e
 
）
 

 
 

コ
 カ
 の
 コ
 の
 二
 l
 

 
 

れ
て
い
る
 

と
い
え
る
。
 

 
 

て
み
る
 

 
 

医
療
器
具
 

 
 

も
の
で
あ
 

 
 

ル
 フ
ス
の
 

 
 

の
称
 

 
 

る
し
、
 

 
 

 
 

 
 

人
間
の
病
 

 
 

、
余
波
な
 

 
 

、
人
間
を
 

 
 

わ
れ
で
は
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

、
天
地
の
 

 
 

を
 合
わ
せ
 

 
 

つ
 し
た
 宗
 

 
 

し
て
い
な
 

 
 

た
れ
て
い
 

る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
 

宗
教
集
団
の
。
病
気
な
お
し
 " 

｜
 精
神
医
学
的
見
地
か
ら
 
｜
 

佐
 

々
木
雄
司
 

藤
沢
敏
雄
 

 
 

暮
を
 ぅ
 

 
 

同
の
調
査
 

 
 

考
察
 を
藤
 

 
 

察
を
加
え
 

 
 

す
べ
て
 

 
 

の
で
き
る
 

 
 

信
の
者
は
 

 
 

む
と
い
う
 

 
 

」
を
か
け
 

 
 

て
 、
オ
ガ
 

 
 

下
で
す
れ
 

 
 

ま
す
」
の
 

 
 

同
朋
と
し
 

 
 

助
け
あ
っ
 

 
 

生
 ふ
 
叩
の
連
 

帯
感
 が
よ
み
が
え
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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が 見ら た 

  

  
 
 

壮
年
者
を
 

 
 

経
症
 祥
二
 

 
 

患
が
 目
立
 

 
 

神
経
症
 群
 

 
 

な
も
の
が
 

 
 

こ
と
は
、
 

 
 

て
い
る
た
 

 
 

こ
と
で
あ
 

る
 。
 

 
 

度
 を
示
 

 
 

待
皮
 を
軸
 

 
 

し
 」
に
Ⅰ
も
 

 
 

こ
と
は
、
 

 
 

日
本
的
特
 

 
 

の
も
か
な
 

 
 

じ
さ
せ
 

 
 

で
 」
入
信
 

 
 

、
先
天
的
 

 
 

し
 」
が
こ
 

 
 

す
る
こ
と
 

 
 

つ
 。
 

 
 

、
 A
 

 
 

事
 に
よ
る
 

 
 

ス
マ
釣
人
 
135 ( ・ 375) 



 
 

教
の
研
究
を
し
な
く
 

考
え
、
こ
の
八
つ
の
 

心
的
活
動
を
円
満
に
 

為
し
得
る
よ
 う
 に
人
 

々
 ｜
 殊
に
若
い
人
々
 

を
導
い
て
ゆ
く
事
で
 

あ
る
と
云
 う
 の
で
、
 

こ
 う
 考
え
る
場
合
 

は
、
 別
に
宗
教
学
者
 

と
 呼
ば
れ
る
程
、
宗
 

 
 

霊
液
治
療
 

 
 

 
 

、
 B
 で
 

 
 

を
み
な
い
 

 
 

に
 対
す
る
 

態
度
の
変
化
を
来
し
て
い
る
例
を
多
く
み
た
。
 

 
 

、
若
干
 

の
 考
察
を
試
み
た
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
 

宗
教
教
育
の
真
に
求
む
る
も
 

藤
本
一
雄
 

 
 

よ
う
に
 

 
 

し
、
己
れ
 

6
 

 
 

事
は
、
 
決
 
1
 

 
 

。
自
か
ら
⑤
 

  

 
 
 
 

 
 

派
を
離
れ
 

 
 

自
由
の
立
 

 
 

あ
る
。
 
宗
 

 
 
 
 

る
か
ら
、
 

 
 

で
あ
っ
 

て
 、
目
的
は
有
為
人
物
の
養
成
で
あ
る
。
 

 
 

紙
戸
。
 

 
 

下
知
 由
 ，
 を
 

 
 

毛
 ち
し
て
 

ビ
 
Ⅰ
 

 
 

著
者
ミ
ラ
 

 
 

 
 

る
そ
れ
を
 

 
 

載
 し
て
い
 

 
 

記
事
の
よ
 

 
 

が
 、
人
物
 

 
 

 
 

れ
と
示
し
 

た
 次
第
で
あ
る
。
 

 
 

こ
こ
に
 

 
 

こ
と
と
す
 

る
 。
 

 
 

で
、
 

口
 0
 ロ
ロ
 あ
下
 円
円
せ
中
の
崩
れ
た
語
、
悟
っ
た
人
の
意
）
は
 
、
 神
に
余
り
 



第六部会 

    
教る 伝がるを な 

鬼   
者 で れ 居 いで で   

しの っ悪晩桶た 東の分 鬼 
お 

え とる人、 あ たて人もな 々 多け 
て栗 つ い一 %, も の こ の お 一 と 々 人の く れ 
軒原て鬼っ にの 村と晩ど 致者 の々 間 せば 

すえ間ににに な 
ど 

申 し 

  

ち つ と 周囲 ど竿 ・ か し   

なれ 籠 長田 と も た り っ   

あ に と い 郡い と は すた あ る 現 。 い活た 

Ⅰ 37 く 377) 



 
 

の
家
々
を
 

 
 

そ
し
て
た
 

べ
て
さ
わ
い
た
そ
う
で
あ
る
。
 

 
 

の
事
 

 
 

人
家
 -
 
仏
、
 

 
 

江
戸
の
庶
 

 
 

れ
よ
 う
 。
 

 
 

た
よ
う
で
 

 
 

鬼
魅
を
し
 

 
 

並
 世
話
に
 

 
 

り
 

 
 

の
 多
い
こ
 

 
 

わ
せ
る
よ
 

う
で
あ
る
。
 

 
 

お
ど
し
 

 
 

さ
ま
ざ
ま
 

 
 

る
だ
け
で
 

 
 

り
 機
能
な
 

 
 

位
置
づ
け
 

 
 

ら
れ
る
な
 

 
 

り
 、
そ
の
 

 
 

の
も
つ
 本
 

 
 

と
い
う
の
 

 
 

「
 
鬼
 お
ど
 

し
 」
の
構
造
論
的
理
解
を
試
み
よ
う
と
い
う
訳
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貫
 し
た
 作
 

⑥
 

 
 

 
 

。
そ
こ
か
 

 
 

り
、
 様
々
 

 
 

い
る
の
が
 

 
 

が
 除
災
 招
 

 
 

と
 駆
除
と
 

 
 

島
 氏
の
い
 

 
 

様
式
と
い
 

 
 

る
か
に
よ
 

 
 

れ
る
よ
 う
 

に
な
る
。
 

 
 

類
似
の
 

 
 

な
ね
 ち
、
 

 
 

、
セ
タ
 の
 

 
 

ケ
と
 全
く
 

 
 

の
形
式
に
 

 
 

っ
た
 筈
で
 

 
 

に
 応
じ
 

 
 

る
に
い
た
 

っ
 た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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神 むのおた 本 る てて析のど表意あ 

  

  

0 表紋のこ こ大 基的か 道はい菱木 持は社 

  
  

  

修 

l 験 

あ 道 

勇め 

  
善法 
界 
観 
  

 
 

霊
 、
死
霊
 

 
 

、
自
身
 即
 

 
 

し
ば
り
っ
 

 
 

っ
 Ⅰ
Ⅰ
 
カ
キ
 

，
ス
ム
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

っ
た
摩
 

 
 

あ
る
。
 こ
 

 
 

自
身
印
本
 

 
 

の
 相
手
の
 

 
 

こ
と
に
よ
 

 
 

 
 

法
 の
 代
 

 
 

0
 名
前
を
 

 
 

0
 人
型
を
 

 
 

せ
日
ゴ
 
0
 由
 0 

 
 

し
、
 綱
で
 

 
 

臣
イ
 
ハ
ム
に
 

な
っ
て
い
る
。
 

 
 

て
見
る
 

 
 

自
分
の
身
 

 
 

と
を
表
象
 

 
 

が
、
怨
 

 
 

け
、
 封
じ
 

 
 

が
 認
め
ら
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宮
座
の
一
考
察
 

｜
 兵
庫
県
 多
 細
部
今
田
村
大
字
上
立
坑
 

下
血
 抗
 お
よ
び
 釜
 尾
部
落
に
お
け
る
 ｜
 

出
口
 
栄
二
 

㈲
概
況
 

 
 

）
。
 五
 

 
 

け
る
仕
方
 

 
 

こ
め
 等
 色
 

 
 

ぇ
 ら
れ
る
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

不
幸
等
 

 
 

働
き
に
 帰
 

 
 

五
大
明
王
 

 
 

さ
せ
、
 障
 

 
 

者
 自
身
が
 

 
 

認
め
る
 宗
 

 
 

そ
し
て
こ
 

 
 

明
王
や
五
 

 
 

悪
霊
、
 邪
 

 
 

伏
の
論
理
 

が
 成
立
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

村
 に
属
す
 

0
 

 
 

上
士
 杭
を
 

1
 

 
 

杭
 に
王
 ケ
恥
 

 
 
 
 

 
 

半
農
半
工
 

 
 

に
 貫
流
す
 

 
 

作
っ
て
 い
 

 
 

た
 低
地
帯
 

 
 

古
墳
時
代
 

 
 

小
野
原
に
 

 
 

の
神
社
の
 

 
 

古
儀
等
で
 

 
 

幕
藩
体
制
 

 
 

、
下
立
坑
 

 
 

茶
屋
は
そ
 

 
 

た
が
人
家
 

 
 

思
わ
れ
る
 

 
 

三
年
）
 頃
 

 
 

、
 下
抗
 お
 

 
 

く
 上
か
ら
 

分
離
し
て
定
住
し
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
 

尚
三
部
落
の
神
社
と
宮
座
の
現
況
 

 
 

り
神
 

 
 

麓
 に
地
鎮
 

 
 

る
 長
床
が
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社
 "
 と
呼
 

 
 

平
 神
社
、
 

 
 

厳
格
に
は
 

 
 

る
 事
が
許
 

 
 

あ
る
が
、
 

 
 

の
 宮
座
 制
 

 
 

ひ
そ
め
て
 

 
 

続
 し
つ
つ
 

 
 

い
る
こ
と
 

 
 

方
 に
付
 て
 

暗
示
し
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
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一
 、
新
入
会
員
が
一
括
承
認
さ
れ
た
。
 

0
 選
挙
管
理
委
貝
金
 

日
時
昭
和
四
 0
 年
 八
月
一
四
日
（
土
）
一
五
・
 

0
0
 時
 

一
 、
昭
和
四
 
0
 年
度
評
議
員
選
考
委
員
選
挙
開
票
。
 

㈹
理
事
の
互
選
に
よ
る
当
選
者
（
ア
イ
ウ
ェ
 
オ
順
 ）
 

石
津
無
愛
、
小
口
健
一
、
古
野
清
人
 

㈲
一
般
投
票
に
よ
る
当
選
者
（
ア
イ
 
ウ
 ヱ
オ
 順
 ）
 

 
 

エ
 
、
一
二
 

ノ
 

 
 

 
 

日
時
昭
和
四
 0
 年
 六
月
二
五
日
（
金
）
 
一
セ
 ・
 三
 0
 時
 

 
 

件
 。
 

0
 常
務
理
事
会
 

日
時
昭
和
四
 0
 年
ゼ
 月
一
七
日
（
土
）
一
四
・
 
0
0
 時
 

一
 、
評
議
員
選
考
委
員
選
挙
有
権
者
決
定
の
件
。
 

 
 

長
を
依
嘱
 

さ
れ
た
。
 

0
 理
事
会
 

日
時
昭
和
四
 0
 年
ゼ
 月
一
七
日
（
土
）
一
五
・
 
0
0
 時
 

一
 、
学
術
大
会
発
表
者
選
考
の
件
 

 
 

を
 承
認
 

し
た
。
 

報 

木 笘 

報 

 
 

で
あ
る
 

が
 、
こ
の
 他
 左
記
の
諸
氏
の
発
表
が
あ
っ
た
。
 

 
 

プ
 ー
の
 

 
 

れ
て
研
究
 

発
表
を
行
っ
 

八
月
二
九
日
（
日
）
 

研
究
発
表
 

九
 ・
 00
 時
｜
 
一
二
・
 
0
0
 時
 

評
議
員
会
一
二
・
 0
0
 時
｜
 
一
玉
・
 
0
0
 時
 

総
会
、
閉
会
式
一
玉
・
 
0
0
 時
｜
 
一
五
・
 
0
0
 時
 

 
 

七
月
一
 

八
月
二
八
日
（
土
）
 

開
会
式
 

九
 ・
 0
0
 時
｜
 九
・
三
 0
 時
 

研
究
発
表
九
・
三
 0
 時
｜
 
一
一
，
 五
 0
 時
 

理
事
会
一
二
・
 0
0
 時
｜
 
一
玉
・
 0
0
 時
 

研
究
発
表
 

一
 三
・
二
 0
 時
｜
一
セ
 
・
 0
0
 時
 

懇
親
会
一
八
 0
0
 時
｜
二
 0
.
0
0
 
時
 ，
 

 
 

也
 

 
 

 
  

 

0
 
第
二
四
回
学
術
大
会
 

 
 

で
 開
催
 

め
 

 
  

 

し
た
。
 

昭
和
四
 0
 
年
 八
月
二
七
日
（
金
）
 

な
 開
講
演
会
一
五
・
 0
0
 

時
｜
 一
七
・
 0
 
①
 時
 

釈
尊
を
慕
 う
 人
々
中
村
元
 

人
間
関
係
の
要
 処
と
 宗
教
石
津
 照
璽
 



ム ム 報 

概
ふ
芯
 
）
 

 
 

の
 」
）
 

 
 

 
 

 
 

山
折
 啓
 

 
 

両
義
 

雄
 
（
宗
教
学
的
に
見
た
る
菩
薩
道
）
 

 
 

庭
昭
寛
 

 
 

尊
 

 
 

地
獄
 

繍
 Ⅶ
）
 

 
 

官
祭
 祖
 

に
 就
い
て
）
 

 
 

数
集
団
 

の
類
型
学
的
考
察
）
 

0
 理
事
会
 

 
 

・
 00
 時
 

一
 、
昭
和
三
九
年
度
庶
務
報
告
。
 

一
 、
昭
和
三
九
年
度
会
計
報
告
。
 

 
 

0
 審
査
委
 

 
 

国
華
厳
 

 
 

刊
 ）
 を
 

 
 

す
る
こ
 

と
に
決
定
し
た
。
 

一
 、
評
議
員
選
考
委
員
選
挙
経
過
お
よ
び
結
果
報
告
。
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一
 、
会
員
総
会
議
題
に
関
す
る
 件
 

一
 、
新
入
会
員
が
一
括
承
認
さ
れ
た
。
 

0
 評
議
 且
 選
考
委
耳
金
 

日
時
昭
和
四
 0
 年
 八
月
二
八
日
（
上
）
 一
 三
・
三
 0
 時
 

 
 

お
り
で
 

あ
る
。
（
ア
イ
ウ
ェ
 オ
順
 ）
 

 
 

村
方
 

 
 

宥
勝
 

0
 評
援
 貝
金
 

日
時
昭
和
四
 0
 年
 八
月
二
九
日
（
日
）
一
二
 0
0
 時
 

一
 、
昭
和
三
九
年
度
庶
務
報
告
 

一
 、
昭
和
三
九
年
度
会
計
報
告
 

 
 

一
 、
評
議
員
選
考
委
員
会
報
告
 

一
 、
第
十
一
回
国
際
宗
教
学
宗
教
史
学
会
議
に
関
す
る
報
告
 

一
 、
日
本
学
術
会
議
第
七
期
会
員
選
挙
に
関
す
る
報
告
 

一
 、
九
学
会
連
合
の
件
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
賞
規
定
の
件
 

理
事
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
規
定
案
を
検
討
、
承
認
し
た
。
 

一
 、
次
回
学
術
大
会
開
催
 校
 の
 件
 

0
 金
貝
総
会
 

日
時
昭
和
四
 0
 年
 八
月
二
九
日
（
日
）
一
 二
 ・
 00
 時
 

議
長
小
口
健
一
常
務
理
事
 

出
席
 
一
 0
 五
名
 

日
本
宗
教
学
会
 宜
 規
定
 

 
 

っ
て
 、
 

 
 

継
承
す
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

 
 

度
及
び
 前
 

 
 

審
査
に
 

際
し
て
は
、
そ
の
他
の
業
績
を
も
考
慮
す
る
こ
と
）
 

 
 

が
 行
い
、
 

理
事
会
で
決
定
す
る
。
 

に
関
す
る
報
告
 

㈲
光
学
会
連
合
に
関
す
る
報
告
 

㈲
日
本
学
術
会
議
第
七
期
会
員
選
挙
に
関
す
る
報
告
 

㈹
日
本
宗
教
学
会
賞
規
定
に
関
す
る
報
告
 

㈲
評
議
員
選
任
 

㈹
理
事
選
任
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
賞
発
表
 及
 授
与
 

Ⅰ
そ
の
他
 

一
 、
閉
会
の
辞
（
埴
谷
会
長
）
 

㈲
昭
和
三
九
年
度
会
計
報
告
 

 
 

大
ム
ま
 
）
 
(3 ㎝ ) 

一
 、
報
告
 

 
 

 
  

 

田
 
昭
和
三
九
年
度
庶
務
報
告
 



会
 
第
二
十
二
面
大
会
費
 
 
 

報 

  一昭 
編 全会   

  

費コ二 Ⅰ 全国会 

何費 

大 年度 越金 

会 
参 収 

  加費 

支 
決   
算 

一セ 二   -@  / Ⅰ 報 
二三三 六 五四 八二四 告   

  

    

発は賞 " 部 " 貫 " いる こ。 審 "   
  
会も 寄方 任年 
の っ附円 
全 て金と し鹿 な 、 
員 こをす い 理 

に あ て 
  
おて基 ま り 

い る 金 たム " ま 

て 。 と 三畏 
年が 

付 つ ・ す 6 以 こ 
上れ 

賞 重 る 
金 
の 

任指 

  し名 
なす 

日福 藤 山 新   
隈 井 沢 村人 ム   借本 

差 入部 
敏 ム見細 威徳 文雅 雄 形 

利 金 費 

介   
金 

赤 、 月、 示   
九四 文一       

大下 向 丁 
      

壊落 正 一 一五二 0 
坂 合 一 五 六三 、 、 0 、 二 、   

    
/ Ⅰ --   
  

三三東 一京人車 l       
本学術 

医 学 
助 

財 
団 

  
室 授 
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関 

係学 

会費 

 
 

選
挙
関
係
費
 

一
八
、
二
九
 0
 円
 

全
ム
国
費
 

三
一
、
 

0
0
 

九
円
 

通
信
連
絡
 費
 

三
四
、
八
八
三
円
 

印
刷
費
 

一
四
、
三
五
 0
 円
 

事
務
費
 

六
 、
上
八
四
三
円
 

三
 0
 、
 0
0
0
 円
 

妨
崎
 記
念
賞
賞
金
 

姉
崎
記
念
賞
諸
費
 

六
 、
上
八
七
 
0
 円
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北
海
道
大
学
大
学
院
 

岩
谷
日
出
 
天
 

 
 

南
山
大
学
助
教
授
 

松
田
文
雄
小
田
原
市
中
島
一
七
一
 

駒
沢
大
学
講
師
 

モ
生
合
舞
東
京
都
ム
ロ
東
区
浅
草
馬
道
一
１
元
 大

正
大
学
教
授
 

 
 

ぬ
沢
 大
学
講
師
 

田
中
於
菟
 
弥
 
東
京
都
渋
谷
区
幡
ケ
谷
 

ニ
 ー
 セ
九
 

早
稲
田
大
学
教
授
 

日
蓮
宗
僧
侶
 

阿
部
 肇
一
 浦
和
市
根
岸
一
九
 
｜
二
 

駒
沢
大
学
 

 
 

智
 大
学
内
 

東
京
大
学
大
学
院
 

松
本
信
広
東
京
都
杉
並
区
永
福
 町
 五
八
 

慶
応
大
教
授
 

佐
藤
哲
英
京
都
市
東
山
区
山
科
 安
朱
 馬
場
西
町
四
五
 龍

 谷
大
教
授
 

リ
ー
 
B
.
 

エ
ア
ハ
ー
ト
 

仙
 ム
ロ
市
大
橋
 

道
 一
二
 

川
内
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
 

三
 

シ
カ
ゴ
大
学
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